
現 場 説 明 書（技術的事項） 

 

工事名称    福山市泉小学校受変電設備改修工事   

 

 

１．現場の状況 

工事場所は学校構内であり、本工事期間中も構内では通常どおり学校業務が実施されま

す。ついては、学校業務に支障を及ぼさないよう、適切な工程管理を行ってください。 

 

２．留意事項 

①地元企業・地場製品の活用 

受注者は、地元企業及び地場製品の活用に努めてください。 

②建設リサイクル法の適用外 

本工事は建設リサイクル法に該当しませんが、特定建設資材の再資源化に努めるとと

もに、建設副産物入力システム（COBRIS）による計画書及び実施報告書を提出してくだ

さい。 

③現場代理人及び監理（主任）技術者等の配置 

現場代理人及び監理（主任）技術者は、契約約款及び建設業法等の関係法令に違反しな

いよう適切に配置し、本工事の施工管理を行ってください。 

④工程管理 

工程管理については、学校管理者と十分に協議のうえ、授業及び学校行事に支障を及ぼ

さないよう適切に計画してください。 

⑤停電作業 

施工に伴い停電が発生するため、事前に計画書を作成し、学校管理者および監督員の承

諾を得てください。また、停電時間は可能な限り短縮するよう計画してください。 

⑥安全確保 

工事期間中は労働災害の防止に加え、児童及び教職員等に対する公衆災害の防止に万

全を期し、安全確保に必要な措置を適切に講じてください。 

⑦工事車両の出入り 

工事車両の出入口から道路へ泥等を持ち出さないよう十分留意してください。また、道

路等を汚損した場合は、速やかに現状復旧を行ってください。 

⑧既存工作物等の保護 

工事により既存工作物等に損傷を与えないよう必要な対策を講じてください。万一損

傷を与えた場合は、監督員及び学校管理者と協議のうえ、速やかに復旧してください。 

⑨物品の移動 

工事の遂行に支障となる物品等がある場合は、必ず施設管理者と協議のうえ、当該物品



の移動について依頼してください。 

⑩工事車両の駐車位置 

工事車両の駐車位置は、学校管理者と協議のうえ決定してください。 

⑪騒音・振動・粉塵対策 

工事中の重機等による騒音・振動及び粉塵等が発生する作業を行う際は、十分な対策を

講じてください。 

⑫施工計画書の提出 

 工事の着手に先立ち、関係者との調整を行い、十分検討のうえ工事計画をまとめた施工

計画書を作成し提出してください。また必要に応じて工種別施工計画書を作成し、提出し

てください。 

⑬当初工程表の提出 

当初工程表は契約後 14 日以内に提出してください。なお、作業工程については、監督

員及び学校管理者と十分に協議調整のうえ作成してください。 

⑭官公署への手続き 

工事の施工にあたり官公署への手続きが必要な場合は、受注者の責任において速やか

に行ってください。 

⑮別途工事との調整 

構内で別途工事が行われる場合は、当該工事受注者と調整を行い、円滑な工事の遂行に

努めてください。 

  

３．関連工事 

無し 
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※ 　工事請負契約締結後、監督員から通知※　工事請負契約締結後、監督員から通知※ 　工事請負契約締結後、監督員から通知※　工事請負契約締結後、監督員から通知※ 　工事請負契約締結後、監督員から通知※　工事請負契約締結後、監督員から通知※　工事請負契約締結後、監督員から通知

　 　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。　　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。　 　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。　　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。　 　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。　　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。　　計画書（実施書）を提出する。なお、これにより難い場合は、監督員と協議する。

　 　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）　　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）　 　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）　　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）　 　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）　　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）　　　　　　・ＵＰＳ装置　・火災報知受信機　・中央監視装置　　・　　　　　　）

重 要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置重要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置重 要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置重要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置重 要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置重要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置重要機器　（・配電盤　　　・発電設備　　　　・交換機　　　　　・直流電源装置

建 物の種別（・特定の施設　・一般の施設）建物の種別（・特定の施設　・一般の施設）建 物の種別（・特定の施設　・一般の施設）建物の種別（・特定の施設　・一般の施設）建 物の種別（・特定の施設　・一般の施設）建物の種別（・特定の施設　・一般の施設）建物の種別（・特定の施設　・一般の施設）

 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。 　　次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

１ ）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、１ ）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、１ ）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽類にあっては有効質量）に、

た だし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法によるただし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法によるた だし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法によるただし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法によるた だし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法によるただし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法によるただし、重量1kN以下の軽量な機器については、設備機器の製造者の指定する方法による

設 備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設 備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設 備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。設備機器の固定は、次に示す設計用地震力に耐える方法とする。

外 気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。外気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。外 気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。外気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。外 気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。外気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。外気に面する壁、スラブ等で打込みとなる位置ボックスは、保温、結露防止処理を行う。

地 中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。地中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。地 中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。地中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。地 中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。地中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。地中配線はハンドホール内で余長を取り（1m程度）回路表示をする。

Ａ 種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。Ａ種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。Ａ 種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。Ａ種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。Ａ 種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。Ａ種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。Ａ種接地、Ｂ種接地、Ｃ種接地工事の接地極は、特記なき場合銅板とする。

特 記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。特記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。特 記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。特記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。特 記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。特記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。特記なき場合は、ＧＬ－600以上、舗装のある場合は路盤下－600以上とする。

耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工耐 震 施 工

結 露 防 止結 露 防 止結 露 防 止結 露 防 止結 露 防 止結 露 防 止結 露 防 止

地 中 配 線地 中 配 線地 中 配 線地 中 配 線地 中 配 線地 中 配 線地 中 配 線

接　地　工　事接　地　工　事接　地　工　事接　地　工　事接　地　工　事接　地　工　事接　地　工　事

埋 設 深 さ埋 設 深 さ埋 設 深 さ埋 設 深 さ埋 設 深 さ埋 設 深 さ埋 設 深 さ

標 識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）標識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）標 識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）標識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）標 識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）標識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）標識シート（Ｗシート 150mm）  （・高圧 6600V　  ・低圧　・その他）

標 示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）標示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）標 示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）標示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）標 示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）標示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）標示柱（・鋳鉄ダクタイル打込柱　・コンクリート柱　　・キャッツアイ）

埋 設 標 示 等埋 設 標 示 等埋 設 標 示 等埋 設 標 示 等埋 設 標 示 等埋 設 標 示 等埋 設 標 示 等 接 地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）接地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）接 地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）接地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）接 地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）接地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）接地標示板（・黄銅板製　　　　・ステンレス板製）

電 線 類電 線 類電 線 類電 線 類電 線 類電 線 類電 線 類 特 記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する特記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する特 記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する特記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する特 記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する特記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する特記以外はＥＭ電線・ケーブルを使用する。ケーブルラック・ポール等へ電線類を結束する

場 合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。場合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。場 合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。場合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。場 合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。場合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。場合は、綿紐・ビニール被覆バインド線などを使用する。

導 入 線導 入 線導 入 線導 入 線導 入 線導 入 線導 入 線 長 さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。長さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。長 さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。長さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。長 さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。長さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。長さ1m以上の通線を行わない配管には、 1.2mm以上の導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

ねじなし電線管のねじなし電線管のねじなし電線管のねじなし電線管のねじなし電線管のねじなし電線管のねじなし電線管の 薄 鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ薄鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ薄 鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ薄鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ薄 鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ薄鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ薄鋼電線管を使用することになっている部分は、同一外径のねじなし電線管を使用してもよ

　　　　　　使用　　　　　　使用　　　　　　使用　　　　　　使用　　　　　　使用　　　　　　使用　　　　　　使用 い 。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）い。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）い 。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）い。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）い 。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）い。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）い。（ただし、屋外配管布設時はねじなし電線管を使用しない。）

溶 融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。溶融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。溶 融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。溶融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。溶 融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。溶融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。溶融亜鉛めっき電線管の接続は防水ねじなしカップリングとする。

屋上スラブ配管屋上スラブ配管屋上スラブ配管屋上スラブ配管屋上スラブ配管屋上スラブ配管屋上スラブ配管 屋 上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）屋上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）屋 上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）屋上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）屋 上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）屋上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）屋上スラブ内配管は、行わない。（天井のない部分は別途協議する。）

　　　　　その他　　　　　その他　　　　　その他　　　　　その他　　　　　その他　　　　　その他　　　　　その他 ス ラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。スラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。ス ラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。スラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。ス ラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。スラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。スラブ厚の1/4を超える外径の配管（ 31を超えるもの）は、打込みをさける。

盤 まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。盤まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。盤 まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。盤まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。盤 まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。盤まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。盤まわりの配管相互は、30mm以上離し整然と配列する。

合成樹脂可とう電線管合成樹脂可とう電線管合成樹脂可とう電線管合成樹脂可とう電線管合成樹脂可とう電線管合成樹脂可とう電線管合成樹脂可とう電線管 特 記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。特記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。特 記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。特記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。特 記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。特記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。特記なき場合は、ＰＦＳ（ＰＦ１重）とする。

・ 防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。・防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。・ 防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。・防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。・ 防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。・防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。・防火区画の貫通部の処理は、建築基準法令に適合する工法とする。防火区画の貫通処理防火区画の貫通処理防火区画の貫通処理防火区画の貫通処理防火区画の貫通処理防火区画の貫通処理防火区画の貫通処理

　及び予備配管施工　及び予備配管施工　及び予備配管施工　及び予備配管施工　及び予備配管施工　及び予備配管施工　及び予備配管施工 ・ 天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。・天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。・ 天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。・天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。・ 天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。・天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。・天井内の区画壁には、貫通する予備配管（31）を２本設置する。

・ ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）・ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）・ ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）・ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）・ ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）・ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）・ステンレス製　　　・樹脂製　　　・新金属　　　・その他（　　　　）プレートの材質プレートの材質プレートの材質プレートの材質プレートの材質プレートの材質プレートの材質

カバープレートのカバープレートのカバープレートのカバープレートのカバープレートのカバープレートのカバープレートの 動 力動力動 力動力動 力動力動力 電灯電灯電灯電灯電灯電灯電灯 電話電話電話電話電話電話電話 電気時計電気時計電気時計電気時計電気時計電気時計電気時計 インターホンインターホンインターホンインターホンインターホンインターホンインターホン○動○動○動○動○動○動○動 ○灯○灯○灯○灯○灯○灯○灯 ○Ｔ○Ｔ○Ｔ○Ｔ○Ｔ○Ｔ○Ｔ ○時○時○時○時○時○時○時 ○イ○イ○イ○イ○イ○イ○イ
　　　　　　表示　　　　　　表示　　　　　　表示　　　　　　表示　　　　　　表示　　　　　　表示　　　　　　表示 放 送放送放 送放送放 送放送放送 テレビ共聴テレビ共聴テレビ共聴テレビ共聴テレビ共聴テレビ共聴テレビ共聴 防犯防犯防犯防犯防犯防犯防犯 自火報自火報自火報自火報自火報自火報自火報 ＯＡＯＡＯＡＯＡＯＡＯＡＯＡ○放○放○放○放○放○放○放 ○TV○TV○TV○TV○TV○TV○TV ○警○警○警○警○警○警○警 ○火○火○火○火○火○火○火 ○OA○OA○OA○OA○OA○OA○OA

印 のシールを貼る。印のシールを貼る。印 のシールを貼る。印のシールを貼る。印 のシールを貼る。印のシールを貼る。印のシールを貼る。

構 造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構構造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構構 造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構構造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構構 造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構構造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構構造は完全防水型とし、蓋にゴムパッキンをはめ、４ヶ所をステンレスボルトで締付ける構ハンド ホールハンド ホールハンド ホールハンド ホールハンド ホールハンド ホールハンド ホール

造 とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。造とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。造 とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。造とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。造 とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。造とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。造とする。ハンドホール内の行先表示板はアクリルプレート掘り込み文字とする。

蓋 の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）蓋の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）蓋 の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）蓋の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）蓋 の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）蓋の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）蓋の記号表記（・鋳型流込み　　　・電力　　　・電気　　　・電話　　　・弱電）

既 設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。既設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。既 設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。既設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。既 設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。既設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。既設ハンドホールの作業時は清掃、水抜きを行う。

発 錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。発錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。発 錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。発錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。発 錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。発錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。発錆防止のため、コンクリート根巻きを行う。鋼管柱・外灯ポール鋼管柱・外灯ポール鋼管柱・外灯ポール鋼管柱・外灯ポール鋼管柱・外灯ポール鋼管柱・外灯ポール鋼管柱・外灯ポール

発生材の処理等発生材の処理等発生材の処理等発生材の処理等発生材の処理等発生材の処理等発生材の処理等 処 理等処理等処 理等処理等処 理等処理等処理等

・ 　発注者に引渡しを要するもの・　発注者に引渡しを要するもの・ 　発注者に引渡しを要するもの・　発注者に引渡しを要するもの・ 　発注者に引渡しを要するもの・　発注者に引渡しを要するもの・　発注者に引渡しを要するもの

　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　

・ 　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・ 　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・ 　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法・　特別管理型産業廃棄物の種類及び処理方法

・ 　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの・　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの・ 　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの・　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの・ 　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの・　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの・　工事現場において再利用及び再資源化を図るもの

　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　

　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　 　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　　　　・　現場説明書による　　・　　

※ 　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※ 　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※ 　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター※　建設副産物情報交換システム（ＣＯＢＲＩＳ）　　（財）日本建設情報総合センター

　 　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。　　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。　 　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。　　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。　 　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。　　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。　　変更が生じた場合は、速やかに当該システムにデータの登録を行うものとする。

工事着手前工事着手前工事着手前工事着手前工事着手前工事着手前工事着手前 工事完了時工事完了時工事完了時工事完了時工事完了時工事完了時工事完了時

搬 入搬 入搬 入搬 入搬 入搬 入搬 入 再生資源利用計画書再生資源利用計画書再生資源利用計画書再生資源利用計画書再生資源利用計画書再生資源利用計画書再生資源利用計画書 再生資源利用実施書再生資源利用実施書再生資源利用実施書再生資源利用実施書再生資源利用実施書再生資源利用実施書再生資源利用実施書

搬 出搬 出搬 出搬 出搬 出搬 出搬 出 再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書再生資源利用促進計画書 再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書再生資源利用促進実施書

　 ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。　ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。　 ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。　ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。　 ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。　ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。　ては、広島県産業廃棄物埋立税が課税される。

　 　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。　　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。　 　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。　　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。　 　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。　　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。　　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を含んでいる。

機器材料等機器材料等機器材料等機器材料等機器材料等機器材料等機器材料等

ま た、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってま た、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってま た、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によってまた、（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって

所 要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写所 要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写所 要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写

し を監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提しを監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提し を監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提しを監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提し を監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提しを監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提しを監督員に提出する。（電気標準仕様書による品質及び性能を有する証明となる資料の提

出 を省略することができる。）出を省略することができる。）出 を省略することができる。）出を省略することができる。）出 を省略することができる。）出を省略することができる。）出を省略することができる。）

工 事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。工事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。工 事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。工事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。工 事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。工事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。工事に使用する機器及び材料は、アスベストを含有しないものとする。

た だし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。た だし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。た だし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。ただし、同等以上とする場合は、監督員の承諾を受ける。

機 器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。機器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。機 器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。機器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。機 器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。機器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。機器材料の製造所、製品及び施工業者等は、特記されたもの又は同等以上とする。

総合試運転調整総合試運転調整総合試運転調整総合試運転調整総合試運転調整総合試運転調整総合試運転調整 ・ 　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）・　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）・ 　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）・　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）・ 　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）・　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）・　行う（適用箇所：　・　現場説明書による　　・　監督員の指示による）

技術検査技術検査技術検査技術検査技術検査技術検査技術検査 中 間技術検査中間技術検査中 間技術検査中間技術検査中 間技術検査中間技術検査中間技術検査

完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書完成時の提出図書 提 出図書提出図書提 出図書提出図書提 出図書提出図書提出図書

※ 　標準仕様書　１.７ .２による※　標準仕様書　１.７ .２による※ 　標準仕様書　１.７ .２による※　標準仕様書　１.７ .２による※ 　標準仕様書　１.７ .２による※　標準仕様書　１.７ .２による※　標準仕様書　１.７ .２による

　 　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　 　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　 　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）

　 　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部　 　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部　 　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部

※ 　竣工図※　竣工図※ 　竣工図※　竣工図※ 　竣工図※　竣工図※　竣工図

　 　速やかに次の図書を提出する　　速やかに次の図書を提出する　 　速やかに次の図書を提出する　　速やかに次の図書を提出する　 　速やかに次の図書を提出する　　速やかに次の図書を提出する　　速やかに次の図書を提出する

　 　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）　　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）　 　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）　　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）　 　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）　　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）　　（　※　完成図　　・　承諾図　　・　施工図　　）

　 　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部　　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部　 　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部　　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部　 　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部　　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部　　・Ａ３判を２つ折りにして製本　　（　　）部

保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料保全に関する資料

　 　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　 　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　 　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）　　　提出仕様（　・　紙ベース　　・　電子データ　　・　　　　　　　）

　 　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部　 　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部　 　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部　　　提出部数（　　）部

作 成等作成等作 成等作成等作 成等作成等作成等

種 類、記入内容等種類、記入内容等種 類、記入内容等種類、記入内容等種 類、記入内容等種類、記入内容等種類、記入内容等

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。8　予備品8　予備品8　予備品8　予備品8　予備品8　予備品8　予備品

・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah・ＨＳ型鉛蓄電 池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah・ＨＳ型鉛蓄電 池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・　　　蓄電池（　　）Ah7　蓄電池7　蓄電池7　蓄電池7　蓄電池7　蓄電池7　蓄電池7　蓄電池

（　　　　）kVA　（　　　　分補償）（　　　　）kVA　（　　　　分補償）（　　　　）kVA　（　　　　分補償）（　　　　）kVA　（　　　　分補償）（　　　　）kVA　（　　　　分補償）（　　　　）kVA　（　　　　分補償）（　　　　）kVA　（　　　　分補償）6　定格出力6　定格出力6　定格出力6　定格出力6　定格出力6　定格出力6　定格出力

・ 100V　　・100/200V　　・200V・ 100V　　・100/200V　　・200V・ 100V　　・100/200V　　・200V・ 100V　　・100/200V　　・200V・ 100V　　・100/200V　　・200V・ 100V　　・100/200V　　・200V・ 100V　　・100/200V　　・200V5　出力電圧5　出力電圧5　出力電圧5　出力電圧5　出力電圧5　出力電圧5　出力電圧

・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式・単相2線式  　・単相3線式 　・三相3線式4　出力電気方式4　出力電気方式4　出力電気方式4　出力電気方式4　出力電気方式4　出力電気方式4　出力電気方式

・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）3　用途3　用途3　用途3　用途3　用途3　用途3　用途

・簡易形・簡易形・簡易形・簡易形・簡易形・簡易形・簡易形

・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式・常時インバータ給電方式 　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式・常時インバータ給電方式 　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式・常時インバータ給電方式　　・ラインインタラクティブ方式　　・常時商用給電方式2　ＵＰＳ2　ＵＰＳ2　ＵＰＳ2　ＵＰＳ2　ＵＰＳ2　ＵＰＳ2　ＵＰＳ
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２２２２２２２ ・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。・電気標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数とする。9　予備品9　予備品9　予備品9　予備品9　予備品9　予備品9　予備品

・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。・別図受変電設備仕様（　　/　　図）による。8　仕様詳細8　仕様詳細8　仕様詳細8　仕様詳細8　仕様詳細8　仕様詳細8　仕様詳細

　参考：日本配電制御システム工業会規格　参考：日本配電制御システム工業会規格　参考：日本配電制御システム工業会規格　参考：日本配電制御システム工業会規格　参考：日本配電制御システム工業会規格　参考：日本配電制御システム工業会規格　参考：日本配電制御システム工業会規格

※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）※キュービクル内部温度が４０℃以内となるよう換気計算を行う。（周囲温度 t0：34.1℃）

・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）・換気扇（サーモ付）　・照明（　・扉連動スイッチ　・手動　）　　・（　　　　　　）7　盤内取付装置7　盤内取付装置7　盤内取付装置7　盤内取付装置7　盤内取付装置7　盤内取付装置7　盤内取付装置

・本工事　　・別途工事　　・なし・本工事　　・別途工事　　・なし・本工事　　・別途工事　　・なし・本工事　　・別途工事　　・なし・本工事　　・別途工事　　・なし・本工事　　・別途工事　　・なし・本工事　　・別途工事　　・なしデマンド監視装置デマンド監視装置デマンド監視装置デマンド監視装置デマンド監視装置デマンド監視装置デマンド監視装置6666666

・最大値残針付　　・警報接点付・最大値残針付　　・警報接点付・最大値残針付　　・警報接点付・最大値残針付　　・警報接点付・最大値残針付　　・警報接点付・最大値残針付　　・警報接点付・最大値残針付　　・警報接点付

・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）・機械式（広角度目盛）　　・電子式（最大需要電流計は電気式のみ）5　計器類5　計器類5　計器類5　計器類5　計器類5　計器類5　計器類

リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％リアクトル（警報接点付）　　・油入　　・モールド　　容量（　　　）％

進相コンデンサ（保護接点、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式進相コンデンサ（保護接点、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式進相コンデンサ（保護接点、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式進相コンデンサ（保護接点 、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式進相コンデンサ（保護接点、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式進相コンデンサ（保護接点 、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式進相コンデンサ（保護接点、放電装置付）　　・油入　　・モールド　　・ガス絶縁式

変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・油入　　・モールド変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・油入　　・モールド変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・油入　　・モールド変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・ 油入　　・モールド変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・油入　　・モールド変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・ 油入　　・モールド変圧器（自冷式、最大値残針付温度計）　　・油入　　・モールド4　機器類4　機器類4　機器類4　機器類4　機器類4　機器類4　機器類

・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）・ＰＦ－Ｓ　　・ＣＢ　　・（　　　　　）3　主遮断装置3　主遮断装置3　主遮断装置3　主遮断装置3　主遮断装置3　主遮断装置3　主遮断装置

・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤・キュービクル式配電盤（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　・開放型配電盤2　配電盤構造2　配電盤構造2　配電盤構造2　配電盤構造2　配電盤構造2　配電盤構造2　配電盤構造

受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA受電設備容量　　・動力（　　　　）kVA 　・電灯（　　　　） kVA

二次電圧　　・三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V二次電圧　　・三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V二次電圧　　・三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V二次電圧　　・ 三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V二次電圧　　・三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V二次電圧　　・ 三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V二次電圧　　・三相 3線式400V 　・三相 3線式200V 　・単相3線式100/200V
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１１１１１１１ 一次電圧　　三相3線式　6.6kV一次電圧　　三相3線式　6.6kV一次電圧　　三相3線式　6.6kV一次電圧　　三相3線式　6.6kV一次電圧　　三相3線式　6.6kV一次電圧　　三相3線式　6.6kV一次電圧　　三相3線式　6.6kV1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式受
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予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品

・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。・別図直流電源設備仕様（　　/　　図）による。4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細

・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah・リチウム二次電池（　　）Ah　　・＿＿＿蓄電池（　　）Ah

・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　・ＨＳ型鉛蓄電池（　　） Ah　・ＭＳＥ型鉛蓄電池（　　）Ah　3　蓄電池3　蓄電池3　蓄電池3　蓄電池3　蓄電池3　蓄電池3　蓄電池電
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・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源・非常照明器具用電源　　・受変電設備制御用電源　　・監視盤用電源2　用途2　用途2　用途2　用途2　用途2　用途2　用途
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１１１１１１１ ・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

特記なき場合は、LED照明器具とする。特記なき場合は、LED照明器具とする。特記なき場合は、LED照明器具とする。特記なき場合は、LED照明器具とする。特記なき場合は、LED照明器具とする。特記なき場合は、LED照明器具とする。特記なき場合は、LED照明器具とする。

36363636363636

35353535353535

34343434343434

33333333333333

三角コーン表示）三角コーン表示）三角コーン表示）三角コーン表示）三角コーン表示）三角コーン表示）三角コーン表示）

・JIS Z 9290-3:2019・JIS Z 9290-3:2019・JIS Z 9290-3:2019・JIS Z 9290-3:2019・JIS Z 9290-3:2019・JIS Z 9290-3:2019・JIS Z 9290-3:20196　適用規格6　適用規格6　適用規格6　適用規格6　適用規格6　適用規格6　適用規格

・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。・別図避雷設備仕様（　　 /　　図）による。5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細

・接地極埋設　試験用接続端子箱取付・接地極埋設　試験用接続端子箱取付・接地極埋設　試験用接続端子箱取付・接地極埋設　試験用接続端子箱取付・接地極埋設　試験用接続端子箱取付・接地極埋設　試験用接続端子箱取付・接地極埋設　試験用接続端子箱取付

　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）　（建築基礎完了時等、構造体の接地抵抗を測定し、測定表を監督員に提出する。）

・建築構造体利用・建築構造体利用・建築構造体利用・建築構造体利用・建築構造体利用・建築構造体利用・建築構造体利用4　接地極4　接地極4　接地極4　接地極4　接地極4　接地極4　接地極

・建築構造体利用　　・引下げ導体・建築構造体利用　　・引下げ導体・建築構造体利用　　・引下げ導体・建築構造体利用　　・引下げ導体・建築構造体利用　　・引下げ導体・建築構造体利用　　・引下げ導体・建築構造体利用　　・引下げ導体3　避雷導体3　避雷導体3　避雷導体3　避雷導体3　避雷導体3　避雷導体3　避雷導体

・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等・突針　　・棟上げ導体　　・金属製手すり（別途）等2　受雷部2　受雷部2　受雷部2　受雷部2　受雷部2　受雷部2　受雷部
雷
保
護
設
備

雷
保
護
設
備

雷
保
護
設
備

雷
保
護
設
備

雷
保
護
設
備

雷
保
護
設
備

雷
保
護
設
備

５５５５５５５ ・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設・配管　　・配線　　・受雷部取付　　・接地極埋設1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。「誘導灯器具及び避難誘導システム用装置技術基準（ JIL5502）」による。

・電池内蔵型　　　　・電源別置型・電池内蔵型　　　　・電源別置型・電池内蔵型　　　　・電源別置型・電池内蔵型　　　　・電源別置型・電池内蔵型　　　　・電源別置型・電池内蔵型　　　　・電源別置型・電池内蔵型　　　　・電源別置型

光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。光源はLED光源とし、「非常用照明器具技術基準（ JIL5501)」による。

5　予備品等5　予備品等5　予備品等5　予備品等5　予備品等5　予備品等5　予備品等

・一般照明　監督員と協議による。・一般照明　監督員と協議による。・一般照明　監督員と協議による。・一般照明　監督員と協議による。・一般照明　監督員と協議による。・一般照明　監督員と協議による。・一般照明　監督員と協議による。

・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）・非常照明　（　・測定（　　）個所　　・設置した各部屋　２ヶ所以上　）4　照度測定4　照度測定4　照度測定4　照度測定4　照度測定4　照度測定4　照度測定

3　誘導灯3　誘導灯3　誘導灯3　誘導灯3　誘導灯3　誘導灯3　誘導灯

2　非常照明2　非常照明2　非常照明2　非常照明2　非常照明2　非常照明2　非常照明

上記以外は特記による。上記以外は特記による。上記以外は特記による。上記以外は特記による。上記以外は特記による。上記以外は特記による。上記以外は特記による。

湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。湿気のある場所に設置する器具は全て接地する。
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４４４４４４４ 1　照明器具1　照明器具1　照明器具1　照明器具1　照明器具1　照明器具1　照明器具

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。
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コンセントのプレートは回路番号を表示する。コンセントのプレートは回路番号を表示する。コンセントのプレートは回路番号を表示する。コンセントのプレートは回路番号を表示する。コンセントのプレートは回路番号を表示する。コンセントのプレートは回路番号を表示する。コンセントのプレートは回路番号を表示する。

平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。平行型以外のコンセントはプラグ付きとする。

ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）ハイテンションアウトレットは次による。（・外部固定　　・上下動型　　・　　　　）

換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。換気扇及び天井扇は、パイロットランプ、ネーム付きとする。

４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。４連以上のスイッチは、ネーム付きとする。2　機器・器具類2　機器・器具類2　機器・器具類2　機器・器具類2　機器・器具類2　機器・器具類2　機器・器具類

・単相 3線式100/200V・単相 3線式100/200V・単相 3線式100/200V・単相 3線式100/200V・単相 3線式100/200V・単相 3線式100/200V・単相 3線式100/200V３３３３３３３ ・単相2線式 100V 　　・単相2線式200V 　　・直流2線式 100V・単相2線式 100V 　　・単相2線式200V 　　・直流2線式 100V・単相2線式 100V 　　・単相2線式200V 　　・直流2線式 100V・単相2線式 100V 　　・単 相2線式200V 　　・直流2線式 100V・単相2線式 100V 　　・単相2線式200V 　　・直流2線式 100V・単相2線式 100V 　　・単 相2線式200V 　　・直流2線式 100V・単相2線式 100V 　　・単相2線式200V 　　・直流2線式 100V1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式

・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。・ＰＳ内及び主要個所へは、幹線名称を表示する。

・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。・動力コンセント設置の場合はプラグ付とする。

・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事・電動機等への接続　　・本工事　　　・別途工事2　機器への接続等2　機器への接続等2　機器への接続等2　機器への接続等2　機器への接続等2　機器への接続等2　機器への接続等

分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V分岐　・三相3線式　 　　 V 　　・単相 2線式　　  　 V
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幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　幹線　・三相3線式　　  　 V 　　・単相 2線式　　　 V　　1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式２２２２２２２

・構内柱に所有者名を表示する。・構内柱に所有者名を表示する。・構内柱に所有者名を表示する。・構内柱に所有者名を表示する。・構内柱に所有者名を表示する。・構内柱に所有者名を表示する。・構内柱に所有者名を表示する。3　その他3　その他3　その他3　その他3　その他3　その他3　その他

　　　　　　支線（　・要　　　　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）　　　　　　支線（　・要　　　　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）　　　　　　支線（　・要　　　　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）　　　　　　支線（　・要　　　 　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）　　　　　　支線（　・要　　　　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）　　　　　　支線（　・要　　　 　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）　　　　　　支線（　・要　　　　・不要　）　支柱（　・要　　　　・不要）

・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）・架空配線　電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）

・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）・地中配線（・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他　　　　　　　　　　　　　　　　）2　施工方法2　施工方法2　施工方法2　施工方法2　施工方法2　施工方法2　施工方法

・単相2線式  　・100V　　　・200V・単相2線式  　・100V　　　・200V・単相2線式  　・100V　　　・200V・単相2線式  　・100V　　　・200V・単相2線式  　・100V　　　・200V・単相2線式  　・100V　　　・200V・単相2線式  　・100V　　　・200V

・単相3線式　　 100/200V・単相3線式　　 100/200V・単相3線式　　 100/200V・単相3線式　　 100/200V・単相3線式　　 100/200V・単相3線式　　 100/200V・単相3線式　　 100/200V
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１１１１１１１ ・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V・三相3線式  　・6.6kV　　  ・ 400V　　　・200V1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式1　電気方式

1111111 工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い工事現場仮囲い ・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼板仮囲い　　・その他（　　     　）

2222222 受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等受注者事務所等 ・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない

3333333 工 事 用 水工 事 用 水工 事 用 水工 事 用 水工 事 用 水工 事 用 水工 事 用 水 構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用 できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用 できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない

4444444 工 事 用 電 力工 事 用 電 力工 事 用 電 力工 事 用 電 力工 事 用 電 力工 事 用 電 力工 事 用 電 力 構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用 できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用 できる　・無償で利用できる　・利用できない構内既存の施設　　・有償で利用できる　・無償で利用できる　・利用できない

5555555 引渡しまでの光熱費引渡しまでの光熱費引渡しまでの光熱費引渡しまでの光熱費引渡しまでの光熱費引渡しまでの光熱費引渡しまでの光熱費 ・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの基本料金　　・受注者負担　　　　・別途

・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途・本引込みより引渡しまでの使用料金　　・受注者負担　　　　・別途
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２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。２）設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とする。

 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。 　　　中間階とは地階、１階を除く各階 で上層階に該当しないもの。 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。 　　　中間階とは地階、１階を除く各階 で上層階に該当しないもの。 　　　中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。

 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。 　　　１０～１２階建の場合は上層３、１３階建以上の場合は上層４階とする。

 　　　上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、 　　　上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、 　　　上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、 　　　上層階とは地 階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、 　　　上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、 　　　上層階とは地 階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、 　　　上層階とは地階を除く２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、
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色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。

屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。屋外部分の支持金物はステンレス製、又は溶融亜鉛めっき処理とし必要に応じ塗装する。

なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。なお取付、塗装後は、傷のつかないように十分養生する。

・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）・露出配管の塗装する部分（・居室廊下等　　・屋外　　・ＥＰＳ内　　・　　　　　）

各２回塗り以上各２回塗り以上各２回塗り以上各２回塗り以上各２回塗り以上各２回塗り以上各２回塗り以上さび止め・調合ペイントさび止め・調合ペイントさび止め・調合ペイントさび止め・調合ペイントさび止め・調合ペイントさび止め・調合ペイントさび止め・調合ペイント露出露出露出露出露出露出露出支 持 金 具支 持 金 具支 持 金 具支 持 金 具支 持 金 具支 持 金 具支 持 金 具

２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント露出露出露出露出露出露出露出配 管 類配 管 類配 管 類配 管 類配 管 類配 管 類配 管 類

２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上２回塗り以上調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント調合ペイント露出露出露出露出露出露出露出
位置ボックス類位置ボックス類位置ボックス類位置ボックス類位置ボックス類位置ボックス類位置ボックス類

１回塗り１回塗り１回塗り１回塗り１回塗り１回塗り１回塗り調合ペイント　絶縁ワニス調合ペイント　絶縁ワニス調合ペイント　絶縁ワニス調合ペイント　絶縁ワニス調合ペイント　絶縁ワニス調合ペイント　絶縁ワニス調合ペイント　絶縁ワニス内面内面内面内面内面内面内面

・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部・工事着手に先立ち、設計図面 （Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部・工事着手に先立ち、設計図面 （Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部・工事着手に先立ち、設計図面（Ａ　版縮小）製本を提出する。　　　（　　）部

事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）事前調査　  調査項目（本工事範囲において着工前に納まり等の調査を行う。）

（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）（原則として屋内取付はマンセル値2.5Y9/1、屋外取付は建物に合わせる。）

塗 装塗 装塗 装塗 装塗 装塗 装塗 装

そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他そ の 他

施工調査施工調査施工調査施工調査施工調査施工調査施工調査

分電盤・配電盤分電盤・配電盤分電盤・配電盤分電盤・配電盤分電盤・配電盤分電盤・配電盤分電盤・配電盤

色彩の決定 については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定 については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定 については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。色彩の決定については監督員の指示による。

分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入分電盤各回路の名称記入は刻印又はタイプ打ちとし、図面ホルダーを取付、回路図面を挿入

する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。する。配線用遮断器の遮断容量は、次の値以上とする。

主遮断器の遮断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場主遮断器の遮断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場主遮断器の遮断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場主遮断器の遮 断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場主遮断器の遮断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場主遮断器の遮 断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場主遮断器の遮断容量は5kA以上とし、分岐用遮断器は、主遮断器フレーム容量が 50AF以下の場

合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に合 2.5kA以上とし、50AFを超える場合は5kA以上とする。ただし、改修工事等の場合は特記に

よる。チャンネルベースに用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。よる。チャンネルベースに用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。よる。チャンネルベースに用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。よる。チャンネルベース に用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。よる。チャンネルベースに用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。よる。チャンネルベース に用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。よる。チャンネルベースに用いる鉄板厚は3.2mm以上とし、亜鉛めっき処理とする。

地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階地階・１階
０．４０．４０．４０．４０．４０．４０．４

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０ ０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０ １．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器

防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器

中間階中間階中間階中間階中間階中間階中間階
０．６０．６０．６０．６０．６０．６０．６

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器

防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器

一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設一般の施設

一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

１．０１．０１．０１．０１．０１．０１．０

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

特定 の施設特定の施設特定 の施設特定の施設特定 の施設特定の施設特定 の施設

一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器一般機器

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋屋上及び塔屋
上層階上層階上層階上層階上層階上層階上層階

・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス・Ａ重油　　・軽油　　・灯油　　・都市ガス　　　・液化石油ガス

建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には 次の条件を用いる。建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には次の条件を用いる。建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には 次の条件を用いる。建築基準法に基づき風圧荷重計算等の算定には次の条件を用いる。

登録　・　する　　　・　しない　登録　・　する　　　・　しない　登録　・　する　　　・　しない　登録　・　する　　　・　しない　登録　・　する　　　・　しない　登録　・　する　　　・　しない　登録　・　する　　　・　しない　

・ 　する　　　・　しない・　する　　　・　しない・ 　する　　　・　しない・　する　　　・　しない・ 　する　　　・　しない・　する　　　・　しない・　する　　　・　しない

工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。工事の施工に当たり、関係法令等に基づき、円滑な進行を図る。
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（１ .１ .４）（１.１ .４）（１.１ .４）（１.１ .４）（１.１ .４）（１.１ .４）（１.１ .４）

（１.１ .５）（１.１ .５）（１.１ .５）（１.１ .５）（１.１ .５）（１.１ .５）（１.１ .５）

（１.３ .３）（１.３ .３）（１.３ .３）（１.３ .３）（１.３ .３）（１.３ .３）（１.３ .３）

（１.３ .２）（１.３ .２）（１.３ .２）（１.３ .２）（１.３ .２）（１.３ .２）（１.３ .２）

（１.２ .４）（１.２ .４）（１.２ .４）（１.２ .４）（１.２ .４）（１.２ .４）（１.２ .４）

（１.２ .１）（１.２ .１）（１.２ .１）（１.２ .１）（１.２ .１）（１.２ .１）（１.２ .１）

（１.１ .14）（１.１ .14）（１.１ .14）（１.１ .14）（１.１ .14）（１.１ .14）（１.１ .14）

（１.１ .13）（１.１ .13）（１.１ .13）（１.１ .13）（１.１ .13）（１.１ .13）（１.１ .13）

の登録の登録の登録の登録の登録の登録の登録

監督員との協議による。監督員との協議による。監督員との協議による。監督員との協議による。監督員との協議による。監督員との協議による。監督員との協議による。

なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、なお、標準仕様書において『特記による』と記載されている事項において、特記仕様に記載がない場合は、

V er .2 51 2V er .2 51 2V er .2 51 2V er .2 51 2V er .2 51 2V er .2 51 2V er .2 51 2

設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度設計用標準水平震度

設 置  場  所設 置  場  所設 置  場  所設 置  場  所設 置  場  所設 置  場  所設 置  場  所 重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器重要機器機  器  種  別機  器  種  別機  器  種  別機  器  種  別機  器  種  別機  器  種  別機  器  種  別

１．５１．５１．５１．５１．５１．５１．５２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０２．０

機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器機　　　　器

防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器防振設置機器

・ 　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、・　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、・ 　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、・　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、・ 　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、・　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、・　日曜日及び祝日に作業を行わない。ただし、あらかじめ監督員の承諾を受けた場合は、

　　交通誘導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。　　 交通誘 導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。　　交通誘導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。　　 交通誘 導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。　　交通誘導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。　　 交通誘 導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。　　交通誘 導員の 配置については、実施伝票（原本）及び配置状況の分かる立会 写真の撮影を 行い監督員に 提出する。

　　（官公署手続 きは監督員の承諾後とする。）　　 （官公 署手続 きは監督員の承諾後とする。）　　（官公署手続 きは監督員の承諾後とする。）　　 （官公 署手続 きは監督員の承諾後とする。）　　（官公署手続 きは監督員の承諾後とする。）　　 （官公 署手続 きは監督員の承諾後とする。）　　（官公 署手続 きは監督員の承諾後とする。）

　　困難若しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。　　 困難若 しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。　　困難若しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。　　 困難若 しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。　　困難若しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。　　 困難若 しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。　　困難若 しくは 不都合が生じた場合は、監督員と協議する。

　　　設計図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが　　 　設計 図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが　　　設計図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが　　 　設計 図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが　　　設計図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが　　 　設計 図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが　　　設計 図書に 定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取り合い 等の関係で、 設計図書によ ることが

９　疑義に対する協議等９　疑義に対する協議 等９　疑義に対する協議等９　疑義に対する協議 等９　疑義に対する協議等９　疑義に対する協議 等９　疑義に対する協議 等

　　・引渡し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後　　 ・引渡 し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後　　・引渡し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後　　 ・引渡 し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年 後　　・引渡し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後　　 ・引渡 し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年 後　　・引渡 し後点 検（第２次点検）　引渡しの概ね２年後

　　・引渡し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後　　 ・引渡 し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後　　・引渡し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後　　 ・引渡 し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年 後　　・引渡し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後　　 ・引渡 し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年 後　　・引渡 し後点 検（第１次点検）　引渡しの概ね１年後

８　引渡し後点検８　引渡し後点検８　引渡し後点検８　引渡し後点検８　引渡し後点検８　引渡し後点検８　引渡し後点検

　　納入した機器 について保証書を提出する。　　 納入し た機器 について保証書を提出する。　　納入した機器 について保証書を提出する。　　 納入し た機器 について保証書を提出する。　　納入した機器 について保証書を提出する。　　 納入し た機器 について保証書を提出する。　　納入し た機器 について保証書を提出する。

７　保証書７　保証書７　保証書７　保証書７　保証書７　保証書７　保証書

　　提出した施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。　　 提出し た施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。　　提出した施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。　　提出し た施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。　　提出した施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。　　提出し た施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。　　提出し た施工 図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は、発 注者に移譲す るものとする 。

６　施工図及び施工計画書６　施工図及び施工計 画書６　施工図及び施工計画書６　施工図及び施工計 画書６　施工図及び施工計画書６　施工図及び施工計 画書６　施工図及び施工計 画書

　　※　施工体制 台帳の写しを提出する。　　 ※　施 工体制 台帳の写しを提出する。　　※　施工体制 台帳の写しを提出する。　　 ※　施 工体制 台帳の写しを提出する。　　※　施工体制 台帳の写しを提出する。　　 ※　施 工体制 台帳の写しを提出する。　　※　施 工体制 台帳の写しを提出する。

５　施工管理５　施工管理５　施工管理５　施工管理５　施工管理５　施工管理５　施工管理

　　・　別契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。　　 ・　別 契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。　　・　別契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。　　 ・　別 契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。　　・　別契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。　　 ・　別 契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。　　・　別 契約の 関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行う 。

　　・　別契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。　　 ・　別 契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。　　・　別契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。　　 ・　別 契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。　　・　別契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。　　 ・　別 契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。　　・　別 契約の 関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

　　・　施工範囲 は「工事区分表」による。　　 ・　施 工範囲 は「工事区分表」による。　　・　施工範囲 は「工事区分表」による。　　 ・　施 工範囲 は「工事区分表」による。　　・　施工範囲 は「工事区分表」による。　　 ・　施 工範囲 は「工事区分表」による。　　・　施 工範囲 は「工事区分表」による。

４　別契約の関連工事との調 整等４　別契約の関連工事 との調 整等４　別契約の関連工事との調 整等４　別契約の関連工事 との調 整等４　別契約の関連工事との調 整等４　別契約の関連工事 との調 整等４　別契約の関連工事 との調 整等

　名札を着用する 。　名 札を着 用する 。　名札を着用する 。　名 札を着 用する 。　名札を着用する 。　名 札を着 用する 。　名札を着 用する 。

　　現場代理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った　　 現場代 理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った　　現場代理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った　　 現場代 理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った　　現場代理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った　　 現場代 理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った　　現場代 理人及 び監理（主任）技術者は、工事現場内において工事名、工期、 写真、所属会 社名及び証明 印の入った

３　監理（主任）技術者３　監理（主任）技術 者３　監理（主任）技術者３　監理（主任）技術 者３　監理（主任）技術者３　監理（主任）技術 者３　監理（主任）技術 者

　　本工事は、交 通誘導員として　  　  人を見込んでいる。　　 本工事 は、交 通誘導員として　  　  人を見込んでいる。　　本工事は、交 通誘導員として　  　  人を見込んでいる。　　 本工事 は、交 通誘導員として　  　  人を見込 んでいる。　　本工事は、交 通誘導員として　  　  人を見込んでいる。　　 本工事 は、交 通誘導員として　  　  人を見込 んでいる。　　本工事 は、交 通誘導員として　  　  人を見込んでいる。

２　施工中の安全確保２　施工中の安全確保２　施工中の安全確保２　施工中の安全確保２　施工中の安全確保２　施工中の安全確保２　施工中の安全確保

　　受注者は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。　　 受注者 は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。　　受注者は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。　　 受注者 は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。　　受注者は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。　　 受注者 は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。　　受注者 は、発 注者が行うとされている関係官公署への必要な手続きを代行す る。

１　官公署の手続き１　官公署の手続き１　官公署の手続き１　官公署の手続き１　官公署の手続き１　官公署の手続き１　官公署の手続き

　本工事の工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。　本 工事の 工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。　本工事の工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。　本 工事の 工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。　本工事の工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。　本 工事の 工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。　本工事の 工期は 、建築工事・機械設備工事の工期及び工事検査期間として14日 を含んでいる 。

　本工事は、法定 外の労災保険を含んでいる。　本 工事は 、法定 外の労災保険を含んでいる。　本工事は、法定 外の労災保険を含んでいる。　本 工事は 、法定 外の労災保険を含んでいる。　本工事は、法定 外の労災保険を含んでいる。　本 工事は 、法定 外の労災保険を含んでいる。　本工事は 、法定 外の労災保険を含んでいる。

※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない※期間には、土曜日、日曜日、祝日、年末年始の閉庁日は含まない

※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）※変更登録　工期、技術者等に変更が生じた場合に行う（請負代金のみ変更の場合、登録不要）

契約後10日以内契 約後10日以内契約後10日以内契 約後10日以内契約後10日以内契 約後10日以内契 約後10日以内 変更契約後 10日以内変更契約後 10日以内変更契約後 10日以内変更契約後 10日以内変更契約後 10日以内変更契約後 10日以内変更契約後 10日以内500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上500万円以上 工事完成後 10日以内工事完成後 10日以内工事完成後 10日以内工事完成後 10日以内工事完成後 10日以内工事完成後 10日以内工事完成後 10日以内

登録内容の変 更時登録内容の変 更時登録内容の変 更時登録内容の変 更時登録内容の変 更時登録内容の変 更時登録内容の変 更時工事受注時工事受注時工事受注時工事受注時工事受注時工事受注時工事受注時請負金額請負金額請負金額請負金額請負金額請負金額請負金額 工事完成時工事完成時工事完成時工事完成時工事完成時工事完成時工事完成時システム（CORINS）システム（CORINS）システム（CORINS）システム（CORINS）システム（CORINS）システム（CORINS）システム（CORINS）

工事実績情報工事実績情報工事実績情報工事実績情報工事実績情報工事実績情報工事実績情報

・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（令和四年版）

・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修・建設工事公衆災害防止対策要綱(建築工事等編)建設経済局建設業課・住宅局建築指導課監修

・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達・建築工事安全施工技術指針　　　　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

・建築基準法、消防法、その他関係法令・建築基準法、消防法、その他関係法令・建築基準法、消防法、その他関係法令・建築基準法、消防法、その他関係法令・建築基準法、消防法、その他関係法令・建築基準法、消防法、その他関係法令・建築基準法、消防法、その他関係法令

　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。　図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等適用基準等

特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項特　　　記　　　事　　　項項    目項     目項     目項     目項     目項     目項     目章章章章章章章

制御内容（　・防火戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用　）制御内容（　・防火戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用 　）制御内容（　・防火戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用　）制御内容（　・防火 戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用 　）制御内容（　・防火戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用　）制御内容（　・防火 戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用 　）制御内容（　・防火戸用　　・防火ダンパ用　　・防火シャッター用　　・防煙垂れ壁用　）

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。6　予備品6　予備品6　予備品6　予備品6　予備品6　予備品6　予備品

・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。・別図中央監視制御設備仕様（　　/　　図）による。5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細5　仕様詳細

・製造者の標準とする。・製造者の標準とする。・製造者の標準とする。・製造者の標準とする。・製造者の標準とする。・製造者の標準とする。・製造者の標準とする。交流無停電電源装置交流無停電電源装置交流無停電電源装置交流無停電電源装置交流無停電電源装置交流無停電電源装置交流無停電電源装置4444444

・記録装置　　（　　　　　　　　　　）・記録装置　　（　　　　　　　　　　）・記録装置　　（　　　　　　　　　　）・記録装置　　（　　　　　　　　　　）・記録装置　　（　　　　　　　　　　）・記録装置　　（　　　　　　　　　　）・記録装置　　（　　　　　　　　　　）

・信号処理装置（　　　　　　　　　　）・信号処理装置（　　　　　　　　　　）・信号処理装置（　　　　　　　　　　）・信号処理装置（　　　　　　　　　　）・信号処理装置（　　　　　　　　　　）・信号処理装置（　　　　　　　　　　）・信号処理装置（　　　　　　　　　　）

・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）・監視操作装置（　・グラフィックパネル　・液晶ディスプレイ（汎用ＰＣ）　）3　監視制御方式3　監視制御方式3　監視制御方式3　監視制御方式3　監視制御方式3　監視制御方式3　監視制御方式

・警報盤　　　　　・監視制御装置・警報盤　　　　　・監視制御装置・警報盤　　　　　・監視制御装置・警報盤　　　　　・監視制御装置・警報盤　　　　　・監視制御装置・警報盤　　　　　・監視制御装置・警報盤　　　　　・監視制御装置2　監視方式2　監視方式2　監視方式2　監視方式2　監視方式2　監視方式2　監視方式
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１１１１１１１ ・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲
中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

中
央
監
視
制
御
設
備
工
事

・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付2　工事範囲2　工事範囲2　工事範囲2　工事範囲2　工事範囲2　工事範囲2　工事範囲

・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。・別図入退室管理設備仕様（　　 /　　図）による。
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・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。・別図防犯設備仕様（　　 /　　図）による。11111111111111 1　仕様詳細1　仕様詳細1　仕様詳細1　仕様詳細1　仕様詳細1　仕様詳細1　仕様詳細

　　　　　　設備　　　　　　設備　　　　　　設備　　　　　　設備　　　　　　設備　　　　　　設備　　　　　　設備

・遮断弁制御器（　　）台・遮断弁制御器（　　）台・遮断弁制御器（　　）台・遮断弁制御器（　　）台・遮断弁制御器（　　）台・遮断弁制御器（　　）台・遮断弁制御器（　　）台7　LPガス漏れ遮断7　LPガス漏れ遮断7　LPガス漏れ遮断7　LPガス漏れ遮断7　LPガス漏れ遮断7　LPガス漏れ遮断7　LPガス漏れ遮断

・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市ガス用　）・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市ガス用　）・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市ガス用　）・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市 ガス用　）・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市ガス用　）・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市 ガス用　）・受信機（　　）回線（　・ＬＰガス用　　・都市ガス用　）6　ガス漏れ警報装置6　ガス漏れ警報装置6　ガス漏れ警報装置6　ガス漏れ警報装置6　ガス漏れ警報装置6　ガス漏れ警報装置6　ガス漏れ警報装置

・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　・非常通報設備　　・漏電火災警報設備　　・　5　その他消防設備5　その他消防設備5　その他消防設備5　その他消防設備5　その他消防設備5　その他消防設備5　その他消防設備

・一体型　　・複合装置型・一体型　　・複合装置型・一体型　　・複合装置型・一体型　　・複合装置型・一体型　　・複合装置型・一体型　　・複合装置型・一体型　　・複合装置型4　非常警報装置4　非常警報装置4　非常警報装置4　非常警報装置4　非常警報装置4　非常警報装置4　非常警報装置

連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））連動制御器（　　）回線（遠方復帰機構（　　）回線（　　　　　　　））3　連動操作装置3　連動操作装置3　連動操作装置3　連動操作装置3　連動操作装置3　連動操作装置3　連動操作装置

表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとする。（Ｒ型は除く）表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとする。（Ｒ型は除く）表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとする。（Ｒ型は除く）表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとす る。（Ｒ型は除く）表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとする。（Ｒ型は除く）表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとす る。（Ｒ型は除く）表示警戒区域銘板は白地黒文字エッチングとする。（Ｒ型は除く）

警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）警報区域一覧図（　・アクリルエッチング　　・カラーコピー　　・　　　　　）

送受話器（　　）台送受話器（　　）台送受話器（　　）台送受話器（　　）台送受話器（　　）台送受話器（　　）台送受話器（　　）台

連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）連動（　・非常放送　　・消火栓　　・誘導灯　　・電気錠　　・光警報　　・　　　）　　 　連動設備　　 　連動設備　　 　連動設備　　 　連動設備　　 　連動設備　　 　連動設備　　 　連動設備

機能（　・蓄積式　　・住戸型　）機能（　・蓄積式　　・住戸型　）機能（　・蓄積式　　・住戸型　）機能（　・蓄積式　　・住戸型　）機能（　・蓄積式　　・住戸型　）機能（　・蓄積式　　・住戸型　）機能（　・蓄積式　　・住戸型　）

火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線火災報知設備受信機（　　）型（　　）級（　　）回線　・副受信機（　　）回線　　　 　受信機　　　 　受信機　　　 　受信機　　　 　受信機　　　 　受信機　　　 　受信機　　　 　受信機

・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式・単独型　　・複合型　　・自立型　　・壁掛式2　火災報知設備2　火災報知設備2　火災報知設備2　火災報知設備2　火災報知設備2　火災報知設備2　火災報知設備
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10101010101010 ・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録・配管　　・配線　　・機器等取付　　・音声合成登録1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。4　予備品4　予備品4　予備品4　予備品4　予備品4　予備品4　予備品

・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。・別図駐車場管制装置仕様（　　 /　　図）による。3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細

・光電式　　・ループコイル式・光電式　　・ループコイル式・光電式　　・ループコイル式・光電式　　・ループコイル式・光電式　　・ループコイル式・光電式　　・ループコイル式・光電式　　・ループコイル式2　検知器2　検知器2　検知器2　検知器2　検知器2　検知器2　検知器
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９９９９９９９ ・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。3　予備品3　予備品3　予備品3　予備品3　予備品3　予備品3　予備品

・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。・別図監視カメラ設備仕様（　　 /　　図）による。2　仕様詳細2　仕様詳細2　仕様詳細2　仕様詳細2　仕様詳細2　仕様詳細2　仕様詳細設
備

設
備
設
備
設
備

設
備
設
備
設
備

監
視
カ
メ
ラ

監
視
カ
メ
ラ

監
視
カ
メ
ラ

監
視
カ
メ
ラ

監
視
カ
メ
ラ

監
視
カ
メ
ラ

監
視
カ
メ
ラ

・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲８８８８８８８

（増幅器、分配器、テレビ端子等）（増幅器、分配器、テレビ端子等）（増幅器、分配器、テレビ端子等）（増幅器、分配器、テレビ端子等）（増幅器、分配器、テレビ端子等）（増幅器、分配器、テレビ端子等）（増幅器、分配器、テレビ端子等）

・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。・ 4K、 8K対応機器（周波数帯域3,224MHzに対応した機器）を使用する。

を附属する。を附属する。を附属する。を附属する。を附属する。を附属する。を附属する。

分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ分岐器、分配器、直列ユニット等はＵ・ＢＳ共用型とし、直列ユニットには75Ωのプラグ7　その他7　その他7　その他7　その他7　その他7　その他7　その他

・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。・別図テレビ共聴設備仕様（　　 /　　図）による。6　機器仕様詳細6　機器仕様詳細6　機器仕様詳細6　機器仕様詳細6　機器仕様詳細6　機器仕様詳細6　機器仕様詳細

・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要・要（・受信レベル　・ＢＥＲ　・ＭＥＲ）　　・不要5　電界強度測定5　電界強度測定5　電界強度測定5　電界強度測定5　電界強度測定5　電界強度測定5　電界強度測定

・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）・Ｕ（　　dB）　　・ＢＳ（　　 dB）4　増幅器4　増幅器4　増幅器4　増幅器4　増幅器4　増幅器4　増幅器

・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ・ＵＨＦ　　・ＢＳ　　・ＣＳ　　・ＣＡＴＶ3　受信波3　受信波3　受信波3　受信波3　受信波3　受信波3　受信波

・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品・一般用　　・共聴用　　・ＢＬ優良住宅部品　　・ＮＨＫ仕様適合品2　機器類2　機器類2　機器類2　機器類2　機器類2　機器類2　機器類
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・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲７７７７７７７

・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。・別図インターホン設備仕様（　　/　　図）による。5　機器仕様詳細5　機器仕様詳細5　機器仕様詳細5　機器仕様詳細5　機器仕様詳細5　機器仕様詳細5　機器仕様詳細

・同時通話式　　・交互通話式・同時通話式　　・交互通話式・同時通話式　　・交互通話式・同時通話式　　・交互通話式・同時通話式　　・交互通話式・同時通話式　　・交互通話式・同時通話式　　・交互通話式4　通話方式4　通話方式4　通話方式4　通話方式4　通話方式4　通話方式4　通話方式

・テレビ（　・有　　・無　）・テレビ（　・有　　・無　）・テレビ（　・有　　・無　）・テレビ（　・有　　・無　）・テレビ（　・有　　・無　）・テレビ（　・有　　・無　）・テレビ（　・有　　・無　）

・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式・親子式　　・相互式　　・住戸用自火報式3　型式3　型式3　型式3　型式3　型式3　型式3　型式

・ AC100V　　・乾電池・ AC100V　　・乾電池・ AC100V　　・乾電池・ AC100V　　・乾電池・ AC100V　　・乾電池・ AC100V　　・乾電池・ AC100V　　・乾電池2　電源2　電源2　電源2　電源2　電源2　電源2　電源
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・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲６６６６６６６

・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。・別図誘導支援設備仕様（　　/　　図）による。3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細3　仕様詳細

・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　　 ・トイ レ呼出 装置　 　・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　　 ・トイ レ呼出 装置　 　・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　　 ・トイ レ呼出 装置　 　・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　 　 ・トイ レ呼出 装置　 　・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　　 ・トイ レ呼出 装置　 　・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　 　 ・トイ レ呼出 装置　 　・ 音声誘 導　 　  ・身 障者用 インタ ーホ ン　　 ・トイ レ呼出 装置　 　2　誘導支援装置2　誘導支援装置2　誘導支援装置2　誘導支援装置2　誘導支援装置2　誘導支援装置2　誘導支援装置誘
導
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・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲５５５５５５５

・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。・別図拡声設備仕様（　　 /　　図）による。4　機器仕様詳細4　機器仕様詳細4　機器仕様詳細4　機器仕様詳細4　機器仕様詳細4　機器仕様詳細4　機器仕様詳細

・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W・壁掛型　　　　W 　・天井型　　　　 W 　・屋外ホーン型　　　　W 　・　　　　　W3　スピーカ3　スピーカ3　スピーカ3　スピーカ3　スピーカ3　スピーカ3　スピーカ

・卓上型　　・壁掛型　　・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）・卓上型　　・壁掛型　　・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）・卓上型　　・壁掛型　　・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）・卓上型　　・壁掛型　　 ・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）・卓上型　　・壁掛型　　・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）・卓上型　　・壁掛型　　 ・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）・卓上型　　・壁掛型　　・ラック収容型　　・デスク型（　・片袖型　・両袖型　）

・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W・非常放送　　局　　　W （　・専用　・業務用兼用　）　　・一般放送　　局　　　W2　増幅器2　増幅器2　増幅器2　増幅器2　増幅器2　増幅器2　増幅器
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４４４４４４４ ・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品5　予備品

・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。・別図情報表示設備仕様（　　/　　図）による。4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細4　仕様詳細

　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式　・発光ダイオード式　　・マグネットユニット式　　・プラズマ式　　・液晶式

表示盤表示盤表示盤表示盤表示盤表示盤表示盤3　表示装置3　表示装置3　表示装置3　表示装置3　表示装置3　表示装置3　表示装置

　・壁掛式　　　・壁埋込式　・壁掛式　　　・壁埋込式　・壁掛式　　　・壁埋込式　・壁掛式　　　・壁埋込式　・壁掛式　　　・壁埋込式　・壁掛式　　　・壁埋込式　・壁掛式　　　・壁埋込式

子時計子時計子時計子時計子時計子時計子時計

　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回線　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回 線　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回線　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回 線　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回線　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回 線　・壁掛型（　）回線　　・キャビネット収容型（　）回線　　・（　　　　）（　）回線

親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）親時計（　・水晶式（時刻規正機構付）　　・　　　　　　　）2　電気時計2　電気時計2　電気時計2　電気時計2　電気時計2　電気時計2　電気時計
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３３３３３３３ ・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付・配管　　・配線　　・機器等取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。・別図電話設備仕様（　　 /　　図）による。3　機器仕様詳細3　機器仕様詳細3　機器仕様詳細3　機器仕様詳細3　機器仕様詳細3　機器仕様詳細3　機器仕様詳細

・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）・ノズルプレート　　・モジュラー（　・2P　　・ 4P　　・　　 P　）2　アウトレット2　アウトレット2　アウトレット2　アウトレット2　アウトレット2　アウトレット2　アウトレット

・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）・機器取付（　・端子盤　・交換機　・電話機　）
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２２２２２２２ ・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）・配管　　・配線　　（　・端子盤間ケーブル　　・電話機用ケーブル　）1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

支線（　・要　　　・不要　）支線（　・要　　　・不要　）支線（　・要　　　・不要　）支線（　・要　　　・不要　）支線（　・要　　　・不要　）支線（　・要　　　・不要　）支線（　・要　　　・不要　）

電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）電柱（　・遠心力鉄筋コンクリート柱　・鋼管柱　　・　　　　　　　　）2　架空配線2　架空配線2　架空配線2　架空配線2　架空配線2　架空配線2　架空配線
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・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）・ＦＥＰ　　・ＨＩＶＥ　　・その他（　　　　　　　　）1　地中配線1　地中配線1　地中配線1　地中配線1　地中配線1　地中配線1　地中配線１１１１１１１

仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。仕様詳細は別図発電設備仕様（　　/　　図）による。

地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）地震用途係数I： 1.25（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.5）

地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）地震地域係数Z： 1.0（ 1.0～ 0.7）

地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）地上垂直積雪量 ZS：0.3m（福山地区）

地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場合の数値）地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場合の数値）地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場合の数値）地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場 合の数値）地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場合の数値）地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場 合の数値）地表面粗度区分：I（極めて平坦で障害物がない場合の数値）

風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）風圧用途係数I： 1.16（通常1.0極めて重要な太陽光発電1.32）その他の係数はその他の係数はその他の係数はその他の係数はその他の係数はその他の係数はその他の係数は太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

設計用基準風速　V0： 32m/s設計用基準風速　V0： 32m/s設計用基準風速　V0： 32m/s設計用基準風速　V0： 32m/s設計用基準風速　V0： 32m/s設計用基準風速　V0： 32m/s設計用基準風速　V0： 32m/s
２２２２２２２

予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。予備品は製造者の標準品一式とする。12　予備品12　予備品12　予備品12　予備品12　予備品12　予備品12　予備品

・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。・別図発電設備仕様（　　 /　　図）による。11　仕様詳細11　仕様詳細11　仕様詳細11　仕様詳細11　仕様詳細11　仕様詳細11　仕様詳細

10　燃料10　燃料10　燃料10　燃料10　燃料10　燃料10　燃料

・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事・本工事（　・コンクリート製　　・鋼鈑製　）　　・別途工事9　防油堤9　防油堤9　防油堤9　防油堤9　防油堤9　防油堤9　防油堤

・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形・キュービクル形（　・屋外型ＳＵＳ屋根　・屋内型　）　　・オープン形8　構造8　構造8　構造8　構造8　構造8　構造8　構造

・電気始動方式　　・空気始動方式・電気始動方式　　・空気始動方式・電気始動方式　　・空気始動方式・電気始動方式　　・空気始動方式・電気始動方式　　・空気始動方式・電気始動方式　　・空気始動方式・電気始動方式　　・空気始動方式7　始動方式7　始動方式7　始動方式7　始動方式7　始動方式7　始動方式7　始動方式

（　　　　） kW以上（　　　　） kW以上（　　　　） kW以上（　　　　） kW以上（　　　　） kW以上（　　　　） kW以上（　　　　） kW以上6　原動機出力6　原動機出力6　原動機出力6　原動機出力6　原動機出力6　原動機出力6　原動機出力

・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上・発電能力（　　　　）kVA以上　　・排熱回収（　　　　） kcal以上5　機器能力5　機器能力5　機器能力5　機器能力5　機器能力5　機器能力5　機器能力

・ 6.6kV　　・105V　・ 210V・ 6.6kV　　・105V　・ 210V・ 6.6kV　　・105V　・ 210V・ 6.6kV　　・105V　・ 210V・ 6.6kV　　・105V　・ 210V・ 6.6kV　　・105V　・ 210V・ 6.6kV　　・105V　・ 210V4　出力電圧4　出力電圧4　出力電圧4　出力電圧4　出力電圧4　出力電圧4　出力電圧

・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式・単相2線式　　・単相 3線式　　・三相 3線式3　出力電気方式3　出力電気方式3　出力電気方式3　出力電気方式3　出力電気方式3　出力電気方式3　出力電気方式

・燃料電池　　・コージェネレーション　　・風力　　・（　　　　　）・燃料電池　　・コージェネレーション　　・風力　　・（　　　　　）・燃料電池　　・コージェネレーション　　・風力　　・（　　　　　）・燃料電池　　・コージェネレーション 　　・風力　　・（　　　　　）・燃料電池　　・コージェネレーション　　・風力　　・（　　　　　）・燃料電池　　・コージェネレーション 　　・風力　　・（　　　　　）・燃料電池　　・コージェネレーション　　・風力　　・（　　　　　）発
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・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン・ディーゼル　　・ガスエンジン　　・ガスタービン　　・マイクロガスタービン2　発電方式2　発電方式2　発電方式2　発電方式2　発電方式2　発電方式2　発電方式
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１１１１１１１ ・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付・配管　　・配線　　・機器取付1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲1　工事範囲

※　契約締結後　　日以内に 実施工 程表を提出するものとする。※　契約締結後　　日 以内に 実施工 程表を提出するものとする。※　契約締結後　　日以内に 実施工 程表を提出するものとする。※　契約締結後　　日 以内に 実施工 程表を提出するものとする。※　契約締結後　　日以内に 実施工 程表を提出するものとする。※　契約締結後　　日 以内に 実施工 程表を提出するものとする。※　契約締結後　　日 以内に 実施工 程表を提出するものとする。

２　建築工事及び機械設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。２　建築工事及び機械 設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。２　建築工事及び機械設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。２　建築工事及び機械 設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。２　建築工事及び機械設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。２　建築工事及び機械 設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。２　建築工事及び機械 設備工 事を本 工事に含む場合は、建築工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

Ⅲ　福山市電 気設備 工事仕様Ⅲ　福山市電 気設備工事仕様Ⅲ　福山市電 気設備 工事仕様Ⅲ　福山市電 気設備工事仕様Ⅲ　福山市電 気設備 工事仕様Ⅲ　福山市電 気設備工事仕様Ⅲ　福山市電 気設備 工事仕様

・印と※ の付いた場合は、共に適用する。・ 印と※ の付いた場合は、共に適用する。・印と※ の付いた場合は、共に適用する。・ 印と※ の付いた場合は、共に適用する。・印と※ の付いた場合は、共に適用する。・ 印と※ の付いた場合は、共に適用する。・ 印と※ の付いた場合は、共に適用する。

・印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。・ 印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。・印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。・ 印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。・印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。・ 印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。・ 印の付 かないものは、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、 ・印の 付いた ものを適用する。（２）特記事項は、 ・印の付いたものを適用する。（２）特記事項は、 ・印の 付いた ものを適用する。（２）特記事項は、 ・印の付いたものを適用する。（２）特記事項は、 ・印の 付いた ものを適用する。（２）特記事項は、 ・印の付いたものを適用する。（２）特記事項は、 ・印の 付いたものを適用する。

（１）項目は、・印 の付い たもの を適用する。（１）項目は、・印 の付いたものを適用する。（１）項目は、・印 の付い たもの を適用する。（１）項目は、・印 の付いたものを適用する。（１）項目は、・印 の付い たもの を適用する。（１）項目は、・印 の付いたものを適用する。（１）項目は、・印 の付い たものを適用する。

３　特記仕様書の適用は次に よる。３　特記仕様書の適用 は次に よる。３　特記仕様書の適用は次に よる。３　特記仕様書の適用 は次に よる。３　特記仕様書の適用は次に よる。３　特記仕様書の適用 は次に よる。３　特記仕様書の適用 は次に よる。

　なお、建築工事の特記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。　なお、建築工事の特 記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。　なお、建築工事の特記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。　なお、建築工事の特 記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。　なお、建築工事の特記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。　なお、建築工事の特 記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。　なお、建築工事の特 記仕様 書は（ 　　　／　　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　　／　　　）図による。

　改修工事の場合は同営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。　改修工事の場合は同 営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。　改修工事の場合は同営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。　改修工事の場合は同 営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。　改修工事の場合は同営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。　改修工事の場合は同 営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。　改修工事の場合は同 営繕部 監修　 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和７年版による。

１　図面及び特記仕様書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線１　図面及び特記仕様 書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線１　図面及び特記仕様書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線１　図面及び特記仕様 書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線１　図面及び特記仕様書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線１　図面及び特記仕様 書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線１　図面及び特記仕様 書に記 載され ていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の電気設備技術基準、内線

Ⅱ　工事仕様Ⅱ　工事仕様Ⅱ　工事仕様Ⅱ　工事仕様Ⅱ　工事仕様Ⅱ　工事仕様Ⅱ　工事仕様

６　建築基準法施行規則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）６　建築基準法施行規 則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）６　建築基準法施行規則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）６　建築基準法施行規 則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）６　建築基準法施行規則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）６　建築基準法施行規 則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）６　建築基準法施行規 則に定 める主 要用途区分               （　　　　　）

５　消防法に基づく防火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）５　消防法に基づく防 火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）５　消防法に基づく防火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）５　消防法に基づく防 火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）５　消防法に基づく防火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）５　消防法に基づく防 火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）５　消防法に基づく防 火対象 物　　 　消防法施行令別表一　　（　）項（　）

太陽光発電設備 工事太陽光発電設備 工事太陽光発電設備 工事太陽光発電設備 工事太陽光発電設備 工事太陽光発電設備 工事太陽光発電設備 工事2222222

発電設備工事（ 太陽光 発電設 備工事を除く）発電設備工事（ 太陽光発電設備工事を除く）発電設備工事（ 太陽光 発電設 備工事を除く）発電設備工事（ 太陽光発電設備工事を除く）発電設備工事（ 太陽光 発電設 備工事を除く）発電設備工事（ 太陽光発電設備工事を除く）発電設備工事（ 太陽光 発電設備工事を除く）1111111

　発電設備工事　発電設備工事　発電設備工事　発電設備工事　発電設備工事　発電設備工事　発電設備工事 監視制御設備工事監視制御設備工事監視制御設備工事監視制御設備工事監視制御設備工事監視制御設備工事監視制御設備工事1111111

　中央監視制御設備工事　中央監視制御設備工事　中央監視制御設備工事　中央監視制御設備工事　中央監視制御設備工事　中央監視制御設備工事　中央監視制御設備工事

交流無停電電源 装置設 備工事交流無停電電源 装置設備工事交流無停電電源 装置設 備工事交流無停電電源 装置設備工事交流無停電電源 装置設 備工事交流無停電電源 装置設備工事交流無停電電源 装置設 備工事2222222

直流電源装置設 備工事直流電源装置設 備工事直流電源装置設 備工事直流電源装置設 備工事直流電源装置設 備工事直流電源装置設 備工事直流電源装置設 備工事1111111 11111111111111 防犯・入退室管理設備工事防犯・入退室管理設備工事防犯・入退室管理設備工事防犯・入退室管理設備工事防犯・入退室管理設備工事防犯・入退室管理設備工事防犯・入退室管理設備工事

　電力貯蔵設備工事　電力貯蔵設備工事　電力貯蔵設備工事　電力貯蔵設備工事　電力貯蔵設備工事　電力貯蔵設備工事　電力貯蔵設備工事 10101010101010 自動火災報知設備工事自動火災報知設備工事自動火災報知設備工事自動火災報知設備工事自動火災報知設備工事自動火災報知設備工事自動火災報知設備工事

駐車場管制設備工事駐車場管制設備工事駐車場管制設備工事駐車場管制設備工事駐車場管制設備工事駐車場管制設備工事駐車場管制設備工事9999999

監視カメラ設備工事監視カメラ設備工事監視カメラ設備工事監視カメラ設備工事監視カメラ設備工事監視カメラ設備工事監視カメラ設備工事8888888受変電設備工事受変電設備工事受変電設備工事受変電設備工事受変電設備工事受変電設備工事受変電設備工事1111111

　受変電設備工事　受変電設備工事　受変電設備工事　受変電設備工事　受変電設備工事　受変電設備工事　受変電設備工事 テレビ共聴設備工事テレビ共聴設備工事テレビ共聴設備工事テレビ共聴設備工事テレビ共聴設備工事テレビ共聴設備工事テレビ共聴設備工事7777777

インターホン設備工事インターホン設備工事インターホン設備工事インターホン設備工事インターホン設備工事インターホン設備工事インターホン設備工事6666666

誘導支援設備工事誘導支援設備工事誘導支援設備工事誘導支援設備工事誘導支援設備工事誘導支援設備工事誘導支援設備工事5555555

拡声設備工事拡声設備工事拡声設備工事拡声設備工事拡声設備工事拡声設備工事拡声設備工事4444444雷保護設備工事雷保護設備工事雷保護設備工事雷保護設備工事雷保護設備工事雷保護設備工事雷保護設備工事4444444

情報表示設備工事情報表示設備工事情報表示設備工事情報表示設備工事情報表示設備工事情報表示設備工事情報表示設備工事3333333電灯設備工事電灯設備工事電灯設備工事電灯設備工事電灯設備工事電灯設備工事電灯設備工事3333333

電話設備工事電話設備工事電話設備工事電話設備工事電話設備工事電話設備工事電話設備工事2222222動力設備工事動力設備工事動力設備工事動力設備工事動力設備工事動力設備工事動力設備工事2222222

構内通信線路工事構内通信線路工事構内通信線路工事構内通信線路工事構内通信線路工事構内通信線路工事構内通信線路工事1111111構内配電線路工 事構内配電線路工 事構内配電線路工 事構内配電線路工 事構内配電線路工 事構内配電線路工 事構内配電線路工 事1111111
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４　工事範囲　（○印のつい たもの を適用する。）４　工事範囲　（○印 のつい たもの を適用する。）４　工事範囲　（○印のつい たもの を適用する。）４　工事範囲　（○印 のつい たもの を適用する。）４　工事範囲　（○印のつい たもの を適用する。）４　工事範囲　（○印 のつい たもの を適用する。）４　工事範囲　（○印 のつい たもの を適用する。）

３　工事種目３　工事種目３　工事種目３　工事種目３　工事種目３　工事種目３　工事種目

２　敷地面積２　敷地面積２　敷地面積２　敷地面積２　敷地面積２　敷地面積２　敷地面積

１　工事場所１　工事場所１　工事場所１　工事場所１　工事場所１　工事場所１　工事場所
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Ⅰ　工事概要Ⅰ　工事概要Ⅰ　工事概要Ⅰ　工事概要Ⅰ　工事概要Ⅰ　工事概要Ⅰ　工事概要

見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。見込むものとし、本システムの利用を確認した後に変更契約を行うものとする。

運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」運用に当たっては、「福山市発注工事における情報共有システム利用実施要領（建築工事）」

その場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費にその場合の請負金額の変更に ついては、情報共有システムの利用料を共通仮設費にその場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費にその場合の請負金額の変更に ついては、情報共有システムの利用料を共通仮設費にその場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費にその場合の請負金額の変更に ついては、情報共有システムの利用料を共通仮設費にその場合の請負金額の変更については、情報共有システムの利用料を共通仮設費に

その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。その旨を申し出て、本システムを利用するものとする。

本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に本システムの利用を希望する受注者は、工事着手までに工事打合せ簿により、監督員に

工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。工事費には情報共有システムの利用料を見込んでいない。

・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）・　受注者希望型（契約時の請負金額が５００万円以上のものに限る）

ことができる。ことができる。ことができる。ことができる。ことができる。ことができる。ことができる。

記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない記載した工事打合せ簿を監督員に提出し、その承諾を得ることで本システムを利用しない

受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を受注者は、本システムを利用できない特別の事由がある場合は、工事着手までに当該事由を

共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。共通仮設費として情報共有システムの利用料を見込んでいる。

・　発注者指定型・　発注者指定型・　発注者指定型・　発注者指定型・　発注者指定型・　発注者指定型・　発注者指定型

及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。及び「情報共有システム利用手引（建築工事）」によるものとする。

当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。当該サービス提供者との契約は受注者が行い利用料を支払うものとする。

本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、本工事で利用する情報共有システムは、「広島県工事中情報共有システム」とし、

情報共有システムの適用及び機能要件情報共有システムの適用及び機能要件情報共有システムの適用及び機能要件情報共有システムの適用及び機能要件情報共有システムの適用及び機能要件情報共有システムの適用及び機能要件情報共有システムの適用及び機能要件

取扱い取扱い取扱い取扱い取扱い取扱い取扱い

書面の書式及び書面の書式及び書面の書式及び書面の書式及び書面の書式及び書面の書式及び書面の書式及び

施工条件施工条件施工条件施工条件施工条件施工条件施工条件 標 準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件標準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件標 準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件標準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件標 準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件標準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件標準仕様書１.３ .３（１）以外の施工条件

・ 　現場説明書による　　・　・　現場説明書による　　・　・ 　現場説明書による　　・　・　現場説明書による　　・　・ 　現場説明書による　　・　・　現場説明書による　　・　・　現場説明書による　　・　

・ 　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。・　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。・ 　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。・　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。・ 　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。・　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。・　作業時間は、原則午前８時から午後５時までとし、通学時間帯を考慮する。

　 　この限りでない。　　この限りでない。　 　この限りでない。　　この限りでない。　 　この限りでない。　　この限りでない。　　この限りでない。

電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者電気保安技術者 配 置配置配 置配置配 置配置配置

・ 原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない・原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない・ 原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない・原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない・ 原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない・原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない・原版の提出　　・する（　・完成時のみ　　・全て　）　　・しない

　 ※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。　※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。　 ※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。　※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。　 ※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。　※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。　※完成写真は、写真帳（Ａ４版）を検査後すみやかに提出する。

完 成完 成完 成完 成完 成完 成完 成 １１１１１１１各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面各 室 ４ 面Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）

１１１１１１１必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）施 工 後施 工 後施 工 後施 工 後施 工 後施 工 後施 工 後

１１１１１１１必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）施 工 中施 工 中施 工 中施 工 中施 工 中施 工 中施 工 中

１１１１１１１必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数必要に応じた数Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）Ｌ版程度（カラー）施 工 前施 工 前施 工 前施 工 前施 工 前施 工 前施 工 前

提出部数提出部数提出部数提出部数提出部数提出部数提出部数撮影枚数撮影枚数撮影枚数撮影枚数撮影枚数撮影枚数撮影枚数規 格規 格規 格規 格規 格規 格規 格分 類分 類分 類分 類分 類分 類分 類

　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　　令和５年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編　　「営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体 工事編

・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による・　標準仕様書１.２ .４（４）により整備する工事写真については次による

・　現場説明書による　　・　　・　現場説明書による　　・　　・　現場説明書による　　・　　・　現場説明書による　　・　　・　現場説明書による　　・　　・　現場説明書による　　・　　・　現場説明書による　　・　　

報告に用いる書式等報告に用いる書式等報告に用いる書式等報告に用いる書式等報告に用いる書式等報告に用いる書式等報告に用いる書式等工事の記録等工事の記録等工事の記録等工事の記録等工事の記録等工事の記録等工事の記録等

・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し・　有り（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　・　無し

　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）　　実施内容（　・　現場説明書による　　・　　　　　　）

概成工期概成工期概成工期概成工期概成工期概成工期概成工期実施工程表実施工程表実施工程表実施工程表実施工程表実施工程表実施工程表

遠隔臨場の適用及び実施内容遠隔臨場の適用及び実施内容遠隔臨場の適用及び実施内容遠隔臨場の適用及び実施内容遠隔臨場の適用及び実施内容遠隔臨場の適用及び実施内容遠隔臨場の適用及び実施内容

・　適用する・　適用する・　適用する・　適用する・　適用する・　適用する・　適用する

遠隔臨場の実施遠隔臨場の実施遠隔臨場の実施遠隔臨場の実施遠隔臨場の実施遠隔臨場の実施遠隔臨場の実施

関連法令等の遵守関連法令等の遵守関連法令等の遵守関連法令等の遵守関連法令等の遵守関連法令等の遵守関連法令等の遵守
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福山市立泉小学校受変電設備改修工事福山市立泉小学校受変電設備改修工事福山市立泉小学校受変電設備改修工事福山市立泉小学校受変電設備改修工事福山市立泉小学校受変電設備改修工事福山市立泉小学校受変電設備改修工事福山市立泉小学校受変電設備改修工事



設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

・変更事項変更年月日

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

民家
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配置図　1:500

1：500

既設構内柱

電力柱

工事場所

既設ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ

既設 №2 ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ

既設 №1 ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ

付近見取図

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

付近見取図・配置図

E-02

2026年4月

工事場所：福山市立泉小学校

福山市山手町七丁目１３番６３号



(12m-19cm-350kg)

ABC10型消火器

設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

・変更事項変更年月日

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

ＧＬ

接地極埋設表示

SOG制御箱,SUS,鍵付き

ＥＬＡ

根伽(PC)

WHM

SOG 専用ｹ-ﾌﾞﾙ　　 (GPZ28)

WHM 計器用ｹ-ﾌﾞﾙ　 (GPZ28)

EM-IE 14ﾟ    (HIVE16)

支線(SGW38ﾟ)

7.2KV 200A(LA･VT内蔵)

VCT(中国電力)

PAS　方向性

CH(耐塩)

引込柱装柱参考図

引込柱(CP 12m-19cm-3.5KN)

(FEP80)

支線ｶﾊﾞ-

ＥA(LA)

EM-CET 200ﾟ E22ﾟ(FEP100) 北棟１階

中棟１階

南棟２階
EM-CET  38ﾟ E 8ﾟ(FEP 50)

EM-CET  22ﾟ E5.5ﾟ(FEP 50)

(動力)

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ体育館

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 北棟校舎 給食室

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 南棟校舎
EM-CE 8ﾟ-3c E5.5ﾟ(FEP30) 屋内運動場

EM-CET100ﾟ E22ﾟ(FEP 65)北棟校舎 電灯

EM-CET 60ﾟ E22ﾟ(FEP 65)中･南棟校舎 電灯

EM-CET 38ﾟ E22ﾟ(FEP 50)屋内運動場 電灯

屋内運動場へ

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ体育館
EM-CE 8ﾟ-3c E5.5ﾟ(FEP30) 屋内運動場
EM-CET 38ﾟ E22ﾟ(FEP 50)屋内運動場 電灯

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ
EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 北棟校舎 給食室

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 南棟校舎

EM-CET100ﾟ E22ﾟ(FEP 65)北棟校舎 電灯

中･南棟校舎 電灯EM-CET 60ﾟ E22ﾟ(FEP 65)

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 児童クラブ

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 校長・職員室

EM-CE 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) ﾊﾟｿｺﾝ教室

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 児童クラブ

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 校長・職員室

EM-CE 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) ﾊﾟｿｺﾝ教室

EM-CEE 2ﾟ-5c   (FEP 30)警報EM-CEE 2ﾟ-5c   (FEP 30)警報

ＶＣＴ(中国電力支給)
SOG付 VT･LA内蔵 SUS製
7.2KV 200A　方向性　SUS製
高圧気中開閉器

電力柱

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ     (FEP 80) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ体育館

EM-CET  38ﾟ E8ﾟ 　 (FEP 80) 北棟校舎 給食室

EM-CE 8ﾟ-3c E5.5ﾟ 屋内運動場
EM-CET  38ﾟ E8ﾟ    (FEP 80) 校長・職員室

EM-CET 200ﾟ E22ﾟ   (FEP100) 北棟１階

中棟１階EM-CET  38ﾟ E 8ﾟ　 (FEP 80)
南棟２階EM-CET  22ﾟ E5.5ﾟ

3φ3W

3φ3W

3φ3W

3φ3W

3φ3W

3φ3W

3φ3W

3φ3W

IE 22ﾟ(HIVE16)

中継端子盤(新設)

200ﾟ

 38ﾟ

 38ﾟ

 38ﾟ

 22ﾟ

 14ﾟ

 14ﾟ

  8ﾟ

100ﾟ

 60ﾟ

 38ﾟ

 22ﾟ

 22ﾟ

 22ﾟ

 14ﾟ

  8ﾟ

3φ3W 1φ3W

予備

予備

予備

予備

警報中継端子 10p

1,200

1
,
94

0
３５０

500

1
,6

0
0

引込柱 (12m-19cm-350kg)

改修平面図　S=1:100

屋外仕様

受電盤

ＥA

IE38ﾟ

電灯盤

動力盤

3,500

IE38ﾟ

ＥD

4
,
40

0

75
0

3,
1
50

50
0

動力盤

(SUS製BOX付)を設けること。

100x100x300 鋳鉄ﾀｲﾙ貼

記号

凡例

仕様名称

黄銅製

埋設表示杭

接地埋設板

屋内運動場 電灯EM-CET  38ﾟ E22ﾟ   (FEP 80)1φ3W

(FEP 80) 予備

EM-CET  22ﾟ E8ﾟ　

EM-CET  22ﾟ E8ﾟ 

EM-CE 14ﾟ-3c E8ﾟ 

南棟校舎

児童クラブ

ﾊﾟｿｺﾝ教室

(FEP 80)

EM-CEE 2ﾟ-5c       (FEP 30) 警報

EM-CET100ﾟ  E22ﾟ   (FEP 80) 北棟校舎 電灯

中･南棟校舎 電灯EM-CET 60ﾟ  E22ﾟ   (FEP 80)

1φ3W

1φ3W

3φ3W

3φ3W

3φ3W
P

C

IE 5.5ﾟ

IE 5.5ﾟx2

支線

1200

19
4
0

1
0
0

2
0
40

X04

 (GPZ82)

配管立上げ位置

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

電気設備平面図 (改修後)

E-03

2026年4月

有筋 コンクリ-ト基礎
(500x1600xH600)

(FEP80)

引込柱

高圧気中開閉器
7.2KV 200A　方向性　SUS製
SOG付 VT･LA内蔵 SUS製

※ PAS操作ヒモは耐候性の
高い物を使用する事。

6.6kV  EM-CET 38mm2 EEﾀｲﾌﾟ(GPZ82)

6.6KV EM-CET 38mm2 EEﾀｲﾌﾟ(FEP80)

EM-IE22ﾟ(HIVE16)

6.6KV EM-CET 38mm^2 EEﾀｲﾌﾟ(FEP80)
EM-IE22ﾟ(HIVE16)

ＥＤ

VCT(中国電力支給)

既設 構内柱(CP8-19-350) 

中継端子盤 端子台取付参考図　S=1/20

（屋外用自立型　鋼板 板厚 2.3mm、ﾒｰｶｰ標準色）



設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

・変更事項変更年月日

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

6KV EM-CET 38ﾟ (FEP80)
EM-CE 5.5ﾟ-2c (FEP30)

EM-CEE 2ﾟ-2c (FEP30)

EM-IE 38ﾟx2 (FEP30)

EM-CET 200ﾟ E22ﾟ(FEP100)

EM-CET  38ﾟ E 8ﾟ(FEP 50)

EM-CET  22ﾟ E5.5ﾟ(FEP 50)

北棟１階

中棟１階

南棟２階

EM-CET 200ﾟ E22ﾟ(FEP100) 北棟１階

中棟１階

南棟２階

EM-CET  38ﾟ E 8ﾟ(FEP 50)

EM-CET  22ﾟ E5.5ﾟ(FEP 50)

既設 構内柱(CP8-19-350) 

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 児童クラブ空調

校長,職員室空調

ﾊﾟｿｺﾝ教室空調

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50)

EM-CET 14ﾟ E8ﾟ(FEP 30)

EM-CE 5.5ﾟ-2c

EM-CEE 2ﾟ-2c 

EM-IE 38ﾟx2 

6KV EM-CET 38ﾟ 

(動力)

(動力)

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ体育館
EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 北棟校舎 給食室
EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 南棟校舎

EM-CE 8ﾟ-3c E5.5ﾟ(FEP30) 屋内運動場

EM-CET100ﾟ E22ﾟ(FEP 65)北棟校舎 電灯

EM-CET 60ﾟ E22ﾟ(FEP 65)中･南棟校舎 電灯

EM-CET 38ﾟ E22ﾟ(FEP 50)屋内運動場 電灯

屋内運動場へ

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ体育館
EM-CE 8ﾟ-3c E5.5ﾟ(FEP30) 屋内運動場
EM-CET 38ﾟ E22ﾟ(FEP 50)屋内運動場 電灯

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ
EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 北棟校舎 給食室

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 南棟校舎

EM-CET100ﾟ E22ﾟ(FEP 65)北棟校舎 電灯

中･南棟校舎 電灯EM-CET 60ﾟ E22ﾟ(FEP 65)

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

既設配線

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 児童クラブ

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 校長・職員室

EM-CE 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) ﾊﾟｿｺﾝ教室

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 児童クラブ

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 校長・職員室

EM-CE 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) ﾊﾟｿｺﾝ教室

EM-CEE 2ﾟ-5c   (FEP 30)警報EM-CEE 2ﾟ-5c   (FEP 30)警報

既設配線
FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

FPC 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) 消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ体育館
EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 北棟校舎 給食室

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 南棟校舎

EM-CE 8ﾟ-3c E5.5ﾟ(FEP30) 屋内運動場
EM-CET 22ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 児童クラブ

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ(FEP 50) 校長・職員室

EM-CE 14ﾟ-3c E8ﾟ(FEP 50) ﾊﾟｿｺﾝ教室

EM-CET100ﾟ E22ﾟ(FEP 65)北棟校舎 電灯

中･南棟校舎 電灯EM-CET 60ﾟ E22ﾟ(FEP 65)

屋内運動場 電灯EM-CET 38ﾟ E22ﾟ(FEP 50)

EM-CEE 2ﾟ-5c   (FEP 30)警報

EM-CET 38ﾟ E8ﾟ

EM-CET 14ﾟ E8ﾟ

EM-CET 22ﾟ E8ﾟ

校長,職員室空調

児童クラブ空調

ﾊﾟｿｺﾝ教室空調

既設配線

既設第一ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ

※ 既設ｹ-ﾌﾞﾙは、第一ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙまで引き抜き、新設中継盤で接続とする。　

※ 既設ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ、基礎、フェンス、引込柱は全て撤去とする。

※ 図中          は撤去を示す、埋設配管の撤去は担当監督員と打合せの上決定とする。

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

電気設備 平面図 (改修前) 
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2026年4月

現況平面図　S=1:100



設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

・変更事項変更年月日

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号
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CH
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ＰＦ×３（Ｇ：５０Ａ）
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ＺＣＴ

ＣＴｘ２
７５０／５Ａ

ＭＣＣＢ　３Ｐ
５０／５０ＡＴ

※１ ※２

職員室警報盤へ

ＥＡ・Ｄ ＥＢ

ＺＣＴ

※２

ＶＳ
Ｖ

３００／５Ａ
ＣＴｘ２

各接地端子へ

ＳＲ
６％

ＳＣ
１２．８ｋｖａｒ

屋外SUS製
コンクリート柱共架金物付

地絡継電器

項　目

故障表示項目

配線用遮断器トリップ（一括） （一括）

配電盤

表示ﾗﾝﾌﾟ ブザー
職員室警報盤

キュービクル仕様

付　属　品

底　板

取　手

塗　装

備　考

チャンネルベース

組　枠

屋根板

函　板

扉　板

内設板

注　　　記

補修色　　　　　　　　　　　１缶

ディスコン棒；長短格　　　　１本

２．３ｔ　ＳＰＣ

２．３ｔ　ＳＰＣ

Ｌ－５０×５０×Ｌ１

１００ｘ５０ｘ５ｔ　

屋外型

２．３ｔ　ＳＰＣ

Ｌ型鍵付き　Ｒ－２００

溶融亜鉛メッキ仕上げ

メラミン焼付けメーカー標準色塗装

耐震措置　（特定の施設・重要機器）

　

２．３ｔ　ＳＰＣ

設置場所　屋上　設計用標準水平震度2.0

２．０ｔ　ＳＵＳ３０４

　

・消火ポンプ用耐熱配線遮断器容量はポンプ制御盤に合わすこと。

　　　

　　　　

・製作図提出時には、耐震計算書、盤内温度上昇計算書、遮断協調曲線を添付すること。

・トランスはトップランナー変圧器とすること。

・変圧器には耐震ストッパ付防振ゴムを取付ること。

・キュービクル内の換気扇はサーモによる発停とすること。

・「非常用電源専用受電設備」の標識を前面に設置すること。

・キュービクル内で発報するブザー音については，設定によりON/0FF出来るようにすること。

・配電盤のブレーカーは露出型開閉器とする。

・別途監督員の指定する鍵を２個納入すること。

・その他の詳細については、承認図を提出の上，監督員の指示に従い、製作する事とする。

ＬＢＳ用電力予備ヒューズ　　１００％

その他回路用ヒューズ　　　　１００％

表示ランプグローブ　種類ごとに各実装数

ＡＢＣ粉末消火器１０型１台（屋外ＳＵＳ製収納ﾎﾞｯｸｽ付）含む。

・ＪＩＳＣ４６２０に適合すること。

６６００/２１０－１０５Ｖ
Ｔｒ　３φ３Ｗ
２００ｋＶＡ

６６００/２１０Ｖ

Ｔｒ　１φ３Ｗ

負　荷　名　称回路番号

電灯（北校舎）

電灯（中・南棟校舎）

電灯（屋内運動場）

負荷容量 AF / ATMCCB　極数

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

225/200

225/150

225/150

地絡継電器電源 MCCB  2P

MCCB  2P

 50/ 20

 50/ 20

MCCB  3P 225/150

MCCB  3P 125/100

予　備

予　備

予　備

200

60
0

600

電柱取付型 屋外盤 (SUS WP)

高圧計器盤 姿図

ＷＨ

（自） （試）

×１

ＬＥＤランプ×６

コンセント

ＬＳＷ×６

2P20A x 2　E付
2E

５０ｋＶＡ

ＥＬＲ

ﾀﾞｸﾀ-ﾁｬﾝﾈﾙ SUS 30x40x1.5t

①受電盤②動力配電盤

(GPZ 82) x 1 (高圧)

(GPZ104) x 1

ﾀﾞｸﾀ-ﾁｬﾝﾈﾙ SUS 30x40x1.5t

吊りﾎﾞﾙﾄ SUS 12mm 

ｹ-ﾌﾞﾙﾗｯｸ AL-1000 蓋付

(HIVE 54) x 1

(GPZ 82) x 9

(GPZ 28) x 1

3,200

800800800 800

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟ-ｽ(L-75x75x6 SUS)

吊りﾎﾞﾙﾄ SUS 12mm 

ﾀﾞｸﾀ-ﾁｬﾝﾈﾙ SUS 30x40x1.5t

1,800

ｹ-ﾌﾞﾙﾗｯｸ AL-1000 蓋付

4,500

2
,
3
5
0

③動力配電盤④電灯配電盤

3,
0
00

ﾀﾞｸﾀ-ﾁｬﾝﾈﾙ SUS 30x40x1.5t

5
0
0

1
,4

0
0

GL GL GL

3,200700
3,500

500

4,400

7
00

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟ-ｽ(L-75x75x6 SUS)

7
00

350

（北棟１階）

（中棟１階）

（南棟２階）

児童クラブ

消火ポンプ

消火ポンプ (体育館)

100/ 50

100/ 60

100/ 60

HMCCB  3P

HMCCB  3P

動力主開閉器

動力１（北棟給食室）

負　荷　名　称回路番号

動力２（南棟校舎）

動力３（屋内運動場）

校長室.職員室.空調

ﾊﾟｿｺﾝ教室冷暖房

予　備

Ｓ－１Ｍ１

Ｍ２ Ｓ－３

Ｍ３ Ｓ－４

予　備

AF / AT

300/300

225/150

225/100

100/100

125/100

225/200

225/100

100/ 50

100/100

100/100

MCCB　極数

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

MCCB  3P

負荷容量

31.523ｋｗ

13.855ｋｗ

 6.584ｋｗ

100/100MCCB  3P

二種耐熱型

NF125-CV

金属隔壁付
ハンドル
ロック付

赤色塗装

H.MCCB

　重量：約３，１００Kg※ 形状及び寸法は参考とし、仕様は同等とする。

※ 配管埋設図は参考図とする。

屋外キュービクル参考姿図　Ｓ＝１／４０正面図 側面図

受変電設備単線結線図 (改修後)

福山市立泉小学校受変電設備改修工事
E-05

2026年4月

庫内照明・換気扇・コンセント

受変電設備単線結線図 (改修後)

高圧引込　6.6KV EM-CET 38mm2 EEﾀｲﾌﾟ（GZ82・FEP80）
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※ 動力変圧器150kVAは、監督員の指定する施設へ運搬する。

※ 既設ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ、基礎、ﾌｪﾝｽ、引込柱は全て撤去とする。

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

受変電設備単線結線図(改修前)

E-06

2026年4月

※ 既設ｷｭ-ﾋﾞｸﾙ、基礎、フェンス、引込柱は全て撤去とする。



既存雨水管 撤去

設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

・変更事項変更年月日
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キュービクル

既設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

1,1501,800 8501,800850

5003,500500

6501,300 4,500

正門

№1 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

既存 撤去

既存 撤去

№2 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

構内柱

中電柱

Ｎ

道路

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

ぶどう棚 4,
40
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20

0
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80
0
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0
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70
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既存ぶどう棚

既存排水桝

既存排水桝

新設排水桝

新設雨水管

新
設

雨
水

管

1,200200

3,500

4,500

道路

配 置図 （改 修 後）  S=1:100配置 図（ 改修 前）  S=1:100

既存雨水桝
撤去

受変電設備 撤去　（№1､2共）

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎 撤去　2000ｘ2700ｘ300ｔ

2000ｘ2000ｘ600ｔ

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ、片開門扉（亜鉛ﾒｯｷ製） 撤去

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ：H=1800　15.0m（RC基礎：200ロ-8）

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ：H=1900　13.5m（RC基礎：200ロ-7）

片開門扉：1000ｘ1800ｘ1　（RC基礎：200ロ-2）

片開門扉：900ｘ1900ｘ1　（RC基礎：200ロ-2）

雨水排水　撤去

雨水桝　RC 600x600 H-600ｘ1（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋) 別図構造図、手摺・タラップ詳細図　参照

新設鉄骨架台

新設雨水排水

雨水桝　既製品PC下水桝 450x450 H-600（ｽﾁｰﾙ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-6）

35
0

既設中電柱

700 1,700

新設鉄骨架台

新設引込柱

屋内運動場 屋内運動場

X01 X04

75
0

70
0

4,
40

0

70
0

3,
20

0
50

0

Y02

Y01

正門

道路

雨水管　VP100-16.0m（ｶｯﾀｰ入-4.0m、RC-0.3m3)

（注記） 雨水桝、雨水排水管は現地調査を十分に行い、排水勾配を確保し、監督員と打合せの上桝位置､配管ﾙｰﾄを決定すること。

雨水管　VP100-16.0m（ｶｯﾀｰ入-15.0m) ※ ｺﾝｸﾘｰﾄ、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装部分補修共

地盤調査KBM 

ﾏﾝﾎｰﾙ天端±0

既
存

雨
水

管
 撤

去

地盤調査箇所 

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

配置 図 （ 改修 前 ・ 後）
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2026年4月



西側 立面図 S=1:30

設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

・変更事項変更年月日
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北側 立面図 S=1:30
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南側 立面図 S=1:30
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▽設計GL

▽梁天端

▽手摺天端

回転

C1

50
35

35

50 50

□-100x100x3.2

GPL-6
2-M12 SUS

□-100x100x3.2

GPL-6
2-M12 SUS

100

PL-6

PL-6

C1

C1

ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ L-75x75x6

5035 35
L-90x75x6

2-M12 SUS

・鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

・ボルト接合部以外は溶接接合とする。

727 727

840 810

特 記 事 項

安全棚 FB-9x32

安全棚 アルミ複合板取付（3方）

・安全棚にはアルミ複合板(3方)を取り付けること。

・鉄骨製作図作成の上、監督員の了承を得て製作を行うこと。

・質疑及び変更等が必要な場合は、監督員に報告し協議を行うこと。

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

手摺・タラップ詳細図１

A-02

2026年4月

・手摺取付用ボルト(M12)はSUS製とし、バネ座金を使用すること。
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設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

15A Φ21.7

2
5

・変更事項変更年月日

進入防止枠蝶番
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手摺詳細図 S=1:20
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Ｂ

ＡＡ

Ｂ

GPL-9 2-M12

手摺支柱 FB-12x32ストッパ－
PL-6x32

溶接金網 6x100進入防止枠
枠：FB-6x25

15A,M16全ねじ進入防止枠蝶板

140 580 96

タラップ 平面図 S=1:20

12 12

安全棚 FB-9x32

32 323 32 323 32
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2-M12 SUS
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10
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400

2-M12 SUS
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Ａ部詳細図

Ａ
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FB-12x50 L=150
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3
68
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2-M12 SUS

PL-9x100
SUS 2-M12

タラップ縦桟
FB-12x50

Ａ－Ａ 断面図 S=1:20 Ｂ－Ｂ 断面図 S=1:20タラップ 立面図 S=1:20

安全棚 アルミ複合板取付(3方）

安全棚 アルミ複合板取付(3方）

3
68

安全棚 FB-9x32

安全棚 アルミ複合板取付(3方）

安全棚 アルミ複合板取付(3方）

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

手摺・タラップ詳細図２
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地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験地盤の載荷試験 ※※※※※※※ 行わない行わない行わない行わない行わない行わない行わない ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による 本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭 ・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種・高炉セメントＢ種 ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ・合成スラブ

・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種・フライアッシュセメントＢ種 ・・・・・・・

材料材料材料材料材料材料材料

３３３３３３３ 既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭既製コンクリート杭 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別コンクリートの種別 混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料 ※※※※※※※ ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）ＡＥ剤、ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204） ８８８８８８８ 柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル柱底均しモルタル 材　料材　料材　料材　料材　料材　料材　料 ・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル・モルタル ・・・・・・・ 無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）無収縮モルタル（表7.2.5）

地業地業地業地業地業地業地業 種類種類種類種類種類種類種類 ・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種・Ａ種　　　※Ｂ種 ※※※※※※※ フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種、Ⅱ種若しくはⅣ種 工　法工　法工　法工　法工　法工　法工　法 ※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種※Ａ種 ・・・・・・・ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭）　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（ＰＨＣ杭） ・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による・評定等の内容による ※※※※※※※ 高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭）　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（ＰＲＣ杭） コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度コンクリートの設計基準強度 ※※※※※※※ シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202） ９９９９９９９ 溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭）　・外殻鋼管付きコンクリート杭（ＳＣ杭） （　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上（　　　　）Ｎ/mm2以上 　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない　※行う　　・行わない

　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　　SC杭の鋼管材料　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　 　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値　構造体強度補正値 ８８８８８８８ 工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合工場溶接の場合コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造コンクリート製造 ※※※※※※※ レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。レディミクストコンクリート工場の選定は、監督員の承諾を受ける。

評定等評定等評定等評定等評定等評定等評定等　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による　　・3N/m㎡　・構造図による　・　　　の内容による ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％ＡＯＱＬ　　※４．０％　・２．５％工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定工場の選定

寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等 　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種　セメントの種類　　　※高炉セメントＢ種 節節節節節節節 ※全て※全て※全て※全て※全て※全て※全て

符号符号符号符号符号符号符号 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径 杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ） 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 継手数継手数継手数継手数継手数継手数継手数 本数本数本数本数本数本数本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支 備考備考備考備考備考備考備考 　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値　スランプ値 構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2） 検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準検査基準 ※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準※第６水準９９９９９９９ 強度強度強度強度強度強度強度

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） 及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類 (mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） (N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡） 持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本） 　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　　　※18cm　・　　　・　 適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　適用箇所　　※建物本体　　　　・　　　　

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　鉄筋の種類　　　　　※５章鉄筋工事の鉄筋の種類による 工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合工事現場溶接の場合

試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　　鋼管巻きの材料　　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　 ※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部※　全ての溶接部4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月4～10月 11月11月11月11月11月11月11月 12月12月12月12月12月12月12月 １月１月１月１月１月１月１月 ２月２月２月２月２月２月２月 ３月３月３月３月３月３月３月

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による　鋼管径・板厚・長さ　※構造図による 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下 上上上上上上上 中中中中中中中 下下下下下下下
全て全て全て全て全て全て全て

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない）掘削工法　　　・アースドリル工法（安定液　※使用する　　・使用しない） セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント 地域地域地域地域地域地域地域 10101010101010 錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装錆止め塗装 鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面鉄面 ・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674・ＪＩＳ　Ｋ5674 工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り 現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬 旬旬旬旬旬旬旬

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法　　　　　　　・リバース工法 普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド ・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552・ＪＩＳ　Ｋ5551、5552 工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り工場　　回塗り 現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り現場　　回塗り
市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域市内全域 3.03.03.03.03.03.03.0 6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）　　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない） セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント 亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面亜鉛めっき面 ※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による※18章　塗装工事による

併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法併用する工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法 早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド 北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域 耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面耐火被覆材の接着面3.03.03.03.03.03.03.0 6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　）鋼管巻き材料　　・SKK00　　・SKK490　　・（　） セメントセメントセメントセメントセメントセメントセメント その他その他その他その他その他その他その他 ・行う・行う・行う・行う・行う・行う・行う ・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない・行わない3.03.03.03.03.03.03.0 6.06.06.06.06.06.06.0 3.03.03.03.03.03.03.0

　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法（安定液　※使用する　・使用しない）　　　　　　　 ・・・・・・・ 北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域北部地域 ：：：：：：： 新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域新市町・芦田町・山野町の全域及び駅家町・加茂町・神辺町の都市計画区域外の地域

先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形先端部材形状　　　　・開放形　・半開放形　・閉そく形 孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う孔壁測定　　　※行う ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ：：：：：：： 上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域上記以外の地域 11111111111111 耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆耐火被覆 種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能種別及び性能

なお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとするなお、特定埋込杭工法における杭材料はＪＩＳ又は認定条件に適合するものとする 　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器　　　　　　　　測定方法　　※超音波測定器 性能性能性能性能性能性能性能 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所
材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法材料・工法種別種別種別種別種別種別種別

ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策ネガティブフリクション対策 　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所　　　　　　　　測定場所　　※試験杭（　　　）箇所及び本杭（　　　）箇所 （耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間）（耐火時間） （部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）（部位・部分）10101010101010 暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート暑中コンクリート ※※※※※※※ 日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合

　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による）　　　　　　　　　　※不要　　・要（構造図による） 　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない　　　　　　　・行わない ・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け・耐火材吹付け ・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール・乾式吹付けロックウール構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2）構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜2） 6.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜2
6.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜26.0　Ｎ/㎜2

杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による杭の継手　　　　　　・アーク溶接継手　・標準仕様書4.3.6による 鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強鉄筋かごの補強 ・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール・半乾式吹付けロックウール

　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　溶接材料　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による 　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による　・標準仕様書4.5.4(1)(ｲ)(c)による ・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール・湿式ロックウール11111111111111 寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート寒中コンクリート 適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間適用期間 （（（（（（（ ）））））））

　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの） 　・　　・　　・　　・　　・　　・　　・　 ・　・　・　・　・　・　・　

　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う 鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　鉄筋の最小かぶり厚さ　・１００mm　・　 ・　・　・　・　・　・　・　12121212121212 コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの ※※※※※※※ （表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による（表6.9.2）による

　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による 鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ　※構造図による ・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り・耐火板張り ・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板・繊維混入けい酸カルシウム板強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験強度試験

杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する杭頭の処理　　　　　・切断しない　・切断する 杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度 ・　・　・　・　・　・　・　

　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　処理方法（切断にともなう補強方法含む） 　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　 ・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け・耐火材巻付け ・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール・高耐熱ロックウール13131313131313 外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する外部に面する ※※※※※※※ 打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ打増厚さ （（（（（（（ ）））））））

　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による　※構造図による 　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　 ・　・　・　・　・　・　・　コンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放しコンクリート打放し

杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          )杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）　　　　　・(          ) ・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料・耐火塗料 ・　・　・　・　・　・　・　仕上仕上仕上仕上仕上仕上仕上

施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法 ６６６６６６６ 砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業砂利及び砂地業 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm） ※※※※※※※ 60606060606060 ・・・・・・・ ・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り・ラス張りモルタル塗り　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―　　　　　　　―

　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法　・セメントミルク工法 材料材料材料材料材料材料材料 ・・・・・・・ 直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎直接基礎 ※※※※※※※ 切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石切込砂利又は切込砕石 材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする14141414141414 型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板型枠のせき板 ※※※※※※※ 合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm）合板（12mm） ・・・・・・・ 合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）合板（15mm）

　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度　　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　・1.5m程度 ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ※※※※※※※ 再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン再生クラッシャラン ・・・・・・・ 床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）床型枠用鋼製デッキプレート（実績等の資料を提出）

　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上　　杭の支持地盤への根入れ深さ　　　　　　・1.0m以上 12121212121212 溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法溶融亜鉛めっき工法 種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 ※※※※※※※ Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）Ａ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種・Ｃ種とする。）・・・・・・・ メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠メッシュ型枠 （（（（（（（ ）））））））

　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法　・特定埋込杭工法 ７７７７７７７ 捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業捨コンクリート地業 厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm）厚さ（mm） ※※※※※※※ 50505050505050 ・・・・・・・ ・・・・・・・ 断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃／Kcal以上）

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法 ・・・・・・・ ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）ＭＣＲ工法用シート（気泡発泡ポリエチレンシート　　　　　　　　　　　　）

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法 ８８８８８８８ 床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層床下防湿層 ・・・・・・・ ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚ポリエチレンフィルム　厚 ※※※※※※※ 0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上0.15mm以上 ・・・・・・・ 13131313131313 溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき溶融亜鉛めっき 摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による摩擦面の処理　　詳細は鉄骨工事仕様書による

　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　　　　　・プレボーリング拡大根固め工法　・中掘り拡大根固め工法 高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合 ・・・・・・・ リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理リン酸塩処理 ※※※※※※※ ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理ブラスト処理15151515151515 マスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリートマスコンクリート セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類セメントの種類 （（（（（（（ ）））））））

　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない　　　　杭周固定液の使用　・する　・しない ９９９９９９９ 断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材断熱材 ※※※※※※※ 19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による19章「内装工事」９項「断熱材」による 混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料混和材料 （（（（（（（ ）））））））

杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 （（（（（（（ ）））））））

５５５５５５５　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　
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１１１１１１１ 鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別鉄筋の種別 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　 類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別類　　別 種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別 径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm)径　　　(mm) 16161616161616 水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート水密コンクリート 水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt）水セメント比（　／wt） スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm）スランプ（cm） 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

・・・・・・・ ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295 Ｄ10以上Ｄ10以上Ｄ10以上Ｄ10以上Ｄ10以上Ｄ10以上Ｄ10以上 ※50※50※50※50※50※50※50 ・・・・・・・ ※15※15※15※15※15※15※15 ・・・・・・・

※※※※※※※ ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112ＪＩＳ Ｇ 3112 ・・・・・・・ ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345

４４４４４４４ 鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業鋼杭地業 施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する施工管理技術者　　※適用する 17171717171717 打継部打継部打継部打継部打継部打継部打継部 止水板止水板止水板止水板止水板止水板止水板 止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所止水ゴムの製造所 （（（（（（（ ）））））））

種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　種類の記号　　・ＳＫＫ４００　　・ＳＫＫ４９０　　・　 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 （（（（（（（ ）））））））

寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等寸法、継手、性能等 ２２２２２２２ 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網 網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm）網目の形状、寸法及び径（mm） ・・・・・・・ 打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地打継ぎ目地 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による※※※※※※※ ・・・・・・・ 幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上

符号符号符号符号符号符号符号 杭径杭径杭径杭径杭径杭径杭径 杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ）杭長（ｍ） 厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ厚さ 継手数継手数継手数継手数継手数継手数継手数 本数本数本数本数本数本数本数 ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度ｺﾝｸﾘｰﾄ強度 長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支長期設計支 備考備考備考備考備考備考備考 施工場所施工場所施工場所施工場所施工場所施工場所施工場所 （（（（（（（ ））））））） 打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置打継ぎ位置 ※※※※※※※ 標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による標仕による ・・・・・・・

(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） 及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類及び種類 (mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm）(mm） (N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡）(N/m㎡） 持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）持力（kN/本）

３３３３３３３上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手柱・梁の鉄筋の継手 ・・・・・・・ ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可）ガス圧接（ＳＤ295は不可） ・・・・・・・ 重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　）重ね継手（　　　　） 18181818181818 無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート無筋コンクリート 適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所適用箇所 ※※※※※※※ 6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による6.14.1による ・・・・・・・

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭試験杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 ・・・・・・・ 機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手 ・・・・・・・ 粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置継手位置 ※※※※※※※ 鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ※※※※※※※ 25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下25mm以下

上杭上杭上杭上杭上杭上杭上杭 ４４４４４４４ 梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強梁貫通孔補強 ※※※※※※※ 鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による鉄筋工事仕様書による ・・・・・・・ 各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1各部配筋参考図7.1 ・・・・・・・ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質コンクリートの品質

本杭本杭本杭本杭本杭本杭本杭 中杭中杭中杭中杭中杭中杭中杭 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度
種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

下杭下杭下杭下杭下杭下杭下杭 ５５５５５５５ 圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査圧接完了後の検査 検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法検査方法 ※※※※※※※ 超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験超音波深傷試験 Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2） （cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）

・・・・・・・・・・・・・・ 引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験引張試験 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート 18181818181818 15151515151515 ・・・・・・・ 18181818181818 ・・・・・・・ 捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

６６６６６６６ 柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋柱の帯筋 ・・・・・・・ 組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。組み立ての形はＳＰ形とする。 ・・・・・・・

７７７７７７７

施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法施工方法 19191919191919 流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート流動化コンクリート ・・・・・・・ 適用適用適用適用適用適用適用 （（（（（（（ ）））））））

　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法　・特定埋込み杭工法
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　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法 ６６６６６６６
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１１１１１１１ コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度コンクリートの強度 ※※※※※※※ 普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート １１１１１１１ 鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び鉄骨製作工場及び 鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場鉄骨製作工場

　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法　　・H13国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝　、β＝　、γ＝　を採用できる工法 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ 施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者 ・・・・・・・ 次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場次表による加工能力のある工場 ・・・・・・・ 監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場監督員の承諾する工場
適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法　　　　工法　　　・中掘り拡大根固め工法 Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2） （cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）

18181818181818杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度杭の精度 ※　21※　21※　21※　21※　21※　21※　21 製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の製作工場の

15151515151515※　21※　21※　21※　21※　21※　21※　21　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　　水平方向の位置ずれ　　・杭径の１／４かつ１００mm以下　　・　 加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力加工能力

　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　　杭の傾斜　　　　　　　・１／１００以内　・評定条件または認定条件による　・　

杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手杭の現場継手　　・溶接継手 ※※※※※※※ 軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート 施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者施工管理技術者 ※※※※※※※ 適用する適用する適用する適用する適用する適用する適用する ・・・・・・・ 適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない適用しない

　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による　　　　　　　　　形状　　・JIS A 5525による 設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ
種類種類種類種類種類種類種類 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による　　　　　　　　　　　　　　溶接材料　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による　・構造図による Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2）Fc（N／mm2） （cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm）（cm） ２２２２２２２ 鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材

　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの）　　　　　　　　　　　　　・機械式継手　（※評定等を受けたもの） ・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種・１種　・２種 材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質材　　質 規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格規　　　　格 使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所使　用　箇　所

　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う　　　　　　　　　　　　　　機械式継手は評定等により定められた項目の検査を行う ・・・・・・・ ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400ＳＳ　　400 ※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による　　　　　　　　　　　　　　施工は評定等に記された施工管理基準による ・・・・・・・ ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400ＳＳＣ　400 ※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない杭頭の処理　　　・処理しない ※※※※※※※ 屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。屋根床版のスランプは15cmとする。 ・・・・・・・ ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400ＳＴＫ　400 ※※※※※※※ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する　　　　　　　　・処理する ・・・・・・・ ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品ＪＩＳ規格品 ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外ＪＩＳ規格品以外

　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による　　　　　　　　　　処理方法（切断にともなう補強方法含む）　※構造図による ２２２２２２２ コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別コンクリートの類別 ※※※※※※※ Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類Ⅰ　類 ・・・・・・・ Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類Ⅱ　類 ・・・・・・・

・・・・・・・

３３３３３３３杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合）杭頭の中詰材料　　　※コンクリート（基礎コンクリートと同調合） ・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）・（　）・（　） 水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比水セメント比 ・・・・・・・ 　　％　　％　　％　　％　　％　　％　　％ ・・・・・・・ 　　％　　％　　％　　％　　％　　％　　％ ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合ＪＩＳ規格品以外の場合 ※※※※※※※ 試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う試験を行う ・・・・・・・ 試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない試験を行わない

４４４４４４４ コンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中のコンクリート中の ※※※※※※※ 0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下0.30㎏／m3以下 ３３３３３３３ 高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト ・・・・・・・ トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト （セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類 ※※※※※※※ ２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ）２種（Ｓ10Ｔ） ・・・・・・・ ）））））））

塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量塩化物量 ・・・・・・・ ＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルトＪＩＳ形高力ボルト （セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類 ※※※※※※※ ２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ）２種（Ｆ10Ｔ） ・・・・・・・ ）））））））

・・・・・・・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト溶融亜鉛めっき高力ボルト （セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類（セットの種類 ※※※※※※※ １種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当）１種（Ｆ8Ｔ相当） ・・・・・・・ ）））））））

５５５５５５５ コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの ・・・・・・・ アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アルアルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し、コンクリート中の総アル ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量アルカリ総量 カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。カリ量を3.0kg／m3以下とする。

４４４４４４４ 普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト普通ボルト ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等ボルト及びナットの材料等 ※※※※※※※ 表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による表7.2.3による

６６６６６６６ コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの 打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別打放し仕上げの種別 ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径ボルト径 ※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り仕上り ※※※※※※※ 合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合合板せき板を使用する場合

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類せき板の種類 表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度表面・せき板の程度 適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所適　用　箇　所 ５５５５５５５ アンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトのアンカーボルトの

・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種・Ａ種 ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品）ＪＡＳ（表面加工品） 表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4 ※※※※※※※ 図示図示図示図示図示図示図示 ・・・・・・・ 材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置材質及び設置 材質材質材質材質材質材質材質 構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト ・・・・・・・ ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400ＡＢＲ400 ・・・・・・・ ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490ＡＢＲ490 ・・・・・・・ ＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳＡＢＲ520ＳＵＳ

※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種※Ｂ種 ＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－Ｃ 表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4 ・・・・・・・ 建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト ・・・・・・・ ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400ＳＳ400 ・・・・・・・

・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種・Ｃ種 ＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－ＣＪＡＳ　Ｂ－Ｃ 表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4表6.2.4 ・・・・・・・ 構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法

※※※※※※※ 図示による図示による図示による図示による図示による図示による図示による ・・・・・・・

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 ・・・・・・・ Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種 ※※※※※※※ Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種 ・・・・・・・ その他その他その他その他その他その他その他 ・・・・・・・

(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2)(4.5.2) (7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)(7.2.6)

（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7)（4.5.1～7) (6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)(6.3.1)

(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)(7.2.7)

(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)(4.2.2)

(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)(4.2.3)

(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)(4.2.4)

(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2)(4.3.2) (7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)(7.2.9)

（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8)（4.3.1～8) (表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)(表7.10.2)

(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)(7.6.12)(表7.6.2～7.6.3)

(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)(6.4.1)

(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)(6.3.2)(表6.3.2)

(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)(7.8.1～7.8.4)

(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)(18.7.2)

(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)(7.8.2)

(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)(7.9.1～7.9.9)

(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)(6.12.1～6.12.4)

(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)(6.11.1～6.11.6)

(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)(6.9.1～6.9.5)

(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)

(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)(4.6.3)

(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2)(4.6.2) (6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)(6.8.2)

(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)(7.12.4)

(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4)(4.6.4) 表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2表14.2.2

(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5)(4.6.5) (7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)(7.12.5)

(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)(6.13.2)

(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)(表5.2.1)

(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)(4.4.2)

（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)（4.4.1～6)

(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)(5.2.2)

(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4)(5.3.4) (6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)

(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2)(5.4.2) (6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)(6.14.2)

(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)(6.14.1)

(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)(5.4.10)

(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)(鉄筋工事仕様書)

(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)(6.15.1)

(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)(6.2.2)(6.2.4)(表6.2.2)

(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)(7.1.3～4)

(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)(6.10.1～6.10.4)

(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)(7.2.1)(表7.2.1)

(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)(6.2.1)(表6.2.1)

(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)

(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)(6.3.2)

(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)(7.2.2)

(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)(6.5.4)

(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)(7.2.3)

(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)(6.2.5)(表6.2.3)

(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)(7.2.4)(7.10.3)

(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)(表7.10.1)

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

変更 年 月日・変更事項変更年 月 日・変更事項変更 年 月日・変更事項変更年 月 日・変更事項変更 年 月日・変更事項変更年 月 日・変更事項変更年 月日・変更事項 図面 番号図面 番号図面 番号図面 番号図面 番号図面 番号図面 番号

設計 年月設計 年月設計 年月設計 年月設計 年月設計 年月設計 年月

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事福 山 市立 泉小 学 校受 変電 設備 改 修工 事

建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係建築工事　特記仕様書　構造関係
広島県福山市明神町２丁目 7番 35号広島県福山市明神町２丁目 7番 35号広島県福山市明神町２丁目 7番 35号広島県福山市明神町２丁目 7番 35号広島県福山市明神町２丁目 7番 35号広島県福山市明神町２丁目 7番 35号広島県福山市明神町２丁目 7番 35号

TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123

FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000

１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士

(登 録 183507号 )(登録 183507号 )(登 録 183507号 )(登録 183507号 )(登 録 183507号 )(登録 183507号 )(登録 183507号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) 

構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士

(登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) 

設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士
髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之

１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第 23(1)-1408号

高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所
有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社

福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課

※ 設計図による※ 設計図による※ 設計図による※ 設計図による※ 設計図による※ 設計図による※ 設計図による

Ｄ19以上Ｄ19以上Ｄ19以上Ｄ19以上Ｄ19以上Ｄ19以上Ｄ19以上

基礎、地中梁基礎、地中梁基礎、地中梁基礎、地中梁基礎、地中梁基礎、地中梁基礎、地中梁

65656565656565

ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５ＢＣＲ２９５

梁等梁等梁等梁等梁等梁等梁等

柱柱柱柱柱柱柱・・・・・・・ ※※※※※※※

・ 常温亜鉛メッキ ローバル・ 常温亜鉛メッキ ローバル・ 常温亜鉛メッキ ローバル・ 常温亜鉛メッキ ローバル・ 常温亜鉛メッキ ローバル・ 常温亜鉛メッキ ローバル・ 常温亜鉛メッキ ローバル

S-01S-01S-01S-01S-01S-01S-01

2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月

A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％



変更年月日・変更事項変更年 月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年 月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年 月日・変更事項変更年月日・変更事項 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事

広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号

TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123

FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000

１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士

(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) 

構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士

(登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) 

設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士
髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之

１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所
有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社

福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
※※※※※※※

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ
余長余長余長余長余長余長余長≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ余長余長余長余長余長余長余長 11111111111111 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬddddddd 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ １．梁主筋（異形鉄筋）の重１．梁主筋（異形鉄筋）の重１．梁主筋（異形鉄筋）の重１．梁主筋（異形鉄筋）の重１．梁主筋（異形鉄筋）の重１．梁主筋（異形鉄筋）の重１．梁主筋（異形鉄筋）の重

≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。(1)全長は、2）1）の直線定着の長さ以上とする。
　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び

1111111 ＬＬＬＬＬＬＬ1111111ＬＬＬＬＬＬＬ※※※※※※※(2)余長は、8d以上とする。(2)余長は、8d以上とする。(2)余長は、8d以上とする。(2)余長は、8d以上とする。(2)余長は、8d以上とする。(2)余長は、8d以上とする。(2)余長は、8d以上とする。 aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ 　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）
2222222ＬＬＬＬＬＬＬaaaaaaa bbbbbbb(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。(3)仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、下図に示す長さとする。 最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階 　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。

　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。　 ただし、梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4以上とする。
0000000 ２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手２．　　　　　　印は、継手

全長全長全長全長全長全長全長全長全長全長全長全長全長全長
0000000 /2/2/2/2/2/2/2/4/4/4/4/4/4/4 0000000 0000000/4/4/4/4/4/4/4 　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。

（ただし、柱せいの3/4倍以上）（ただし、柱せいの3/4倍以上）（ただし、柱せいの3/4倍以上）（ただし、柱せいの3/4倍以上）（ただし、柱せいの3/4倍以上）（ただし、柱せいの3/4倍以上）（ただし、柱せいの3/4倍以上） 2222222ＬＬＬＬＬＬＬaaaaaaa bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が３．梁内定着の端部下端筋が※※※※※※※ 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)ＬＬＬＬＬＬＬaaaaaaa

余長余長余長余長余長余長余長 　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、　　接近するときは、余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長
ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが　　のように引き通すことが
余長余長余長余長余長余長余長

1111111 1111111ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ 　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。　　できる。

1111111 ４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合ＬＬＬＬＬＬＬ1111111ＬＬＬＬＬＬＬ
※※※※※※※

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ 　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階
　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。　　以上とする。

ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長ハンチのある大梁の定着及び余長

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d ≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d

ddddddd

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ） （ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）（ニ）

あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形あばら筋組立の形

(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を 標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を 標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、(1)（イ）形を標準とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の場合は、

   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。   （ロ）～（ニ）とすることができる。

(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位 置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位 置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、(2)フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの付く側、

   Ｔ形では交互とする。   Ｔ形では交互とする。   Ｔ形では交互とする。   Ｔ形では交互とする。   Ｔ形では交互とする。   Ｔ形では交互とする。   Ｔ形では交互とする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。  なお、（ハ）の場合は床版の付く側を90°折曲げとする。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
ＤＤＤＤＤＤＤ

１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置

　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。
≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30≒30

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ ２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され
≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ 　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。

あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）あばら筋の割付け（その１）

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
ＤＤＤＤＤＤＤ

１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置

　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠ ２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され２．図中のＰ＠は、特記され
≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ ≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠≦Ｐ＠ 　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。　　たあばら筋の間隔を示す。

あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）あばら筋の割付け（その2）

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置１．あばら筋は、柱面の位置

　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。　　から割り付ける。
ＤＤＤＤＤＤＤ

２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、２．図中のＰ＠、Ｐ′＠は、

　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間　　特記されたあばら筋の間
Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠ Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠Ｐ′＠

　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。　　隔を示す。
≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠≦Ｐ′＠

0000000/4/4/4/4/4/4/4 0000000/4/4/4/4/4/4/4

0000000

あばら筋の割付け（その 3）あばら筋の割付け（その 3）あばら筋の割付け（その 3）あばら筋の割付け（その 3）あばら筋の割付け（その 3）あばら筋の割付け（その 3）あばら筋の割付け（その 3）

ＤＤＤＤＤＤＤ 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋腹筋 2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10
2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10

2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10

2-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ102-Ｄ10幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜ 1,200900≦Ｄ＜ 1,200900≦Ｄ＜ 1,200900≦Ｄ＜ 1,200900≦Ｄ＜ 1,200900≦Ｄ＜ 1,200900≦Ｄ＜ 1,200 1,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,5001,200≦Ｄ≦1,500

腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋腹筋及び幅止め筋

１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。１．腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 150㎜程度とする。

２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。２．幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D10-1,000＠程度とする。

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋腹筋は、腹筋ａａａａａａａあばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、あばら筋と同径、
及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の及び幅止め筋の

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔
項による。項による。項による。項による。項による。項による。項による。2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

ａａａａａａａ
ａａａａａａａ2222222

ａａａａａａａ2222222ｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂ ＬＬＬＬＬＬＬ
1111111ａａａａａａａ ｂｂｂｂｂｂｂ

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分
側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し側面の打増し ニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増しニ方向の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し下端の打増し 上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し上端の打増し

梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋梁の打増し補強配筋

1111111 2222222１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。１．梁の打増し幅（ａ、ａ　、ａ　）が70㎜以上の場合の補強を示す。

２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、２．あばら筋と同一方向の補強筋は、あばら筋と同径、同材質、同間隔とし、

    定着長さは　　とする。    定着長さは　　とする。    定着長さは　　とする。    定着長さは　　とする。    定着長さは　　とする。    定着長さは　　とする。    定着長さは　　とする。2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
0000000 0000000/4/4/4/4/4/4/4 /4/4/4/4/4/4/40000000 /2/2/2/2/2/2/2/4/4/4/4/4/4/4 0000000 0000000/2/2/2/2/2/2/2 /4/4/4/4/4/4/40000000

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ（定着）（定着）（定着）（定着）（定着）（定着）（定着）15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)外端外端外端外端外端外端外端
bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬ 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端 連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端余長余長余長余長余長余長余長

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)

※※※※※※※
3333333 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ /2/2/2/2/2/2/20000000 0000000/12/12/12/12/12/12/12 00000007777777 /4/4/4/4/4/4/4/6/6/6/6/6/6/6 0000000 00000000000000 /4/4/4/4/4/4/4 /4/4/4/4/4/4/4

0000000 0000000

小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）小梁主筋の継手、定着及び余長（その 1）

0000000 /4/4/4/4/4/4/42222222 22222220000000 /4/4/4/4/4/4/4ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ/2/2/2/2/2/2/20000000

bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬbbbbbbb 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)ＬＬＬＬＬＬＬ
端部端部端部端部端部端部端部 端部端部端部端部端部端部端部

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)
0000000 /3/3/3/3/3/3/32222222/6/6/6/6/6/6/6 /6/6/6/6/6/6/60000000 0000000 3333333 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ3333333 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ
0000000

小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）小梁主筋の継手、定着及び余長（その2）

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　１．　　　　　印は、余長位置を示す。　

２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。２．梁せいが小さく垂直で余長がとれない場合、斜めにしてもよい。

３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。３．図示のない事項は、基礎梁及び大梁の項による。

基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋基礎の配筋3）定着の方法3）定着の方法3）定着の方法3）定着の方法3）定着の方法3）定着の方法3）定着の方法 ２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け２．帯筋組立の形及び割付け 3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長3）ハンチのある場合の定着及び余長鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１鉄筋工事仕様書　　No.１
仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さＬが、フックありの定着の長さを ①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形①　Ｈ形

確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の確保できない場合の折曲げ定着の方法は、特記による。特記がなければ、下記の　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築　この仕様書は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（建築
（1）から（3）までを全て満足するものとする。（1）から（3）までを全て満足するものとする。（1）から（3）までを全て満足するものとする。（1）から（3）までを全て満足するものとする。（1）から（3）までを全て満足するものとする。（1）から（3）までを全て満足するものとする。（1）から（3）までを全て満足するものとする。工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき工事編）（令和７年版）５章鉄筋工事により作成する。この仕様書及び図面に明示なき

場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。場合は,公共建築工事標準仕様書（建築工事編）５章鉄筋工事による。

鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準鉄筋の折曲げ基準

２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等２．あばら筋（小梁、片持ち梁、基礎梁含む）の組立の形及び割付等

1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置1）あばら筋組立の形及びフックの位置

2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け2）あばら筋の割付け

(1)間隔が一様で、ハンチのない場合(1)間隔が一様で、ハンチのない場合(1)間隔が一様で、ハンチのない場合(1)間隔が一様で、ハンチのない場合(1)間隔が一様で、ハンチのない場合(1)間隔が一様で、ハンチのない場合(1)間隔が一様で、ハンチのない場合

(2)間隔が一様で、ハンチのある場合(2)間隔が一様で、ハンチのある場合(2)間隔が一様で、ハンチのある場合(2)間隔が一様で、ハンチのある場合(2)間隔が一様で、ハンチのある場合(2)間隔が一様で、ハンチのある場合(2)間隔が一様で、ハンチのある場合

(3)梁の端部で間隔の異なる場合(3)梁の端部で間隔の異なる場合(3)梁の端部で間隔の異なる場合(3)梁の端部で間隔の異なる場合(3)梁の端部で間隔の異なる場合(3)梁の端部で間隔の異なる場合(3)梁の端部で間隔の異なる場合

3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋3）腹筋及び幅止め筋

(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁(1)一般の梁

２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強２．打増し補強

小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁小梁及び片持ち梁

１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長１．小梁主筋の継手、定着及び余長

１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合１）連続小梁の場合

２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合２）単独小梁の場合

鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法鉄筋の折曲げ形状及び寸法

折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）折曲げ内法直径（Ｄ）

SD295、 SD345SD295、 SD345SD295、 SD345SD295、 SD345SD295、 SD345SD295、 SD345SD295、 SD345折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度 折 　曲　げ　図折　曲　げ　図折 　曲　げ　図折　曲　げ　図折 　曲　げ　図折　曲　げ　図折　曲　げ　図 SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390

D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38 D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D19～ D38D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下D16以下
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（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック（注）１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フック又は135°フック

を用いる場合には、余長は4d以上とする。を用いる場合には、余長は4d以上とする。を用いる場合には、余長は4d以上とする。を用いる場合には、余長は4d以上とする。を用いる場合には、余長は4d以上とする。を用いる場合には、余長は4d以上とする。を用いる場合には、余長は4d以上とする。

　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。　　　２．90°未満の折曲げの内法直径は、特記による。

（ａ ）（ａ）（ａ ）（ａ）（ａ ）（ａ）（ａ ） （ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）（ｂ）

異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック異形鉄筋のフック
次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。次の部分に使用する異形鉄筋の末端部には、フックを付ける。

1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。1）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある場合。

（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）（下図（ａ）の●印で示す鉄筋）

2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）2）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合。（基礎梁を除く）

（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）（下図（ｂ）の●印で示す鉄筋）
3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）3）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む。）

4）杭基礎のベース筋4）杭基礎のベース筋4）杭基礎のベース筋4）杭基礎のベース筋4）杭基礎のベース筋4）杭基礎のベース筋4）杭基礎のベース筋

5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋5）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ鉄筋の重ね継手の長さ

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの
鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

設計 基準強度設計 基準強度設計 基準強度設計 基準強度設計 基準強度設計 基準強度設計 基準強度 Ｌ (フックなし）Ｌ (フックなし）Ｌ (フックなし）Ｌ (フックなし）Ｌ (フックなし）Ｌ (フックなし）Ｌ (フックなし） 1h1h1h1h1h1h1h1111111 Ｌ 　(フック あり）Ｌ 　(フックあり）Ｌ 　(フック あり）Ｌ 　(フックあり）Ｌ 　(フック あり）Ｌ 　(フックあり）Ｌ 　(フック あり）
種類種類種類種類種類種類種類

Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）

18181818181818 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d
SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

21212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 30d30d30d30d30d30d30d
SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 35d35d35d35d35d35d35d 25d25d25d25d25d25d25d

21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 35d35d35d35d35d35d35d

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 40d40d40d40d40d40d40d 30d30d30d30d30d30d30d

１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ１．　、　：重ね継手の長さ,フックありの重ね継手の長さ（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） 1h1h1h1h1h1h1h1111111 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

1h1h1h1h1h1h1h フック部分　を含まない。フック部分　を含まない。フック部分　を含まない。フック部分　を含まない。フック部分　を含まない。フック部分　を含まない。フック部分　を含まない。２．Ｌ　は、下図に示すように２．Ｌ　は、下図に示すように２．Ｌ　は、下図に示すように２．Ｌ　は、下図に示すように２．Ｌ　は、下図に示すように２．Ｌ　は、下図に示すように２．Ｌ　は、下図に示すように

３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。３．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

1111111 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ

フックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さフックありの場合の重ね継手の長さ

鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着鉄筋の継手及び定着

１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手１．鉄筋の継手

鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。鉄筋の重ね継手は、次による。

なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。なお、径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。1）柱及び梁の主筋並びに耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、特記による。

　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの　 特記がなければ、耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、40d（軽量コンクリートの

   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。   場合は50d）又は下表の重ね継手長さのうち大きい値とする。
2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。2）1）以外の鉄筋の重ね継手の長さは、下表による。

２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着

1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。1）鉄筋の定着の長さは、特記による。特記がなければ、下表による。

鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ鉄筋の定着の長さ

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの 直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ フックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さ
鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の

設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度 1h1h1h1h1h1h1h 2h2h2h2h2h2h2h2222222 3h3h3h3h3h3h3h1111111 3333333ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
種類種類種類種類種類種類種類

Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡）Fc(Ｎ /m㎡） 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

18181818181818 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d
10d10d10d10d10d10d10d

21212121212121 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d
かつかつかつかつかつかつかつSD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295 24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d
150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d
以上以上以上以上以上以上以上

18181818181818 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d

21212121212121 45d45d45d45d45d45d45d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 10d10d10d10d10d10d10d
SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持（片持24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27
小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁 小梁小梁小梁小梁小梁小梁小梁30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d 20d20d20d20d20d20d20d

21212121212121 50d50d50d50d50d50d50d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d
場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は場合は

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 45d45d45d45d45d45d45d 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 40d40d40d40d40d40d40d 35d35d35d35d35d35d35d 30d30d30d30d30d30d30d 25d25d25d25d25d25d25d

1h1h1h1h1h1h1h11111111．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さ1．　、　：（注）2．から4．まで以外の直線定着の長さ及びフックありの定着の長さＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2．　、　：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ2h2h2h2h2h2h2h2h2h2h2h2h2h2h2222222 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3．　：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを3333333ＬＬＬＬＬＬＬ

　　　 受ける小梁は除く。　　　 受ける小梁は除く。　　　 受ける小梁は除く。　　　 受ける小梁は除く。　　　 受ける小梁は除く。　　　 受ける小梁は除く。　　　 受ける小梁は除く。

3h3h3h3h3h3h3h4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。4．　：小梁の下端筋のフックありの定着の長さ。ＬＬＬＬＬＬＬ

5．フックありの定着の場合は、下図に示すように5．フックありの定着の場合は、下図に示すように5．フックありの定着の場合は、下図に示すように5．フックありの定着の場合は、下図に示すように5．フックありの定着の場合は、下図に示すように5．フックありの定着の場合は、下図に示すように5．フックありの定着の場合は、下図に示すように　　フック部分　を含まない。　　フック部分　を含まない。　　フック部分　を含まない。　　フック部分　を含まない。　　フック部分　を含まない。　　フック部分　を含まない。　　フック部分　を含まない。

　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。　 また、中間部での折曲げは行わない。

6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。6．軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点定着起点

1111111 1111111 hhhhhhh2222222 2222222     ,    又は　      ,    又は　      ,    又は　      ,    又は　      ,    又は　      ,    又は　      ,    又は　 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ 3333333   ,   又は    ,   又は    ,   又は    ,   又は    ,   又は    ,   又は    ,   又は 3333333ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

フックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さフックあり定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ直線定着の長さ

直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ

梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の梁主筋の 小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の小梁及びスラブの上端筋の

柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ柱内折曲げ定着の投影定着長さ 梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ梁内折曲げ定着の投影定着長さ

折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法折曲げ定着の方法
３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ３．鉄筋の投影定着長さ

コンクリートのコンクリ ートのコンクリートのコンクリ ートのコンクリートのコンクリ ートのコンクリ ートの （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の鉄筋の
aaaaaaa bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度設計基準強度

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の１．　：梁主筋の柱内折曲げ定着の種類種類種類種類種類種類種類
Ｆ c(Ｎ /m㎡）Ｆ c(Ｎ /m㎡）Ｆ c(Ｎ /m㎡）Ｆ c(Ｎ /m㎡）Ｆ c(Ｎ /m㎡）Ｆ c(Ｎ /m㎡）Ｆ c(Ｎ /m㎡） 　　　　投影定着長さ　　　　投影定着長さ　　　　投影定着長さ　　　　投影定着長さ　　　　投影定着長さ　　　　投影定着長さ　　　　投影定着長さ

18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d 　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持　　　　（基礎梁、片持梁及び片持
21212121212121 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）　　　　　スラブを含む。）SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d
bbbbbbbＬＬＬＬＬＬＬ２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内２．　：小梁及びスラブ上端筋の梁内

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 　　　　折曲げ定着の投影定着長さ　　　　折曲げ定着の投影定着長さ　　　　折曲げ定着の投影定着長さ　　　　折曲げ定着の投影定着長さ　　　　折曲げ定着の投影定着長さ　　　　折曲げ定着の投影定着長さ　　　　折曲げ定着の投影定着長さ
18181818181818 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d 　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ　　　　（片持小梁及び片持ちスラブ

20d20d20d20d20d20d20d21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 　　　　　を除く。）　　　　　を除く。）　　　　　を除く。）　　　　　を除く。）　　　　　を除く。）　　　　　を除く。）　　　　　を除く。）SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345
24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 20d20d20d20d20d20d20d 15d15d15d15d15d15d15d ３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の３．軽量コンクリートの場合は、表の

30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 15d15d15d15d15d15d15d 15d15d15d15d15d15d15d 　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。　　値に5dを加えたものとする。
21212121212121 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

SD390SD390SD390SD390SD390SD390SD390 24、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 2724、 27 20d20d20d20d20d20d20d 20d20d20d20d20d20d20d

15d15d15d15d15d15d15d30、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 3630、 33、 36 20d20d20d20d20d20d20d

投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ投影定着長さ

隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置隣り合う継手の位置

1111111 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ

フックありフックありフックありフックありフックありフックありフックあり
1111111 hhhhhhhＬＬＬＬＬＬＬ

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合
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手

重
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手

重
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手
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手

1111111 hhhhhhhhhhhhhh ＬＬＬＬＬＬＬ1111111 ａａａａａａａａａａａａａａ ＬＬＬＬＬＬＬ
hhhhhhh hhhhhhh1111111 1111111ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

1111111ＬＬＬＬＬＬＬ

フックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなしフックなし
1111111ＬＬＬＬＬＬＬ

の場合の場合の場合の場合の場合の場合の場合
1111111 1111111ａａａａａａａＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬａａａａａａａ

1111111 1111111ＬＬＬＬＬＬＬａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5ａ=0.5 ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ａ≧0.5ＬＬＬＬＬＬＬ
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手
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手
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手

圧
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手
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手
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手
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手
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手
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手
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手
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手
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手
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手

圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手圧接継手・溶接継手

ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａ≧400㎜ａａａａａａａ

４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置４．隣り合う継手の位置

隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の隣り合う継手の位置は、下図による。ただし、スラブ筋でD16以下の

場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋場合及び壁筋の場合は除く。なお、先組み工法等で、柱及び梁の主筋

のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。のうち、隣り合う継手を同一箇所に設ける場合は、特記による。
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カップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラーカップラー

bbbbbbb

ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａ≧400㎜,かつ,ａ≧（ｂ＋40）㎜ａａａａａａａ

１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ, １節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,１節半以上,かつ,150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上
150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上150㎜以上 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋

3333333 1111111ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222 1111111ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合スラブの場合 壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合壁の場合

溶接 金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接 金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接 金網の継手及び定着溶接金網の継手及び定着溶接 金網の継手及び定着

５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着５．溶接金網の継手及び定着
2222222 33333331111111L は１．2）、L 及びL は2．2）による。L は１．2）、L 及びL は2．2）による。L は１．2）、L 及びL は2．2）による。L は１．2）、L 及びL は2．2）による。L は１．2）、L 及びL は2．2）による。L は１．2）、L 及びL は2．2）による。L は１．2）、L 及びL は2．2）による。

ddddddd≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d dddddddddddddd

≧6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d ≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d≧ 6d
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ddddddd

50d50d50d50d50d50d50d1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き1.5巻き以上の添え巻き

末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部末　端　部 中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部中　間　部
（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部）（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）（重ね継手）

スパイ ラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイ ラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイ ラル筋の継手及び定着スパイラル筋の継手及び定着スパイ ラル筋の継手及び定着

６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着６．スパイラル筋の継手及び定着

鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）鉄筋及び溶接金網の最小のかぶり厚さ（単位：㎜）

構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別構　造　部　分　の　種　別 最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）最小かぶり厚さ（㎜）

スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁スラブ、耐力壁 仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 20202020202020

以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁以外の壁 仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 30303030303030

仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030
柱柱柱柱柱柱柱 屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内屋　内

30303030303030土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し土に接し 仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし
梁梁梁梁梁梁梁

ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分ない部分 仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり仕上げあり 30303030303030
耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁 屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外屋　外

仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし仕上げなし 40404040404040

擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ擁壁、耐圧スラブ 40404040404040

土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す土に接す 柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁柱、梁、スラブ、壁 40404040404040

る部分る部分る部分る部分る部分る部分る部分 基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ基礎、擁壁、耐圧スラブ 60606060606060

煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分煙突等高熱を受ける部分 60606060606060

1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。1．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。　 また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ2．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ

　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを3．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの厚さを

　 含まない。　 含まない。　 含まない。　 含まない。　 含まない。　 含まない。　 含まない。

4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。4．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔鉄筋のかぶり厚さ及び間隔

１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）１．鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ（㎜）

柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の

1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔

あきあきあきあきあきあきあきＤＤＤＤＤＤＤ ＤＤＤＤＤＤＤ

Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径Ｄは,鉄筋の最大外径

鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき

２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき２．鉄筋相互のあき

1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。1) 次の値のうち最大のもの以上とする。

(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍(1）粗骨材の最大寸法の1.25倍

(2) 25㎜(2) 25㎜(2) 25㎜(2) 25㎜(2) 25㎜(2) 25㎜(2) 25㎜

(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍(3) 隣り合う鉄筋の平均径の1.5倍

2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨2）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨

   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。   とのあきも、同様とする。

3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。3）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号３．鉄筋の表示記号

丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼 ９φ９φ９φ９φ９φ９φ９φ 13φ13φ13φ13φ13φ13φ13φ 16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ 19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φ 22φ22φ22φ22φ22φ22φ22φ 25φ25φ25φ25φ25φ25φ25φ 28φ28φ28φ28φ28φ28φ28φ 32φ32φ32φ32φ32φ32φ32φ

異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋 Ｄ10Ｄ 10Ｄ 10Ｄ 10Ｄ 10Ｄ 10Ｄ 10 Ｄ 13Ｄ 13Ｄ 13Ｄ 13Ｄ 13Ｄ 13Ｄ 13 Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16 Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19 Ｄ 22Ｄ 22Ｄ 22Ｄ 22Ｄ 22Ｄ 22Ｄ 22 Ｄ 25Ｄ 25Ｄ 25Ｄ 25Ｄ 25Ｄ 25Ｄ 25 Ｄ 28Ｄ 28Ｄ 28Ｄ 28Ｄ 28Ｄ 28Ｄ 28 Ｄ 32Ｄ 32Ｄ 32Ｄ 32Ｄ 32Ｄ 32Ｄ 32

記　　号記　　号記　　号記　　号記　　号記　　号記　　号

G.LG.LG.LG.LG.LG.LG.L
はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

ＡＡＡＡＡＡＡ

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 8d8d8d8d8d8d8d

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細Ａ部詳細
基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋

腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい腹筋と兼ねてよい
基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋基礎梁主筋 はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋連続基礎配力筋

連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋連続基礎主筋

基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋基礎筋 はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋はかま筋

独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋独立基礎の配筋 連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋連続基礎の配筋

１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋１．直接基礎の配筋

(ａ)独立基礎(ａ)独立基礎(ａ)独立基礎(ａ)独立基礎(ａ)独立基礎(ａ)独立基礎(ａ)独立基礎 (ｂ)連続基礎(ｂ)連続基礎(ｂ)連続基礎(ｂ)連続基礎(ｂ)連続基礎(ｂ)連続基礎(ｂ)連続基礎

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

ＤＤＤＤＤＤＤ 3-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ16
※※※※※※※ ＤＤＤＤＤＤＤ2h2h2h2h2h2h2h2222222 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

3-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ163-Ｄ16
※※※※※※※

2222222 2h2h2h2h2h2h2hＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋基礎梁あばら筋
と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔と同径・同間隔

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅

0＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦2000＜Ｄ≦200 200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000200＜Ｄ≦1,000

基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋基礎接合部の補強配筋

２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋２．基礎接合部の補強配筋

柱柱柱柱柱柱柱

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着梁筋の基礎梁内への定着

0000000
１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項

/4/4/4/4/4/4/400000002222222 /4/4/4/4/4/4/4 /2/2/2/2/2/2/20000000 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 0000000 ＬＬＬＬＬＬＬ
　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。

aaaaaaa（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）aaaaaaa 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ ＬＬＬＬＬＬＬ15d15d15d15d15d15d15dＬＬＬＬＬＬＬ
２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長 　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。

余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長 ３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上
≧100≧100≧100≧100≧100≧100≧100 ＬＬＬＬＬＬＬaaaaaaaaaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ 　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 22222222222222 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）主筋の継手、定着及び余長（その１）

0000000

/4/4/4/4/4/4/40000000 １．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項/2/2/2/2/2/2/20000000/4/4/4/4/4/4/4 222222200000002222222 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 15d15d15d15d15d15d15dＬＬＬＬＬＬＬ （余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）aaaaaaa 15d15d15d15d15d15d15d aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長） 　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。
２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び

余長余長余長余長余長余長余長
　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。

余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長 ３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。

ＬＬＬＬＬＬＬaaaaaaa aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬaaaaaaa ＬＬＬＬＬＬＬ４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上
継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ 22222222222222ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）20d20d20d20d20d20d20d 　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）20d20d20d20d20d20d20d

主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）主筋の継手、定着及び余長（その2）

0000000

/4/4/4/4/4/4/4/2/2/2/2/2/2/2 00000000000000/4/4/4/4/4/4/4 22222222222222 0000000 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ １．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項１．図示のない事項は、大梁の項
aaaaaaaaaaaaaa 継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ 20d20d20d20d20d20d20d （余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長） 　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。　　による。

余長余長余長余長余長余長余長 ２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び２．　　　　　　印は、継手及び
余長余長余長余長余長余長余長

　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。　　余長位置を示す。
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 余長余長余長余長余長余長余長 ３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。３．破線は、柱内定着の場合を示す。

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上４．　の数値は、柱せいの3/4以上
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ15d15d15d15d15d15d15d継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ （余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）（余長）

　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。　　とする。

主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）主筋の継手、定着及び余長（その3）

基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋基礎梁の配筋

１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長１．基礎梁主筋の継手、定着及び余長

1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項1）一般事項

(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、(1)梁筋は、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができない場合は、

　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。　 柱内に定着する。だだし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。

(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。(2)梁筋を柱内に定着する場合は、梁の配筋１．１）（2）による。

2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長2）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長

3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長3）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長

　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。　　ただし、耐圧スラブがつく場合は4）による。

4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長4）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長

ddddddd

≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d≧8d

1h1h1h1h1h1h1hＬＬＬＬＬＬＬ

一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合 重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合重ね継手とする場合

あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置あばら筋組立の形及びフックの位置

２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋２．基礎梁のあばら筋

あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。あばら筋組立の形及びフックの位置は、梁の配筋２．1）による。

ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合ただし、梁の上下にスラブがつく場合で、かつ、梁せいが1.5ｍ以上の場合

は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。は、下図によることができる。

柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋柱の配筋

１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長１．柱主筋の継手、定着及び余長

ＤＤＤＤＤＤＤ

かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ

22 22 22 2
ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ （注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手
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00 00 00 0 　　の場合及び最上階の柱頭にある場　　の場合及び最上階の柱頭にある場　　の場合及び最上階の柱頭にある場　　の場合及び最上階の柱頭にある場　　の場合及び最上階の柱頭にある場　　の場合及び最上階の柱頭にある場　　の場合及び最上階の柱頭にある場00 00 00 0hh hh hh h hh hh hh h00 00 00 0 hh hh hh h 　 　合には、フックをを付ける。　　合には、フックをを付ける。　　合には、フックをを付ける。　　合には、フックをを付ける。　　合には、フックをを付ける。　　合には、フックをを付ける。　　合には、フックをを付ける。
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２．隣り合う継手の位置は、「隣り２．隣り合う継手の位置は、「隣り２．隣り合う継手の位置は、「隣り２．隣り合う継手の位置は、「隣り２．隣り合う継手の位置は、「隣り２．隣り合う継手の位置は、「隣り２．隣り合う継手の位置は、「隣り
上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋上階の鉄筋5
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　　合う継手の位置」による。　　合う継手の位置」による。　　合う継手の位置」による。　　合う継手の位置」による。　　合う継手の位置」による。　　合う継手の位置」による。　　合う継手の位置」による。ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合
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2222222ＬＬＬＬＬＬＬ３．柱頭定着長さ　 が確保できない３．柱頭定着長さ　 が確保できない３．柱頭定着長さ　 が確保できない３．柱頭定着長さ　 が確保できない３．柱頭定着長さ　 が確保できない３．柱頭定着長さ　 が確保できない３．柱頭定着長さ　 が確保できない

　　場合は、構造計算等により必要　　場合は、構造計算等により必要　　場合は、構造計算等により必要　　場合は、構造計算等により必要　　場合は、構造計算等により必要　　場合は、構造計算等により必要　　場合は、構造計算等により必要

00 00 00 0 hh hh hh h00 00 00 0hh hh hh h 　 　長さの確認を行うものとする。　　長さの確認を行うものとする。　　長さの確認を行うものとする。　　長さの確認を行うものとする。　　長さの確認を行うものとする。　　長さの確認を行うものとする。　　長さの確認を行うものとする。
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４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋４．柱頭柱主筋について、梁上端主筋
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22 22 22 2 下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋下階の鉄筋50
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　　との取合いを考慮し、適切なかぶ　　との取合いを考慮し、適切なかぶ　　との取合いを考慮し、適切なかぶ　　との取合いを考慮し、適切なかぶ　　との取合いを考慮し、適切なかぶ　　との取合いを考慮し、適切なかぶ　　との取合いを考慮し、適切なかぶＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合が多い場合
　　り厚さを確保する。　　り厚さを確保する。　　り厚さを確保する。　　り厚さを確保する。　　り厚さを確保する。　　り厚さを確保する。　　り厚さを確保する。
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≧75≧75≧75≧75≧75≧75≧75 ≧75≧75≧75≧75≧75≧75≧75

継手継手継手継手継手継手継手 定着定着定着定着定着定着定着

ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。（注）溶接は、鉄筋の組立前に行う。

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ） （ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形②　Ｗ－Ⅰ形

≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d≧40d ＬＬＬＬＬＬＬ
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＠
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（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）
≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d≧6d

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ） （ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）
帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形帯筋組立の形

④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形④　丸形③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）③　ＳＰ形（スパイラル筋）

(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。(1)Ｈ形を標準とする。

(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。(2)フック及び継手の位置は、交互とする。

(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、(3)溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5d以上、   片面フレア溶接   片面フレア溶接   片面フレア溶接   片面フレア溶接   片面フレア溶接   片面フレア溶接   片面フレア溶接

   の場合は10d以上とする。   の場合は10d以上とする。   の場合は10d以上とする。   の場合は10d以上とする。   の場合は10d以上とする。   の場合は10d以上とする。   の場合は10d以上とする。

(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、(4)ＳＰ形において、柱頭及び柱筋の端部は、　 1.5巻き以上の添巻きを行う。　 1.5巻き以上の添巻きを行う。　 1.5巻き以上の添巻きを行う。　 1.5巻き以上の添巻きを行う。　 1.5巻き以上の添巻きを行う。　 1.5巻き以上の添巻きを行う。　 1.5巻き以上の添巻きを行う。

(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。(5)Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下2222222PPPPPPP1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋帯筋

１．柱に取り付く梁に段差がある場合、１．柱に取り付く梁に段差がある場合、１．柱に取り付く梁に段差がある場合、１．柱に取り付く梁に段差がある場合、１．柱に取り付く梁に段差がある場合、１．柱に取り付く梁に段差がある場合、１．柱に取り付く梁に段差がある場合、上下の柱断面寸法が異上下の柱断面寸法が異上下の柱断面寸法が異上下の柱断面寸法が異上下の柱断面寸法が異上下の柱断面寸法が異上下の柱断面寸法が異

2222222PPPPPPP なる場合、帯筋は、一なる場合、帯筋は、一なる場合、帯筋は、一なる場合、帯筋は、一なる場合、帯筋は、一なる場合、帯筋は、一なる場合、帯筋は、一　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠ 22222221111111 PPPPPPP　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠　　帯筋の間隔を1.5　＠又は1.5　＠PPPPPPP
般の帯筋より１サイズ般の帯筋より１サイズ般の帯筋より１サイズ般の帯筋より１サイズ般の帯筋より１サイズ般の帯筋より１サイズ般の帯筋より１サイズ

　　とする範囲は、その柱に取り付く　　とする範囲は、その柱に取り付く　　とする範囲は、その柱に取り付く　　とする範囲は、その柱に取り付く　　とする範囲は、その柱に取り付く　　とする範囲は、その柱に取り付く　　とする範囲は、その柱に取り付く
太い鉄筋又は同径のも太い鉄筋又は同径のも太い鉄筋又は同径のも太い鉄筋又は同径のも太い鉄筋又は同径のも太い鉄筋又は同径のも太い鉄筋又は同径のも

　　すべての梁を考慮して適用する。　　すべての梁を考慮して適用する。　　すべての梁を考慮して適用する。　　すべての梁を考慮して適用する。　　すべての梁を考慮して適用する。　　すべての梁を考慮して適用する。　　すべての梁を考慮して適用する。のを２本重ねたものとのを２本重ねたものとのを２本重ねたものとのを２本重ねたものとのを２本重ねたものとのを２本重ねたものとのを２本重ねたものと

する。する。する。する。する。する。する。
2222222PPPPPPP　　なお、　＠、　＠は、特記された　　なお、　＠、　＠は、特記された　　なお、　＠、　＠は、特記された　　なお、　＠、　＠は、特記された　　なお、　＠、　＠は、特記された　　なお、　＠、　＠は、特記された　　なお、　＠、　＠は、特記された1111111PPPPPPP

かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下11111111111111PPPPPPP1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠PPPPPPP
　　帯筋の間隔を示す。　　帯筋の間隔を示す。　　帯筋の間隔を示す。　　帯筋の間隔を示す。　　帯筋の間隔を示す。　　帯筋の間隔を示す。　　帯筋の間隔を示す。

梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。梁面より割り付ける。

11111111111111PPPPPPPPPPPPPP　＠　＠　＠　＠　＠　＠　＠

かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下かつ150以下11111111111111PPPPPPPPPPPPPP1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠1.5　＠

帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け帯筋の割付け

2222222 1111111ＬＬＬＬＬＬＬ ａａａａａａａ

帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、帯筋と同径、 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下
同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔

2222222 300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下ＬＬＬＬＬＬＬ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下
2222222ａａａａａａａａａａａａａａ

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

300300300300300300300 300300300300300300300 300300300300300300300300300300300300300300 300300300300300300300
以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下以下

一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し一方向の打増し 二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し二方向の打増し

柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋柱の打増し補強配筋

22222221111111(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。(1)柱の打増し幅（ａ、ａ 、ａ ）が 70㎜以上の場合の補強を示す。

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。(2)帯筋と同一方向の補強筋は、帯筋と同径、同材質、同間隔とし定着長さは　とする。

(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。(3)軸方向の補強筋間隔は300㎜以下とする。

４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強４．柱の打ち増し補強

梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋梁の配筋

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱柱柱

梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着梁主筋の梁内定着

吊上げ筋は、一般のあばら吊上げ筋は、一般のあばら吊上げ筋は、一般のあばら吊上げ筋は、一般のあばら吊上げ筋は、一般のあばら吊上げ筋は、一般のあばら吊上げ筋は、一般のあばら

筋より１サイズ太い鉄筋又は筋より１サイズ太い鉄筋又は筋より１サイズ太い鉄筋又は筋より１サイズ太い鉄筋又は筋より１サイズ太い鉄筋又は筋より１サイズ太い鉄筋又は筋より１サイズ太い鉄筋又は
梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

同径のものを２本重ねたもの同径のものを２本重ねたもの同径のものを２本重ねたもの同径のものを２本重ねたもの同径のものを２本重ねたもの同径のものを２本重ねたもの同径のものを２本重ねたもの

とする。とする。とする。とする。とする。とする。とする。Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100Ｄ≦100
柱柱柱柱柱柱柱

段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁段違い梁

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ
余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長
二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋二段筋

22222222222222 ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ
余長余長余長余長余長余長余長

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ
aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ /2/2/2/2/2/2/20000000 0000000/4/4/4/4/4/4/40000000/4/4/4/4/4/4/42222222 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階

１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。１．継手中心位置は次による。
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長) 0000000　　上端筋：中央　/２以内　　上端筋：中央　/２以内　　上端筋：中央　/２以内　　上端筋：中央　/２以内　　上端筋：中央　/２以内　　上端筋：中央　/２以内　　上端筋：中央　/２以内
aaaaaaaaaaaaaa ＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬＬ

　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい　　下端筋：柱面より梁せい余長余長余長余長余長余長余長
余長余長余長余長余長余長余長

0000000　　（Ｄ）以上離し、　/４　　（Ｄ）以上離し、　/４　　（Ｄ）以上離し、　/４　　（Ｄ）以上離し、　/４　　（Ｄ）以上離し、　/４　　（Ｄ）以上離し、　/４　　（Ｄ）以上離し、　/４余長余長余長余長余長余長余長
ＤＤＤＤＤＤＤ

　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内　　を加えた範囲以内
余長余長余長余長余長余長余長

２．梁主筋（異形鉄筋）の重２．梁主筋（異形鉄筋）の重２．梁主筋（異形鉄筋）の重２．梁主筋（異形鉄筋）の重２．梁主筋（異形鉄筋）の重２．梁主筋（異形鉄筋）の重２．梁主筋（異形鉄筋）の重
aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さ継手長さaaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ 　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び　　ね継手が、梁の出隅及び

2222222 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、　　下端の両端にある場合、一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。　　フックを付ける。15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手３．　　　　　　印は、継手

　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。　　及び余長位置を示す。

４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合４．破線は、柱内定着の場合

　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。　　を示す。上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋
aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4※　　の数値は、柱せいの3/4

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長)
　  以上とする。　  以上とする。　  以上とする。　  以上とする。　  以上とする。　  以上とする。　  以上とする。

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋 ＤＤＤＤＤＤＤ0000000 /4/4/4/4/4/4/4

0000000

１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長１．大梁主筋の継手、定着及び余長

１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項１）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ(1)梁主筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すことができ

   ない場合は、柱内に定着することができる。   ない場合は、柱内に定着することができる。   ない場合は、柱内に定着することができる。   ない場合は、柱内に定着することができる。   ない場合は、柱内に定着することができる。   ない場合は、柱内に定着することができる。   ない場合は、柱内に定着することができる。

   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。   ただし、やむを得ず梁内に定着する場合は、下図による。

(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。(2)梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。　 なお、定着の方法は継手及び定着の項による。

上端筋：曲げ降ろす。上端筋：曲げ降ろす。上端筋：曲げ降ろす。上端筋：曲げ降ろす。上端筋：曲げ降ろす。上端筋：曲げ降ろす。上端筋：曲げ降ろす。

下端筋：原則として曲げ上げる。下端筋：原則として曲げ上げる。下端筋：原則として曲げ上げる。下端筋：原則として曲げ上げる。下端筋：原則として曲げ上げる。下端筋：原則として曲げ上げる。下端筋：原則として曲げ上げる。

(3)段違い梁は、下図による。(3)段違い梁は、下図による。(3)段違い梁は、下図による。(3)段違い梁は、下図による。(3)段違い梁は、下図による。(3)段違い梁は、下図による。(3)段違い梁は、下図による。

２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長２）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長

大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長大梁の重ね継手、定着及び余長

Ver.2512Ver.2512Ver.2512Ver.2512Ver.2512Ver.2512Ver.2512
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４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。４．原則として、柱及び梁内に、壁筋の継手を設けてはいけない。

３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。３．幅止め筋は、縦横ともD10－ 1,000＠程度とする。

２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。２．壁配筋の重ね継手は　　、定着長さは　　とする。

１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。１．図中のＰ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

変更年月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年月日・変更事項変更年月日・変更事項 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事

広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号広島県福山市明神町２丁目7番35号

TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123

FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000
１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士

(登録183507号)(登録183507号)(登録183507号)(登録183507号)(登録183507号)(登録183507号)(登録183507号) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) (登録7233号 ) 
構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士

(登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) (登録2832号 ) 
設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士

髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之

１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号１級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所
有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社

福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課
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（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）
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受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）受け筋（D13）

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）（イ）

耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合耐圧スラブの場合

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）（ハ）

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333
ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）（ロ）

一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合一般スラブの場合

ＬＬＬＬＬＬＬ

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋
（D16）（D16）（D16）（D16）（D16）（D16）（D16）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋
（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）

（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）（D13）
受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
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2222222ＬＬＬＬＬＬＬ 2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

bbbbbbb

bbbbbbb bbbbbbb bbbbbbb

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋
種別種別種別種別種別種別種別

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋
種別種別種別種別種別種別種別

短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋） 長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋） 長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）
全域全域全域全域全域全域全域 全域全域全域全域全域全域全域 全域全域全域全域全域全域全域 全域全域全域全域全域全域全域

Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１Ｓ１

Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２Ｓ２

Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３Ｓ３

Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４Ｓ４

Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５Ｓ５

Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６Ｓ６

Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７Ｓ７

Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８Ｓ８

Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９Ｓ９

Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10Ｓ10

Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11Ｓ11

Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12Ｓ12

Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13Ｓ13

Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14Ｓ14

D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠

D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠

D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠

D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

同　上同　上同　上同　上同　上同　上同　上

D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠

D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠

D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠

D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠

D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠

D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠

D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠D10-150＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠

D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠D10-250＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠

スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋スラブの基準配筋
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長
辺

方
向

長
辺

方
向

長
辺

方
向

長
辺

方
向

長
辺

方
向

長
辺

方
向

長
辺

方
向

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁

大
梁
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梁
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柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

小
梁

大梁大梁大梁大梁大梁大梁大梁

短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）短辺方向（主筋）

長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）長辺方向（配力筋）

スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＬＬＬＬＬＬＬ
1111111

ＬＬＬＬＬＬＬ
1111111

壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

開口開口開口開口開口開口開口

壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ壁開口部補強筋の定着長さ

壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋壁の打増し補強配筋

ａａａａａａａ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分打増し部分

ＬＬＬＬＬＬＬ

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋
2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。

　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。

片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）片持ちスラブの配筋（ＣＳ6及びＣＳ7）

≦600≦600≦600≦600≦600≦600≦600

ＬＬＬＬＬＬＬ

先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋先端部補強筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）片持ちスラブの配筋（ＣＳ1からＣＳ5）

　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。　　かぶり厚さを除いた長さとする。

　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。　　通してスラブに定着してもよい。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋 主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋

上上上上上上上

上上上上上上上

上上上上上上上

上上上上上上上

上上上上上上上

上上上上上上上

上上上上上上上

下下下下下下下

下下下下下下下

下下下下下下下

下下下下下下下

下下下下下下下

下下下下下下下

下下下下下下下

ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1ＣＳ1

ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2ＣＳ2

ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3ＣＳ3

ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4ＣＳ4

ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5ＣＳ5

ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6ＣＳ6

ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7ＣＳ7

D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠

D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠

D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠

D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠D13-300＠

D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠D10，D13-150＠

D10，D13-300＠D10，D13-300＠D10，D13-300＠D10，D13-300＠D10，D13-300＠D10，D13-300＠D10，D13-300＠

D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠D10-400＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠D10，D13-200＠

片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋片持ちスラブの基準配筋

受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋受け筋

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)D13(   ≦1,000)

D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)D16(   ＞1,000)
主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13受け筋 D13
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垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合垂れ壁のない場合
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以
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先
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厚
以
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先

端
壁

厚
以

上及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。及び間隔に合わせる。
先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径先端壁の縦筋の径

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合垂れ壁のある場合

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋先端に壁が付く場合の配筋

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111
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本本本本本本本
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2222222
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（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本（   )本
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スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋スラブ開口部の補強配筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋 上下筋上下筋上下筋上下筋上下筋上下筋上下筋
配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋
種別種別種別種別種別種別種別

Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１Ｈ１

Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２Ｈ２

Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３Ｈ３

Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４Ｈ４

Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５Ｈ５

Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６Ｈ６

Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７Ｈ７

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19

4-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D224-2-D22

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 3-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D133-2-D13

配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図

Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋Ｈ形配筋

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋
種別種別種別種別種別種別種別

配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３Ｍ３

Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４Ｍ４ 6-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D136-2-D13

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２Ｍ２

Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１Ｍ１ 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋Ｍ形配筋

配筋配筋配筋配筋配筋配筋配筋
種別種別種別種別種別種別種別

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋 溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋 配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図配　　筋　　図

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　し

な　しな　しな　しな　しな　しな　しな　しＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１ＭＨ１

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ＭＨ２ 2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠

2-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D132-2-D13ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３ＭＨ３

ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ＭＨ４ 4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13

4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５ＭＨ５

ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ＭＨ６ 4-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D164-2-D16

4-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D134-2-D13 2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠2-6φ-100＠

4-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D194-2-D19ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７ＭＨ７

ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋ＭＨ形配筋

5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)

5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)5-D10（   =1,500)

補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。補強筋を上端筋の下側に配置する。

1111111

22 22 22 2

/2/2/2/2/2/2/2

/
2/
2

/
2

/
2 /
2

/
2

/
2

1111111

11 11 11 1

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ
11 11 11 1

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ
33 33 33 3

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着補強筋の定着 1111111

22 22 22 2

/2/2/2/2/2/2/2

/
2/
2

/
2

/
2 /
2

/
2

/
2

1111111

11 11 11 1

一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分

の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋

出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分出隅部分

の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋の補強筋

出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋出隅及び入隅部の補強配筋

出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋出隅部分の補強配筋 出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋出隅受け部配筋

片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋片持ちスラブ出隅部の補強配筋

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） １．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。1111111 2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。２．出隅受け部配筋は柱又は梁に   定着する。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。１．   ≧   とする。1111111 2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222
ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

ａａａａａａａ
D13D13D13D13D13D13D13 D13D13D13D13D13D13D13

端　部端　部端　部端　部端　部端　部端　部中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222

2222222

ａａａａａａａ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋打継ぎ補強配筋

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋土間コンクリート補強筋

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。び間隔に合わせる。

中間部中間部中間部中間部中間部中間部中間部 端　部端　部端　部端　部端　部端　部端　部

ａａａａａａａ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ａａａａａａａ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。　　基礎へ荷重を伝達するものとする。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

ＨＨＨＨＨＨＨ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

350㎜350㎜350㎜350㎜350㎜350㎜350㎜5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ5Ｈ

ＨＨＨＨＨＨＨ

D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合70＜Ｈ≦150の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合Ｈ≦70の場合

段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋段差のあるスラブの補強配筋

150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。150㎜以下の段差のあるスラブの場合に限る。

補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ補強筋の定着長さ

リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋
D/2D/2D/2D/2D/2D/2D/2

突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接突合せ溶接

突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

余長余長余長余長余長余長余長

かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり

かぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶりかぶり
余長余長余長余長余長余長余長

突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋リング筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

余長余長余長余長余長余長余長突出し突出し突出し突出し突出し突出し突出し

貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径貫通孔外径

ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形ＭＨ形及びＭ形

D13D13D13D13D13D13D13

D10D10D10D10D10D10D10

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

D16D16D16D16D16D16D16

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ttttttt

壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋壁付き土間コンクリートの補強配筋

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

D10D10D10D10D10D10D10

800800800800800800800

コンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さコンクリートの厚さ

1111111 1111111

2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合2）先端に小梁がある場合

1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合1）先端に小梁のない場合

スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋

１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋１．スラブの基準配筋

1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋1）スラブの基準配筋

２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋２．スラブ筋の定着及び受け筋

３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋３．片持ちスラブの基準配筋

1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋1）片持ちスラブの基準配筋

５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）５．スラブ開口部の補強（スラブ開口の最大径が700㎜以下の場合に限る。）

 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。 　方向に2 -D13（   =2Ｌ  ）シングルを上下筋の内側に配筋する。

６．屋根スラブの補強６．屋根スラブの補強６．屋根スラブの補強６．屋根スラブの補強６．屋根スラブの補強６．屋根スラブの補強６．屋根スラブの補強

屋根スラブの出隅部及び入隅部屋根スラブの出隅部及び入隅部屋根スラブの出隅部及び入隅部屋根スラブの出隅部及び入隅部屋根スラブの出隅部及び入隅部屋根スラブの出隅部及び入隅部屋根スラブの出隅部及び入隅部

７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等７．スラブの打継ぎ補強等

1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強1）土間スラブの打継ぎ補強

2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋2）土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強８．段差のあるスラブの補強

２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式２．梁貫通孔の補強形式

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い３．コンクリートブロック帳壁との取合い

５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋５．壁の打増し補強配筋

2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強2）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強

鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２鉄筋工事仕様書　No.２

最上階最上階最上階最上階最上階最上階最上階一般階一般階一般階一般階一般階一般階一般階

aaaaaaa

aaaaaaaＬＬＬＬＬＬＬ
2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋６．パラペットの配筋

パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋パラペットの配筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222
ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13
先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長 余長余長余長余長余長余長余長

D13D13D13D13D13D13D13 D13D13D13D13D13D13D13

２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。２．ａが300㎜以下の場合に限る。

階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋階段の配筋

１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段１．片持ちスラブ形階段

特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。特記による。

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図

ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２

ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４

D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠ D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠

D13D13D13D13D13D13D13
D13D13D13D13D13D13D13

D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠
D13D13D13D13D13D13D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠

D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠

D13D13D13D13D13D13D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13D13D13D13D13D13D13D13

D13D13D13D13D13D13D13

D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠

片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋片持ちスラブ形階段の基準配筋

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。2）壁開口部補強の定着長さは、下図による。

3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部3）開口部は柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部

　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　 を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。（注）上端筋、下端筋とも同一配筋とする。

１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。１．配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。２．鉄筋の重ね継手長さは、   とする。

配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋配力筋

１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さより

２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き２．スラブに段差のない場合は、主筋を引き
10ｄ以上10ｄ以上10ｄ以上10ｄ以上10ｄ以上10ｄ以上10ｄ以上

8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより１．先端の折曲げ長さＬは，スラブ厚さより

２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き２．スラブに段差のない場合は，主筋を引き

配力筋 D10-200＠配力筋 D10-200＠配力筋 D10-200＠配力筋 D10-200＠配力筋 D10-200＠配力筋 D10-200＠配力筋 D10-200＠

４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。４．先端に壁が付く場合の配筋は、下図による。

1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め1）スラブ開口によって切られる鉄筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め

2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに2）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることに

　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。　　より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強を示す。

同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔同材質、同間隔
スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、スラブ筋と同径、

１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ１．土間コンクリートとは、土に接するスラブのうち、床荷重を直接支持地盤へ

　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して　　伝達できるものをいい、それ以外は土間スラブとして、梁及び柱を介して

片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、片持ちスラブ形階段の基準配筋は、下表及び下図により、寸法及び配筋種別は、

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

ＬＬＬＬＬＬＬ
1111111

貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合貫通孔が円形の場合

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。（注）　　　　　は、一般部分のあばら筋を示す。

１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。１．大臣認定による既製品を使用する場合は、適用条件はすべて認定内容による。

１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。１．　　　　　印は、余長位置を示す。

２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。２．先端の折曲げ長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。３．図示のない事項は、大梁の項による。

ＬＬＬＬＬＬＬ４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。４．　　の数値は、原則として、柱せいの３／４倍以上とする。

２．片持梁主筋の継手、定着及び余長２．片持梁主筋の継手、定着及び余長２．片持梁主筋の継手、定着及び余長２．片持梁主筋の継手、定着及び余長２．片持梁主筋の継手、定着及び余長２．片持梁主筋の継手、定着及び余長２．片持梁主筋の継手、定着及び余長

壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50㎜以上の場合の補強を示す。

出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

ＤＤＤＤＤＤＤ

控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）控壁の配筋（水平、垂直とも）

1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋1）控壁の配筋

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面垂直断面

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ
片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋片持梁筋

折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ折下げ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222

2222222

先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁先端小梁

（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）（頭つなぎ梁）

片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁片持梁

小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部小梁外端部 小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部小梁連続端部

水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面水平断面

１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。１．図示のない場合は、先端に小梁のない場合の項による。

２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
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Ｗ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15ＡＷ15Ａ
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Ｗ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20ＢＷ20Ｂ

D10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングルD10-200＠シングル

D10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングルD10-150＠シングル

D10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングルD10-100＠シングル

D10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブル

D10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブル

D10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブルD10-200＠ダブル

D10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブルD10-150＠ダブル
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150150150150150150150

180180180180180180180

200200200200200200200

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋

壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋壁の基準配筋

壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋壁及びその他の配筋

１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋１．壁の基準配筋

1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。1）壁の基準配筋は下図による。

（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。（注）壁筋の配筋順序は、規定しない。

片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋

種　別種　別種　別種　別種　別種　別種　別 断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)断　面　図　(㎜)

ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1ＫＷ1

ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2ＫＷ2

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋

縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋縦　筋

横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋

横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋横　筋

D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠

D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

ダブルダブルダブルダブルダブルダブルダブル

ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1ＫＡ1

ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4ＫＡ4

階段の階段の階段の階段の階段の階段の階段の

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

180180180180180180180

200200200200200200200

縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋

ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2ＫＡ2

ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3ＫＡ3

2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。2）片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準配筋は下図による。

２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着２．壁の継手及び定着

（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は、横筋の外側に配筋する。
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壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋壁の配筋

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

梁梁梁梁梁梁梁

端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）端部（垂直及び水平断面）

外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）外壁の端部（垂直及び水平断面）

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

ＬＬＬＬＬＬＬ継手　 継手　 継手　 継手　 継手　 継手　 継手　 ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222 ＬＬＬＬＬＬＬ2222222 ＬＬＬＬＬＬＬ2222222 ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）交差部（水平断面）

壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋壁の交差部及び端部の配筋

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

1111111

３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。３．壁の交差部及び端部の配筋は、下図による。

壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）壁開口部補強筋（Ｂ形）

補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋 補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋
壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別 壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別壁 の 種 別

縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横 縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横縦　横 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13 1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13 2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

2-D132-D132-D132-D132-D132-D132-D13

1-D131-D131-D131-D131-D131-D131-D13

4-D134-D134-D134-D134-D134-D134-D13

壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）壁開口部補強筋（Ａ形）

４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強４．壁開口部の補強

1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。1）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形又はＢ形とする。

Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15

Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20

Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15Ｗ12、Ｗ15

Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20Ｗ18、Ｗ20

片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着片持ちスラブ形階段配筋の定着

　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。　　配筋による。

3333333ＬＬＬＬＬＬＬ　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。　　長さ］の   とする。

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

3333333ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ
１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準１．壁配筋は、片持ちスラブ形階段を受ける壁の基準

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、［鉄筋の定着

２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。２．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４

ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３

ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２

ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠D13-200＠

D13，D16-150＠D13，D16-150＠D13，D16-150＠D13，D16-150＠D13，D16-150＠D13，D16-150＠D13，D16-150＠

D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠D13-100＠

D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠D13-150＠

配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６ＫＢ６

ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５ＫＢ５

ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７ＫＢ７

D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠D16-125＠

D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠D16-100＠

D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠D16-150＠

二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋二辺固定スラブ形階段の基準配筋
２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段２．二辺固定スラブ形階段

上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域） 上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）上端筋、下端筋とも（全域）

二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

0000000

D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠

D13D13D13D13D13D13D13

D10D10D10D10D10D10D10

D10D10D10D10D10D10D10

D10D10D10D10D10D10D10

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠
D13D13D13D13D13D13D13

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ

150150150150150150150

D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠D10-200＠
2222222

2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ
ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

bbbbbbb

bbbbbbb

余長余長余長余長余長余長余長

余長余長余長余長余長余長余長

150150150150150150150

0000000

ＬＬＬＬＬＬＬ3333333

3333333ＬＬＬＬＬＬＬ

ｔｔｔｔｔｔｔ

D10D10D10D10D10D10D10

D10D10D10D10D10D10D10
D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠D10-300＠

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

2222222ＬＬＬＬＬＬＬ

ＬＬＬＬＬＬＬ2222222

ＬＬＬＬＬＬＬbbbbbbb

余長余長余長余長余長余長余長

0000000

二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋梁貫通孔及びその他の配筋

１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋１．梁貫通孔の配筋
１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。

２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。２）孔の径は、梁せいの1/3以下とする。

３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より３）孔の上下方向の位置は梁せいの中心付近とし、梁中央部においては梁下端より

　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。　　D/3（Dは梁せい）の範囲に設けてはならない。

　　に孔を設けてはならない。　　に孔を設けてはならない。　　に孔を設けてはならない。　　に孔を設けてはならない。　　に孔を設けてはならない。　　に孔を設けてはならない。　　に孔を設けてはならない。

４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。４）孔は、柱面から、原則として、1.5D（Dは梁せい）以上離す。

　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。　　ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。
５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。７）補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、下図による。

８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。８）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10㎜以上とする。

９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。９）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。

　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。　　中心とする。
10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の10）溶接金網の割付け始点は、横筋であばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の
　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。　　なお、リング筋は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲　　ただし、耐圧スラブ付きの基礎梁の梁中央部においては、梁上端よりD/3の範囲

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

横筋横筋横筋横筋横筋横筋横筋

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋下縦筋

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋斜め筋

上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋上縦筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋

Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形Ｈ形

A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％A2版 100％ A3版 71％

S-03S-03S-03S-03S-03S-03S-03

2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月2026年4月



変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事

広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号

TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123

FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000
１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士

(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) 
構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士

(登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) 
設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士

髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之

１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号

高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所
有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社

福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法　 試験技術者の資格及び認証）に従う試験に基づく能力並びに鋼構造建築溶接部及びその試験の方法

   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。   について十分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合   (ｲ)工場溶接の場合

　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。　　　②AOQL（平均出検品限界）は、4.0％とする。

   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合   (ｳ)工場現場溶接の場合

　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。　　　①試験は、全ての溶接部について行う。

(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥(3)割れの疑いがある表面欠陥

　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模　 JIS Z 2343-1（非破壊試験－浸透探傷試験－第１部：一般通則：浸透探傷試験方法及び浸透指示模

   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。   様の分類）又はJIS Z 2320-1（非破壊試験－磁粉探傷試験－第１部：一般通則）による試験を行う。

４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４．形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径 ３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立３．部材の組立 (3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊(3)超音波探傷試験、浸透探傷試験又は磁粉探傷試験を行う場合、技能資格者は、JIS Z 2305（非破壊鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１鉄骨工事仕様書　　No.１
(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を(1)組立溶接の位置は、板材の隅角部、本溶接の始点及び終点等の強度上又は工作上支障のある箇所を

   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。   避ける。・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書・図面及び仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書
(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。(2)開先内には、組立溶接を行わない。 ９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験９．溶接部の試験　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。　（建築工事編）（令和4年版）による。
(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。(3)組立溶接で本溶接の一部となるものは最小限とし、欠陥を生じたものは、全て削り取る。 (1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験(1)溶接部の外観試験・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。・項目及び特記事項は、○印をつけたものを適用する。○のない場合は、※印を適用する。
(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で(4)組立溶接の最小ビート長さは、下表により、組み立てた部分の計上が保持できるよう適切な間隔で 　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。　 JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験を行う。

   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。   溶接する。 (2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験(2)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験１．材料１．材料１．材料１．材料１．材料１．材料１．材料
   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。   (ｱ)試験の規準は、(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準」による。

　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。　　　①試験箇所数の数え方は、JASS 6 表10.1［検査箇所数の数え方］に準ずる。

　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。　　　③検査水準は、第6水準とする。

　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。　　　②溶接部の不合格箇所は、全て補修を行い、再試験する。

※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合※２.３.４.までの値は標準であり、高力ボルト及び普通ボルトの縁端距離を変更する必要がある場合 ５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接５．スタッド溶接及びデッキプレートの溶接
　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）　は、「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」（平成12年5月31日　建　設省告示第1464号）

　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。　に規定される値を下回らないようにする。 １．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。１．スタッド溶接作業は、技能資格者が行う。

５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ５．締め付け長さに加える長さ ２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り２．スタッドの仕上り

(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。(1)普通ボルトの場合は、締付け終了後ナットの外に３山以上ねじが出るように選定する。 (1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。(1)スタッドの仕上り高さは、所定の高さ-2㎜から所定の高さ+2㎜までの範囲とする。

(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。(2)高力ボルトの場合は、下表による。 (2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。(2)スタッドの傾きは、5°以内とする。

(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。(3)カラーがスタッドの軸全周にわたって形成されているものとする。

(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。(4)母材及びスタッド材軸部に発生したアンダーカットは、0.5㎜以内とする。

３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工３．スタッド溶接施工

(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下(1)スタッド溶接は、アークスタッド溶接の直接溶接とし、下向き姿勢とする。ただし、やむを得ず下
   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。   向き以外の姿勢で溶接を行う場合は、溶接姿勢に相応した能力を有する者が溶接することとする。

(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。(2)スタッド溶接用電源は、専用電源とする。

(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、(3)溶接面に、水分、錆、塗料、亜鉛めっき等の溶接作業及び溶接結果に支障となるものがある場合は、

   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。   スタッド軸径の2倍以上を丁寧に除去し、清掃を行う。

(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験(4)デッキプレートを貫通させてスタッド溶接を行う場合は、事前に引張試験、曲げ試験、マクロ試験

   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。   等を行い、溶接部の品質が確保できる施工条件を定める。

４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）４．スタッド溶接後の試験（結果を監督職員に提出する。）

(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査(1)外観検査

   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。   (ｱ)全てのスタッド溶接部について、母材及びスタッド材軸部のアンダーカットの有無はを確認する。

   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。   (ｲ)スタッドの仕上り高さ及び傾きの試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。

      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接      ロットの大きさは、100本及びその端数とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接

      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。      される部材ごとに構成する。

(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験(2)打撃曲げ試験

   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数   (ｱ)試験は抜取りとし、１ロットにつき１本以上抜き取る。ロットの大きさは、100本及びその端数
      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。      とする。また、ロットは、スタッドの種類ごと及び溶接される部材ごとに構成する。

５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接５．デッキプレートの溶接

(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込(1)デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合は、焼抜き栓溶接を行う。なお、デッキプレートが敷込

   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若   み後に強風や突風によって飛散しないように、敷込みと同時に仮留めとしてアークスポット溶接若

   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。   しくは隅肉溶接を行う必要がある。

(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)焼抜き栓溶接を行う溶接技能資格者(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と   (ｱ)手動方法の場合は、JIS Z 3801（手溶接技術検定における試験方法及び判定基）における基本と

      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。      なる級以上の有資格者とする。

   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）   (ｲ)自動焼抜栓溶接機の場合は、JIS Z 3841（半自動溶接技術検定における試験方法及び判定基準）

      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。      における基本となる級以上の有資格者とする。

６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装６．錆止め塗装

１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,１．鉄鋼面錆止め塗料の種別は特記による。塗料塗りの種別は,特記がなければ,見え掛り部分はＡ種とし,

見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。見え隠れ部分はＢ種とする。
２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲２．塗装の範囲

(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。(1)次の部分は塗装をしない。

   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分   (ｱ)コンクリートに密着する部分及び埋め込まれる部分

   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面   (ｲ)高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面   (ｳ)密閉される閉鎖形断面の内面

   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分   (ｴ)ピン、ローラー等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分

   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分   (ｵ)組立によって肌合せとなる部分

(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接(2)工事現場で溶接を行う部分であっても、溶接に支障となる錆が発生するおそれのある場合は、溶接

   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。   に支障のない適切な防錆措置を講ずる。

(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範(3)工事現場で溶接を行う部分の両側それぞれ100㎜程度の範囲及び超音波探傷試験に支障を及ぼす範

   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。   囲の塗装は、超音波探傷試験の完了後に行う。

３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装３．工事現場塗装

(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗(1)工事現場で組み立てた接合部の素地ごしらえは、Ｃ種とし、工場塗装と同種の錆止め塗料により塗

   装する。   装する。   装する。   装する。   装する。   装する。   装する。
(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。(2)現場搬入後に塗膜が損傷した部分は、活膜を残して除去し、錆止め塗料で補修する。

(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。(3)錆が生じた部分は、旧塗膜を除去し、Ｃ種の素地ごしらえを行ったうえ、錆止め塗料で補修する。

７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工７．工場現場施工

１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。１．アンカーボルトは、二重ナット及び座金を用い、ねじがナットの外に３山以上出るようにする。

２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。２．柱底均しモルタルの工法はＡ種とし、モルタルの厚みは50㎜とする。Ｂ種の場合は、30㎜とする。

３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重３．建方は、組立順序、建方中の構造体の補強の要否等の検討を行い、本接合が完了するまで風荷重、自重

　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。　　その他の荷重に対して安全な方法とする。

４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群４．仮ボルトは、本接合のボルトと同軸径の普通ボルト等で損傷のないものを使用し、締付け本数は、１群

　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。　　のボルト数の1/3以上、かつ、２本以上とする。

５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全５．柱又は梁を現場溶接接合とする場合は、エレクションピース等の仮ボルトは、高力ボルトを使用し、全

　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。　　て締め付ける。

６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。６．本接合に先立ち、ひずみを修正し、建入れ直しを行う。

７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要７．鉄骨に材料、機械等の重量物を積載する場合や、特殊な荷重を負担させる場合は、補強の要否等の必要
　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。　　な検討を行い、検討結果を監督職員に提出する。

８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。８．吊上げの際に変形しやすい部材は、適切な補強を行う。

９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。９．建方の完了後、形状及び寸法精度を確認し、監督職員の検査を受ける。

８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき８．溶融亜鉛めっき

１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。１．溶融亜鉛めっき作業は、JIS H 8641（溶融亜鉛めっき） によるJISマーク表示認証工場で行う。

２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。２．鋼材の溶融亜鉛めっきは、［亜鉛めっきの種別］により、種別は、鋼材の板厚に相応したものとする。

３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。３．普通ボルト、ナット類又はアンカーボルト類の溶融亜鉛めっきはＣ種とする。

４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。４．溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、ブラスト処理とする。

　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）　　（すべり係数値が0.4以上、摩擦面の表面粗度を50μmRz以上とする。）

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）
ＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢＢ

ggggggg ggggggg ggggggg2222222 1111111 2222222

ＡＡ ＡＡ ＡＡ Ａ 11 11 11 1
gg gg gg g

ggggggg ggggggg1111111 2222222

ＢＢＢＢＢＢＢ
ggggggg3333333

ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ ｇ Ａ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢＡ又はＢ 1111111 2222222 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 ＢＢＢＢＢＢＢ 1111111 2222222 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径 ＢＢＢＢＢＢＢ 3333333 最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径最大軸径

45454545454545 25252525252525 12121212121212 100100100100100100100 56565656565656 16161616161616 50505050505050 30303030303030 12121212121212

50505050505050 28282828282828 16161616161616 125125125125125125125 75757575757575 16161616161616 65656565656565 35353535353535 20202020202020

60606060606060 35353535353535 16161616161616 150150150150150150150 90909090909090 22222222222222 70707070707070 40404040404040 20202020202020

65656565656565 35353535353535 20202020202020 175175175175175175175 105105105105105105105 22222222222222 75757575757575 40404040404040 22222222222222

70707070707070 40404040404040 20202020202020 200200200200200200200 120120120120120120120 24242424242424 80808080808080 45454545454545 22222222222222

75757575757575 40404040404040 22222222222222 250250250250250250250 150150150150150150150 24242424242424 90909090909090 50505050505050 24242424242424
(注)1

80808080808080 45454545454545 22222222222222 300300300300300300300 150150150150150150150 40404040404040 24242424242424 100100100100100100100 55555555555555 24242424242424

90909090909090 50505050505050 24242424242424 350350350350350350350 140140140140140140140 70707070707070 24242424242424

100100100100100100100 55555555555555 24242424242424 400400400400400400400 140140140140140140140 90909090909090 24242424242424

125125125125125125125 50505050505050 35353535353535 24242424242424
　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合　(注)1　千鳥打ちとした場合

130130130130130130130 50505050505050 40404040404040 24242424242424

150150150150150150150 55555555555555 55555555555555 24242424242424

175175175175175175175 60606060606060 70707070707070 24242424242424

200200200200200200200 60606060606060 90909090909090 24242424242424

材料名材料名材料名材料名材料名材料名材料名

○○○○○○○ 構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材構造用鋼材 ・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材） ※SS400※SS400※SS400※SS400※SS400※SS400※SS400 ・SS490・SS490・SS490・SS490・SS490・SS490・SS490 ・SS540・SS540・SS540・SS540・SS540・SS540・SS540

・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106・JIS G 3106 （溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材）（溶接構造用圧延鋼材） ・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A・SM400A ・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B・SM400B ・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C・SM400C

・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A・SM490A ・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B・SM490B ・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C・SM490C

・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA・SM490YA ・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB・SM490YB

・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B・SM520B ・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C・SM520C

・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114・JIS G 3114 （溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）（溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材）・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP・SMA400AW、AP ・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP・SMA400BW、BP ・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP・SMA400CW、CP

・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP・SMA490AW、AP ・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP・SMA490BW、BP ・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP・SMA490CW、CP

・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136・JIS G 3136 （建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材）（建築構造用圧延鋼材） ・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A・SN400A ・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B・SN400B ・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C・SN400C

・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B・SN490B ・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C・SN490C

・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138・JIS G 3138 （建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼）（建築構造用圧延棒鋼） ・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A・SNR400A ・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B・SNR400B ・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B・SNR490B

・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350・JIS G 3350 （一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼）（一般構造用軽量形鋼） ※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400※SSC400

・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353・JIS G 3353 （一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼）（一般構造用溶接軽量Ｈ形鋼） ・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400・SWH400

・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444・JIS G 3444 （一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管）（一般構造用炭素鋼鋼管） ※STK400※STK400※STK400※STK400※STK400※STK400※STK400 ・STK490・STK490・STK490・STK490・STK490・STK490・STK490

・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466・JIS G 3466 （一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管）（一般構造用角形鋼管） ※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400※STKR400 ・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490・STKR490

・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475・JIS G 3475 （建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管）（建築構造用炭素鋼鋼管） ・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W・STKN400W ・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B・STKN400B ・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B・STKN490B

・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352・JIS G3352 （デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート）（デッキプレート） ・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T・SDP1T ・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2・SDP2 ・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3・SDP3

・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG・SDP1TG ・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G・SDP2G

○○○○○○○ ボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナットボルト・ナット ・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101・JIS G 3101 （一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材）（一般構造用圧延鋼材） 建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト建方用アンカーボルト

用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材用鋼材 ・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220・JIS B 1220 （構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット）（構造用両ねじアンカーボルトセット） 構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト構造用アンカーボルト

・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186・JIS B 1186 （摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）（摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット）

・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T）・１種（F8T） ※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T）※２種（F10T） ・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）・３種（F11T）

・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09・JSS Ⅱ 09 （構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）（構造用トルシア形高力ボルト・六角ナット・平座金のセット）

・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180・JIS B 1180 （六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト）（六角ボルト） ※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中 ねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6gねじの公差域クラス：6g 強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6強度区分：4.6

・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181・JIS B 1181 （六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット）（六角ナット） ※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中※仕上げの程度：中 ねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6Hねじの公差域クラス：6H 強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T強度区分：5T

・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256・JIS B 1256 （平座金）（平座金）（平座金）（平座金）（平座金）（平座金）（平座金） ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ※並形－部品等級Ａ

○○○○○○○ ターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックルターンバックル ・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540・JIS A5540 （建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）（建築用ターンバックル）

・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541・JIS A 5541 （建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴）（建築用ターンバックル胴） ※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式※割枠式

名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称名　　　　称 規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格規　　　　　　　　　　　格
○○○○○○○ 溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料溶接材料

JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211JIS Z 3211 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）
被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒被覆アーク溶接棒

JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 JIS Z 3214 （耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）（耐候性鋼用被覆アーク溶接棒）

JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312JIS Z 3312 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用のマグ溶接及びミグ溶接ソリッドワイヤ）

ガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアークガスシールドアーク JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ溶接用ワイヤ JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315JIS Z 3315 （耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）（耐候性鋼用のマグ溶接及びミグ溶接用ソリッドワイヤ）

JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320JIS Z 3320 （耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（耐候性鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

セルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアーセルフシールドアー
JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313JIS Z 3313 （軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）（軟鋼、高張力鋼及び低温用鋼用アーク溶接フラックス入りワイヤ）

ク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤク溶接用ワイヤ

JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183JIS Z 3183 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶着金属の品質区分）
サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶サブマージアーク溶

JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351JIS Z 3351 （炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）（炭素鋼及び低合金鋼用サブマージアーク溶接ソリッドワイヤ）
接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料

JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352JIS Z 3352 （サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）（サブマージアーク溶接及びエレクトロスラグ溶接用フラックス）

JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353JIS Z 3353 （軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）（軟鋼及び高張力鋼用エレクトロスラグ溶接ワイヤ及びフラックス）
接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料接用材料

エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶エレクトロスラグ溶

スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料スタッド溶接用材料 JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198JIS B 1198 （頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）（頭付きスタッド）

－－－－－－－ 上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料上に掲げるもののほか、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた溶接材料

率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困率や90°以外の取合い角度を有する変形した建築構造物の場合、溶接作業及び高力ボルトの締付けが困

床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。床書き原寸図やＣＡＤシステムから出力される実寸大のフィルムで作業性等を検討するのがよい。

２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意２．工作上の注意

１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺１．鉄骨製作用の基準巻尺

(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。(1)鋼製巻尺は、JIS B 7512（鋼製巻尺）の１級品を使用する。

(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差(2)確認は工事現場用と鉄骨製作用の基準巻尺を並べた状態で一定の張力（50N程度）を与え、その誤差

  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。  を読み取る。誤差は10ｍにおいて±1.2㎜以下とする。又、気温変化による温度補正を行う。
２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき２．けがき

2222222490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た490N/㎜ 級以上の高張力鋼、曲げ加工する外側等には、たがね、ポンチ等による打こんを残さない。た

だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。だし、溶接により溶融する箇所又は切断、切削又は孔あけにより除去される箇所は、この限りでない。

３．切断３．切断３．切断３．切断３．切断３．切断３．切断

(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の(1)鋼材の切断面は、材軸に垂直とする。ガス切断による場合は、自動ガス切断とする。厚さ13㎜以下の

   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ   鋼板は、せん断による切断とすることができる。ただし、主要部材の自由端（梁や柱のフランジのへ
 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。 　り等）又は溶接接合部には、せん断へりを用いない。

(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。(2)切断面には、有害な凹凸、まくれ、切欠き、スラグの付着等がないものとする。

４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径４．鉄筋の貫通孔の孔径

(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。(1)鉄筋の貫通孔の孔径の最大値は、下表による。

(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。(2)鉄骨面と平行となる鉄筋の間隔は、鉄筋工事における鉄筋相互のあき以上の間隔とする。

(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。(3)鉄骨フランジの鉄筋貫通は、行ってはならない。

５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図５．現寸図

標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲標準的形状の建築物の場合、実物大の床書き原寸図については、通常作成する必要はない。ただし、曲

難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、難と判断される箇所が存在する場合、納まりが複雑で工作図から読取りが困難な箇所が存在する場合は、

６．その他６．その他６．その他６．その他６．その他６．その他６．その他

施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。施工業者は、施工に先立ち施工計画書を提出し監督員の承諾を受ける。

設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加設備工事等における配管等の貫通穴は、構造耐力上の制約について確認し、設計図又は工作図に従い加

工する。工する。工する。工する。工する。工する。工する。

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名鉄筋の呼び名 D10D10D10D10D10D10D10 D13D13D13D13D13D13D13 D16D16D16D16D16D16D16 D19D19D19D19D19D19D19 D22D22D22D22D22D22D22 D25D25D25D25D25D25D25 D29D29D29D29D29D29D29 D32D32D32D32D32D32D32

鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径鉄筋の貫通孔の孔径 21212121212121 24242424242424 28282828282828 31313131313131 35353535353535 38383838383838 43434343434343 46464646464646

　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。　 の呼び径＋1.0㎜とする。

(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。(3)溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径は下表による。

３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト３．ボルト

１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔１．ボルト孔

(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ(1)ボルトの孔径は、下表による。ただし、母屋又は胴縁の取付けに使用する普通ボルトの孔径は、ねじ

(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜(2)孔あけは、ドリル孔あけとする。ただし、普通ボルト、アンカーボルト又は鉄筋の貫通孔で板厚13㎜

   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。   以下の場合は、せん断孔あけとすることができる。

２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔２．縁端距離及びボルト間隔

３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔３．千鳥打ちのゲージ及びボルト間隔

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

種　類種　類種　類種　類種　類種　類種　類 孔　径孔　径孔　径孔　径孔　径孔　径孔　径 ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ねじの呼び径  ddddddd 1111111

高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト高 力 ボ ル ト d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.0d ＋2.01111111 d ＜27d ＜27d ＜27d ＜27d ＜27d ＜27d ＜271111111

1111111普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト普 通 ボ ル ト d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.5d ＋0.51111111

1111111アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.0d ＋5.01111111

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び 縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ）縁端距離（ｅ） ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）ボルト間隔（ｐ）

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22 40404040404040 60606060606060

Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24 45454545454545 70707070707070

ｐｐｐｐｐｐｐ ｐｐｐｐｐｐｐ ｅｅｅｅｅｅｅ

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）千鳥打ち間隔（Pt）
ゲージゲージゲージゲージゲージゲージゲージ

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び
PtPtPtPtPtPtPt（ｇ）（ｇ）（ｇ）（ｇ）（ｇ）（ｇ）（ｇ）

Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22Ｍ12・Ｍ16・Ｍ20・Ｍ22 Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24

35353535353535 50505050505050 65656565656565

40404040404040 45454545454545 60606060606060 ｇｇｇｇｇｇｇ

45454545454545 40404040404040 55555555555555

50505050505050 35353535353535 50505050505050

55555555555555 25252525252525 45454545454545

60606060606060 40404040404040

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12Ｍ12 Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16Ｍ16 Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20Ｍ20 Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22Ｍ22 Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24Ｍ24

JIS形JIS形JIS形JIS形JIS形JIS形JIS形 25252525252525 30303030303030 35353535353535 40404040404040 45454545454545

トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形トルシア形 25252525252525 30303030303030 35353535353535 40404040404040

ボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さボルト長さ
加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ

施工前施工前施工前施工前施工前施工前施工前
締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ締付け長さ 加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ加算長さ

①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部①チップ部
③③③③③③③ ②②②②②②②①①①①①①①

②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部②ネック部

③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部③ボルトネジ部

施工後施工後施工後施工後施工後施工後施工後

余長余長余長余長余長余長余長ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高ﾅｯﾄ高座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ 座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ座金厚さ

JIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルトJIS形高力ボルト トルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルトトルシア形高力ボルト

６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理６．摩擦面の処理

(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。(1)摩擦面の性能及び処理は、すべり係数値が0.45以上確保できるよう、次のいずれかによる。

　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。　　 ①摩擦接合面全面の範囲のミルスケールを除去した後、一様に錆を発生させる。

　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された　　 ②ショットブラスト又はグリッドブラストによる処理を施し、同一の作業条件のもと作成された

(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。(2)摩擦面には、鋼材のまくれ、ひずみ、へこみ等が無いものとする。

７．組立７．組立７．組立７．組立７．組立７．組立７．組立

(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発(1)摩擦面に摩擦力を低減させるものが生じないよう考慮して組立を行う。また、摩擦面に浮き錆が発

(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。(2)接合部の材厚の差等により１㎜を超える肌すきがある場合は、フィラープレートを用いて補う。
(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。(3)ボルト頭部又はナットと接合部材の面が、1/20以上傾斜している場合は、勾配座金を使用する。

(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。(4)組立後、ボルトの孔心が一致せずボルトが挿入できない場合は、添え板等を取り替える。

８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け８．締付け

(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。(1)本接合に先立ち、仮ボルトで締付けを行い、板の密着を図る。

(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。(2)ボルトを取り付けた後、一次締め、マーキング、本締めの順序で本接合の締付けを行う。

(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。(3)１群のボルトの締付けは、群の中央から周辺に向かう順序で行う。

(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。(4)一次締めは、下表によるトルクでナットを回転させて行う。

　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを　　　 対比試験片との照合等により、摩擦面の表面粗度が50μmRz以上確保された状態であることを

　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。　 　  確認する。

　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。　 生した場合又は油、塗料、じんあい等が付着した場合は、組立に先立ち取り除く。

（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）（単位：N･m）

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び 一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク一次締付けトルク

Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12  50程度 50程度 50程度 50程度 50程度 50程度 50程度

Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16 100程度100程度100程度100程度100程度100程度100程度

Ｍ 20、Ｍ 22Ｍ 20、Ｍ 22Ｍ 20、Ｍ 22Ｍ 20、Ｍ 22Ｍ 20、Ｍ 22Ｍ 20、Ｍ 22Ｍ 20、Ｍ 22 150程度150程度150程度150程度150程度150程度150程度

Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24 200程度200程度200程度200程度200程度200程度200程度

　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。　 を決定する。

　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。　　 ②一次締めの際につけたマークのずれにより、共回り又は軸回りが生じていないこと。

　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範　　 ③ナットの回転量は、各ボルト群のナットの平均回転角度-30°から平均回転角度+30°までの範

　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。　　　 囲であること。

　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　　 ④ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。

　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。　　　 の範囲であること。

　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付　　　 のナットを追締めする。この結果、締付けトルクと締付け施工法の確認において設定した締付

　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。　　　 締めし、所定のトルクであること。

(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。(5)一次締めしたボルトには,ボルト,ナット、座金及び母材（添え板）にかけてマークを施す。

(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。(6)本締めは,標準ボルト張力が得られるよう行い,締め付ける。

(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。(7)トルシア形高力ボルトは,専用レンチを用いてピンテールが破断するまで締め付ける。

   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。   JIS形高力ボルトは,トルクコントロール法又はナット回転法で締め付ける。

   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。   ナット回転法の場合のナット回転量の規定値は120°（Ｍ12は,60°）とする。

(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件(8)ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量は,試験により一次締めを含めて 施工条件

９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認９．締付け後の確認

(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。(1)締付け後に、次を確認した高力ボルトのセットを合格とする。

　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト　(ｱ)トルシア形高力ボルト
　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。　　 ①ピンテールが破断していること。

              

　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト　(ｲ)JIS形高力ボルト

 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合 　・ナット回転法による場合

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。

　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）　 　②ナット回転量は、規定値-30°から規定値+30°まで（M12は、規定値0°から規定値30°まで）

　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。

 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合 　・トルクコントロール法による場合

　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。　 　①一次締めの際につけたマークのずれにより、共回りが生じていないこと。

　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト　 　②ナット回転量に著しいばらつきが認められるボルト群は、トルクレンチを用いて全てのボルト

　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追　　　 けトルクの基準値との差が±10％以内にあること。なお、締付け不足が認められた場合は、追

　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。　 　③ボルトの余長は、ねじ１山から６山までの範囲であること。

(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。(2)(1)の確認の結果、合格とならなかった場合は、高力ボルトのセットを新しいものに取り替える。

10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器10．締付け機器及び確認用機器

(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。(1)締付け機器及び確認用機器は、ボルトに適したものとし、適切に点検整備されたものとする。

(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル(2)トルクコントロール法による締付けを行う場合は、毎日１回作業開始前に、JASS 6 6.4［高力ボル

　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。　 トの締付け］b.(4)に準じて締付け機器の調整を行い、その結果を記録する。

11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合11．普通ボルト接合

(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。(1)ボルトには,有効な戻止めをする。

　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接　  　①ばね座金の使用　②二重ナットの使用　③ゆるみ防止用特殊ナットの使用　④ナットの溶接

(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３(2)ボルトは,ボルト頭の下及びナットの下に座金を用いることとし、締付け終了後にナットの外に３

   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。   山以上ねじ山が出ていることを確認する。
(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。(3)ナットの下に使用する座金の厚さは、JIS B 1256(平座金）の並形-部品等級Ａの寸法による。

４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合４．溶接接合

１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者１．溶接作業における施工管理技術者

溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410溶接作業においては、施工管理技術者を配置する。溶接作業における施工管理技術者は、JIS Z 3410

（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。（溶接管理ー任務及び責任）に基づく溶接管理を行う能力を有する者とする。

２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工２．開先の加工
開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。開先の加工は、自動ガス切断又は機械加工とする。精度が不良なものは、修正する。

2222222 2222222(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶(5)490N/㎜ 級以上の高張力鋼又は厚さ25㎜以上、かつ、400N/㎜ 級の軟鋼の組立溶接を被覆アーク溶

   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。   接で行う場合は、低水素系溶接棒を使用する。

４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工４．溶接施工

(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現(1)完全溶込み溶接で部材の両面から溶接する場合は、表面から溶接を行った後、健全な溶着部分が現
   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア   れるまで裏はつりを行い、裏はつり部を十分に清掃した後、裏溶接を行う。ただし、サブマージア

   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを   ーク溶接で、溶接施工試験等により十分な溶け込みが得られることを確認した場合は、裏はつりを

   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。   省略することができる。

(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の(2)エンドタブは、適切な材質、形状及び長さをもった鋼製エンドタブを用いる。ただし、監督職員の

   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。   承諾を受けた場合は、この限りでない。鋼製エンドタブの長さの目安は、下表による。

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

板厚板厚板厚板厚板厚板厚板厚 手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所手溶接、半自動溶接を行う箇所 自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所自動溶接を行う箇所

６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　６以下　　 30303030303030 50505050505050

６を超える６を超える６を超える６を超える６を超える６を超える６を超える 40404040404040 70707070707070

（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。（注）板厚が異なる場合は、厚い方の板厚とする。

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法溶接工法 長さ長さ長さ長さ長さ長さ長さ

手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接手　溶　接 30以上30以上30以上30以上30以上30以上30以上

半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接半自動溶接 30以上30以上30以上30以上30以上30以上30以上

自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接自 動 溶 接 70以上70以上70以上70以上70以上70以上70以上

(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。(3)鋼製エンドタブを切断する場合、切断する箇所及び切断範囲は、図示による。

(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。(4)柱梁接合部における鋼製エンドタブの組立溶接は、直接、柱及び梁のフランジに行わない。

   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ   また、裏当て金の組立溶接は、H形鋼のフィレット端から5mm超及び梁フランジ幅端部から5mm超あけ

   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。   るように規定されている。

(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状(5)板厚が異なる場合の突合せ継手の溶接部の形状

　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5　　 ①クレーンガーターのように低応力高サイクル疲労を受ける突合せ継手では、厚い方の材を1/2.5

　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。　 　　以下の傾斜に加工し、開先部分で薄い方と同一の高さにする。

　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、　　 ②上記以外で板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4を超える場合又は10㎜を超える場合は、

　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。　     Ｔ継手に準じた高さの余盛を設ける。

     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方     ③板厚差による段違いが薄い方の板厚の1/4以下、かつ、10㎜以下の場合は、溶接表面が薄い方

　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。　     の材から厚い方の材へなめらかに移行するように溶接する。

1111111
2.52.52.52.52.52.52.5

③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接③なめらかに溶接①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工①傾斜加工 ②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛②Ｔ継手に準じた余盛

(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(5)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。(6)隅肉溶接の有効長さの最小値を、隅肉サイズの10倍以上で、かつ40㎜以上とする。

(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ(7)スカラップを設ける場合には、一般的に半径35㎜の1/4円の扇形とする。柱梁仕口梁端溶接部ウェ

   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。   ブの上下にスカラップを設ける場合は,フランジ側終端の曲率半径を10㎜以上に滑らかに仕上げる。

５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度５．溶接入熱とパス間温度
鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分鉄骨構造建築物における主なワイヤの使 用区分

溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件溶接条件 適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ適用鋼材の引張強さ

入熱入熱入熱入熱入熱入熱入熱 パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度パス間温度
400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級400MPa 級 490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級490MPa 級 520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級520MPa 級

（ kJ/cm）（ kJ/cm）（ kJ/cm）（ kJ/cm）（ kJ/cm）（ kJ/cm）（ kJ/cm） （℃）（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）（℃）

15～ 3015～ 3015～ 3015～ 3015～ 3015～ 3015～ 30 ≦ 250≦ 250≦ 250≦ 250≦ 250≦ 250≦ 250 ＹＧＷ11、 15ＹＧＷ11、 15ＹＧＷ11、 15ＹＧＷ11、 15ＹＧＷ11、 15ＹＧＷ11、 15ＹＧＷ11、 15 ＹＧＷ 18、 19ＹＧＷ 18、 19ＹＧＷ 18、 19ＹＧＷ 18、 19ＹＧＷ 18、 19ＹＧＷ 18、 19ＹＧＷ 18、 19

15～ 3015～ 3015～ 3015～ 3015～ 3015～ 3015～ 30 ≦ 450≦ 450≦ 450≦ 450≦ 450≦ 450≦ 450 ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19

15～ 4015～ 4015～ 4015～ 4015～ 4015～ 4015～ 40 ≦ 350≦ 350≦ 350≦ 350≦ 350≦ 350≦ 350 ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19ＹＧＷ11、 15、 18、 19 ＹＧＷ18、 19ＹＧＷ18、 19ＹＧＷ18、 19ＹＧＷ18、 19ＹＧＷ18、 19ＹＧＷ18、 19ＹＧＷ18、 19

※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。※　上表は、ロボット溶接には適用しない。

６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱６．予熱
22222222222222 22222222222222(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以(1)気温（鋼材表面温度）が400N/㎜ 級鋼材の場合0℃以上、490N/㎜ 級以上の高張力鋼の場合に5℃以

   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。   上で適用する。

(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。(2)気温が－5℃未満の場合は溶接を行わない。
(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）(3)気温が－5℃以上で0℃以下の場合で、表に予熱なしとあるときは40℃まで加熱（ウォームアップ）

2222222 2222222 2222222

   を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜    を行ってから溶接を行う。ただし、400N/㎜ 級鋼材で板厚が50㎜超の場合、490N/㎜ 級及び520N/㎜ 

   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜   級の鋼材の低水素系被覆アーク溶接の板厚25㎜以上の場合、CO2ガスシールドアーク溶接の板厚40㎜

   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。   以上の場合は、50℃の予熱を行う。

(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確(4)上記の気温の範囲で表により予熱が必要な場合は、予熱温度を高めにするか、電気ヒーター等で確

   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。   実に全体の温度を確保するかのいずれかを行う。

(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。(5)湿気が多く開先面に結露のおそれがある場合は、40℃まで加熱を行う。

(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす(6)予熱は規定値以上、200℃以下で行うものとする。予熱の範囲は溶接線の両側100㎜を行うものとす

   る。   る。   る。   る。   る。   る。   る。
(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱(7)溶接部の補修や組立溶接で拘束が大きいことが予想される場合は、表の値よりも１ランク上の予熱

   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に   温度を適用する。ただし、１ランク上でも予熱なしとなる場合は、気温等の条件を考慮して必要に

   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。   応じて50℃の予熱を行う。

(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。(8)鋼材のJISの炭素当量で0.44％を超える場合は予熱温度を別途検討する。

(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。(9)板厚と鋼種の組合せが異なるときは、予熱温度の高い方を採用する。
余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準余熱温度の標準

板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）板厚（㎜）

鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種鋼種 溶接法溶接法溶接法溶接法溶接法溶接法溶接法 25≦ t25≦ t25≦ t25≦ t25≦ t25≦ t25≦ t 32≦ t32≦ t32≦ t32≦ t32≦ t32≦ t32≦ t 40≦ t40≦ t40≦ t40≦ t40≦ t40≦ t40≦ t 50＜ t50＜ t50＜ t50＜ t50＜ t50＜ t50＜ t 75＜ t75＜ t75＜ t75＜ t75＜ t75＜ t75＜ t
t＜ 25t＜ 25t＜ 25t＜ 25t＜ 25t＜ 25t＜ 25

＜ 32＜ 32＜ 32＜ 32＜ 32＜ 32＜ 32 ＜ 40＜ 40＜ 40＜ 40＜ 40＜ 40＜ 40 ≦ 50≦ 50≦ 50≦ 50≦ 50≦ 50≦ 50 ≦ 75≦ 75≦ 75≦ 75≦ 75≦ 75≦ 75 ≦ 100≦ 100≦ 100≦ 100≦ 100≦ 100≦ 100

SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  SN 400  低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接低水素系以外の被覆アーク溶接 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃

（注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  SM 400  低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　

（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4 （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接
（注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  （注）1  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  SS 400  予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　

（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接

（注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　 80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　80℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 100℃　 SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  SN 490  
SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  SM 490  

（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接
（注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  （注）2  SM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 YSM 490 Y 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　50℃　 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ 80℃ （注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  SM 520  

低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接低水素系被覆アーク溶接 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 80℃80℃80℃80℃80℃80℃80℃ 80℃80℃80℃80℃80℃80℃80℃ 100℃100℃100℃100℃100℃100℃100℃ 120℃120℃120℃120℃120℃120℃120℃

（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4（注）4SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  SM 570  CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接CO2ガスシールドアーク溶接
予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし予熱なし 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 50℃50℃50℃50℃50℃50℃50℃ 80℃80℃80℃80℃80℃80℃80℃ 100℃100℃100℃100℃100℃100℃100℃

（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3（注）3サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接

（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注） １．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。１．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。１．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。１．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。１．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。１．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。１．鋼種 SM 400、 SN 400の場合に適用し、鋼種 SS 400は別途検討すること。

２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。２．熱加工制御を行った鋼材では、より低い予熱温度の適用を検討してもかまわない。

３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。３．大電流溶接などの特殊な溶接では、個別の検討をすること。

４．フラックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラ ックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラ ックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆４．フラックス入りワイヤーによる CO2 ガスシールドアーク溶接の予熱温度の標準は、低水素系被覆

　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。　　アーク溶接に準ずる。

   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。   織体制、所有する探傷機器、技能資格者、試験の実績等の資料を提出し、監督職員の承諾を受ける。

   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等   の良否、予熱、エンドタブの取付け状態、完全溶込み溶接を行う技能資格者の識別等

   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等   部の寸法、内部欠陥、エンドタブの処理状態等

   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。   (ｱ)当該工事に相応した技術と実績を有する者とする。

   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい   (ｲ)当該工事の鉄骨製作工場に所属せず、かつ、当該工事おける溶接部の品質管理の試験を行ってい

　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。　　　ないこととする。

　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。　 分な知識、技量及び経験に基づく能力を有する者とする。

７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認７．溶接部の確認

次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。次の項目について確認を行い,その結果の記録を監督職員に提出する。

(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前(1)溶接着手前

   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃   隙間、食違い、ずれ、ルート間隔、開先角度及びルート面の加工精度等、組立溶接、溶接部の清掃

(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中(2)溶接作業中

   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の   溶接順序、溶接姿勢、溶接棒径、ワイヤ径、溶接電流、アーク電圧、入熱、パス間温度、各層間の

   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等   スラグの清掃、裏はつりの状態等

(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後(3)溶接完了後

   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接   外観及び表面欠陥（ビート表面の整否、ピット、アンダーカット、クレーター等の状態等）、溶接

８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者８．溶接部の試験を行う技能資格者

(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組(1)溶接部の試験を行う技能資格者は、次に示す試験機関に所属することとし、試験機関について、組

(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十(2)溶接部の外観試験を行う場合、技能資格者は、鋼構造建築溶接部及びその確認の方法について、十

鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № １
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変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項変更年月日・ 変更事項 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月設計年月

工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称

図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事福 山 市 立 泉 小 学 校 受 変 電 設 備 改 修 工 事

広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号広島県福山市明神町２丁目 7番35号

TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123TEL 084-920-9123

FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000FAX 084-928-6000
１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士１級建築士

(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 )(登録183507号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) (登録 7233号 ) 
構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士構造１級建築士

(登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) (登録 2832号 ) 
設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士設備１級建築士

髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之髙橋 啓之

１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号１級建築士事務所  登録第23(1)-1408号

高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所高橋啓之設計事務所
有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社有限会社

福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課福山市教育委員会管理部施設課

Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404Ver.2404

鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２鉄 骨 工 事 仕 様 書 　 № ２

(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準(2)Ｔ形継手（Ｔ）の開先基準鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2鉄骨工事仕様書　　No.2

９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法９．溶接部の形状・寸法

２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場２．工事現場

(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛(2)隅肉溶接の余盛 0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S0≦△a≦0.4S 0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S0≦△a≦0.6S 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

   の高さ   の高さ   の高さ   の高さ   の高さ   の高さ   の高さ かつ△a≦4mmかつ△a≦4mmかつ△a≦4mmかつ△a≦4mmかつ△a≦4mmかつ△a≦4mmかつ△a≦4mm かつ△a≦6mmかつ△a≦6mmかつ△a≦6mmかつ△a≦6mmかつ△a≦6mmかつ△a≦6mmかつ△a≦6mm

△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ

(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接(5)完全溶込み溶接

△
ｈ

△
ｈ

△
ｈ

△
ｈ

△
ｈ

△
ｈ

△
ｈ

t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm) （h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)（h=t／4mm)

hh hh hh h   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て   Ｔ継手(裏当て

tt tt tt t 0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜0≦△h≦7㎜ 0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜0≦△h≦10㎜ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ
   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛   金あり)の余盛

t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm) t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)t＞40㎜　(h=10mm)
　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ　の高さ

0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm0≦△h≦t／4‐3mm 0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm0≦△h≦t／4mm
△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ△ｈ

t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm t≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mmt≦40mm 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接(6)完全溶込み溶接 （h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)（h=t／8mm)11 11 11 1△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

△
h

hh hh hh hhh hh hh h DD DD DD D
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(6) 梁の水平度(6) 梁の水平度(6) 梁の水平度(6) 梁の水平度(6) 梁の水平度(6) 梁の水平度(6) 梁の水平度
ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ｅ≦Ｌ/1000＋３㎜ ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅ≦Ｌ/700＋5㎜ｅｅ ｅｅ ｅｅ ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ
かつｅ≦10㎜かつｅ≦10㎜かつｅ≦10㎜かつｅ≦10㎜かつｅ≦10㎜かつｅ≦10㎜かつｅ≦10㎜ かつｅ≦15㎜かつｅ≦15㎜かつｅ≦15㎜かつｅ≦15㎜かつｅ≦15㎜かつｅ≦15㎜かつｅ≦15㎜

LLLLLLL

ｅｅｅｅｅｅｅ
(7) 柱の倒れ(7) 柱の倒れ(7) 柱の倒れ(7) 柱の倒れ(7) 柱の倒れ(7) 柱の倒れ(7) 柱の倒れ
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梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ 1111111ttttttt

②突合せ継手の食違い②突合せ継手の食違い②突合せ継手の食違い②突合せ継手の食違い②突合せ継手の食違い②突合せ継手の食違い②突合せ継手の食違い t≦ 15㎜t≦ 15㎜t≦ 15㎜t≦ 15㎜t≦ 15㎜t≦ 15㎜t≦ 15㎜ e≦ 1.5㎜e≦ 1.5㎜e≦ 1.5㎜e≦ 1.5㎜e≦ 1.5㎜e≦ 1.5㎜e≦ 1.5㎜tt tt tt t tt tt tt t
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この場合において、通しダイアフラこの場合において、通しダイアフラこの場合において、通しダイアフラこの場合において、通しダイアフラこの場合において、通しダイアフラこの場合において、通しダイアフラこの場合において、通しダイアフラ
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梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ ンジは通しダイアフラムの厚み内でンジは通しダイアフラムの厚み内でンジは通しダイアフラムの厚み内でンジは通しダイアフラムの厚み内でンジは通しダイアフラムの厚み内でンジは通しダイアフラムの厚み内でンジは通しダイアフラムの厚み内で
柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ 溶接しなければならない。溶接しなければならない。溶接しなければならない。溶接しなければならない。溶接しなければならない。溶接しなければならない。溶接しなければならない。

③アンダーカット③アンダーカット③アンダーカット③アンダーカット③アンダーカット③アンダーカット③アンダーカット e≦ 0.3㎜e≦ 0.3㎜e≦ 0.3㎜e≦ 0.3㎜e≦ 0.3㎜e≦ 0.3㎜e≦ 0.3㎜
ttttttt ただし、上記の数値を超え1㎜以 下ただし、上記の数値を超え1㎜以 下ただし、上記の数値を超え1㎜以 下ただし、上記の数値を超え1㎜以 下ただし、上記の数値を超え1㎜以 下ただし、上記の数値を超え1㎜以 下ただし、上記の数値を超え1㎜以 下
eeeeeeett tt tt t の場合、アンダーカット部分の長さの場合、アンダーカット部分の長さの場合、アンダーカット部分の長さの場合、アンダーカット部分の長さの場合、アンダーカット部分の長さの場合、アンダーカット部分の長さの場合、アンダーカット部分の長さee ee ee e

の総和が溶接長の1/10以下であり断の総和が溶接長の1/10以下であり断の総和が溶接長の1/10以下であり断の総和が溶接長の1/10以下であり断の総和が溶接長の1/10以下であり断の総和が溶接長の1/10以下であり断の総和が溶接長の1/10以下であり断

面が鋭角的でないものは許容できる。面が鋭角的でないものは許容できる。面が鋭角的でないものは許容できる。面が鋭角的でないものは許容できる。面が鋭角的でないものは許容できる。面が鋭角的でないものは許容できる。面が鋭角的でないものは許容できる。

10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立10．工作及び組立

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 図図図図図図図 管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差 限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差 測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具

e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間(1)Ｔ継手のすき間 e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

ee ee ee e(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接)(隅肉溶接) 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

ｅｅｅｅｅｅｅ

ee ee ee e(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき(2)重ね継手のすき e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜ e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜e≦3㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

   間   間   間   間   間   間   間 ｅｅｅｅｅｅｅ 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の(3）突合せ継手の t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜ t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜ 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺

   食違い   食違い   食違い   食違い   食違い   食違い   食違い e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜ 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

ｅｅｅｅｅｅｅ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜ e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

ee ee ee e

22 22 22 2

11 11 11 1 tt tt tt ttt tt tt t
ee ee ee e

22 22 22 211 11 11 1 tt tt tt ttt tt tt t

1111111 2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )

(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔(4）ルート間隔 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜0≦a≦2.5㎜ 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜0≦a≦4㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり)（裏はつり) サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接

ａａａａａａａ 0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜0≦a≦1㎜ 0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜
aaaaaaa

ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、 ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、

セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接

aaaaaaa 0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜0≦a≦2㎜ 0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜0≦a≦3㎜

(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔(5)ルート間隔 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接被覆アーク溶接 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ

(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり)(裏当て金あり) △ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°） △ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°） テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、 ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、

セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接
ａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａ △ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°）△ａ≧-2㎜（θ≧35°） △ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）△ａ≧-3㎜（θ≧35°）

△ａ≧-1㎜（θ＜35°）△ａ≧-1㎜（θ＜35°）△ａ≧-1㎜（θ＜35°）△ａ≧-1㎜（θ＜35°）△ａ≧-1㎜（θ＜35°）△ａ≧-1㎜（θ＜35°）△ａ≧-1㎜（θ＜35°） △ａ≧-2㎜（θ＜35°）△ａ≧-2㎜（θ＜35°）△ａ≧-2㎜（θ＜35°）△ａ≧-2㎜（θ＜35°）△ａ≧-2㎜（θ＜35°）△ａ≧-2㎜（θ＜35°）△ａ≧-2㎜（θ＜35°）

サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接
ａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａａ＋△ａ

-2㎜≦△ａ≦+2㎜-2㎜≦△ａ≦+2㎜-2㎜≦△ａ≦+2㎜-2㎜≦△ａ≦+2㎜-2㎜≦△ａ≦+2㎜-2㎜≦△ａ≦+2㎜-2㎜≦△ａ≦+2㎜ -3㎜≦△ａ≦+3㎜-3㎜≦△ａ≦+3㎜-3㎜≦△ａ≦+3㎜-3㎜≦△ａ≦+3㎜-3㎜≦△ａ≦+3㎜-3㎜≦△ａ≦+3㎜-3㎜≦△ａ≦+3㎜

被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、 被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、被覆アーク溶接、(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面(6)ルート面 コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス

ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、 ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、ガスシールドアーク溶接、△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ ルールルールルールルールルールルールルール

セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし △ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜ 　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし　　裏当て金なし △ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜
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ａ

ａ
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△
ａ

ａ
＋

△
ａ

ａ
＋

△
ａ

ａ
＋

△
ａ

ａ
＋

△
ａ

ａ
＋

△
ａ

　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり △ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜△ａ≦1㎜ 　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり　　裏当て金あり △ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜

サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接 サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接サブマージアーク溶接

△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜△ａ≦2㎜ △ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜△ａ≦3㎜
θ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θθ＋△θ(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度(7)ベベル角度 △θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°）△θ≧-2.5°（θ≧35°） △θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°）△θ≧-5°（θ≧35°） 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

△θ△θ△θ△θ△θ△θ△θ △θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°）△θ≧-1°（θ＜35°） △θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）△θ≧-2°（θ＜35°）

1111111θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ 1111111 1111111(8)開先角度(8)開先角度(8)開先角度(8)開先角度(8)開先角度(8)開先角度(8)開先角度 △θ ≧-5°△θ ≧-5°△θ ≧-5°△θ ≧-5°△θ ≧-5°△θ ≧-5°△θ ≧-5° △θ ≧-10°△θ ≧-10°△θ ≧-10°△θ ≧-10°△θ ≧-10°△θ ≧-10°△θ ≧-10° 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ

△θ△θ△θ△θ△θ△θ△θ

22222222222222△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°）△θ ≧-2.5°（θ≧35°） △θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）△θ ≧-5°（θ≧35°）2222222θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ 2222222θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ θ＋△θ 

22222222222222△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°）△θ ≧-1°（θ＜35°） △θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）△θ ≧-5°（θ＜35°）

(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ(9)切断面のあらさ 開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下 開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下開 先 内　100μmRz以下 対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片対比試験片

自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下 自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下自由縁端　100μmRz以下

(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ(10)切断面のノッチ 開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜開 先 内　d≦0.5㎜ 開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜開 先 内　d≦1㎜ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

    深さ    深さ    深さ    深さ    深さ    深さ    深さ 自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜自由縁端　d≦0.5㎜ 自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜自由縁端　d≦1㎜

ｄｄｄｄｄｄｄ

(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度(11)切断縁の直角度 t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜t≦40㎜　e≦1㎜ t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜t≦40㎜　e≦1.5㎜ 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺eeeeeee

t＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつt＞40㎜　e≦t/40かつ t＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつt＞40㎜　e≦1.5t/40かつ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

tt tt tt t

e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜ 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージe≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜e≦2㎜

直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規

3333333 3333333(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ(12)仕口のずれ コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスt≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　 t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　t≧t　

1111111 ルールルールルールルールルールルールルールe≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mme≦2t /15かつe≦3mm e≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mme≦t /5かつe≦4mmｅｅｅｅｅｅｅ

3333333 3333333 テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージt＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜t t＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜tt＜t

測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具e≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mme≦t /6かつe≦4mm e≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mme≦t /4かつe≦5mm

金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

3333333ttttttt

柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ

スチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナ

22 22 22 2 ee ee ee e

tt tt tt t

11 11 11 1
tt tt tt t

梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ

2222222ttttttt
ダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラム

スチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナ
(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)

33 33 33 3 tt tt tt t

柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ eeeeeee

1111111ttttttt t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )1111111 2222222

e≦2mme≦2mme≦2mme≦2mme≦2mme≦2mme≦2mm e≦3mme≦3mme≦3mme≦3mme≦3mme≦3mme≦3mm 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材(13)溶接組立て部材

直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい　　端部の不ぞろい

コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスｅｅｅｅｅｅｅ
eeeeeee eeeeeee ルールルールルールルールルールルールルール

金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト11．高力ボルト

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 図図図図図図図 管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差 限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差 測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具

e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ(1)孔の心ずれ コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス
設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心設計ボルト心

ｅｅｅｅｅｅｅ ルールルールルールルールルールルールルール

金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺
eeeeeee

検定用型板検定用型板検定用型板検定用型板検定用型板検定用型板検定用型板

－1㎜≦△P≦＋1㎜－1㎜≦△P≦＋1㎜－1㎜≦△P≦＋1㎜－1㎜≦△P≦＋1㎜－1㎜≦△P≦＋1㎜－1㎜≦△P≦＋1㎜－1㎜≦△P≦＋1㎜ －1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜－1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜－1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜－1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜－1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜－1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜－1.5㎜≦△P≦＋1.5㎜(2)孔相互の間隔(2)孔相互の間隔(2)孔相互の間隔(2)孔相互の間隔(2)孔相互の間隔(2)孔相互の間隔(2)孔相互の間隔 コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスP＋△PP＋△PP＋△PP＋△PP＋△PP＋△PP＋△P

△Ｐ△Ｐ△Ｐ△Ｐ△Ｐ△Ｐ△Ｐ ルールルールルールルールルールルールルール

金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜(3)孔の食違い(3)孔の食違い(3)孔の食違い(3)孔の食違い(3)孔の食違い(3)孔の食違い(3)孔の食違い コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス

ｅｅｅｅｅｅｅ ルールルールルールルールルールルールルール

直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規直角定規

貫通ゲージ貫通ゲージ貫通ゲージ貫通ゲージ貫通ゲージ貫通ゲージ貫通ゲージ

eeeeeee

e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜ e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜e≦1㎜(4)高力ボルト接合(4)高力ボルト接合(4)高力ボルト接合(4)高力ボルト接合(4)高力ボルト接合(4)高力ボルト接合(4)高力ボルト接合 テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

ee ee ee e

   部の肌すき   部の肌すき   部の肌すき   部の肌すき   部の肌すき   部の肌すき   部の肌すき

ee ee ee eｅｅｅｅｅｅｅ

11111111111111(5)孔 のはしあき(5)孔 のはしあき(5)孔 のはしあき(5)孔 のはしあき(5)孔 のはしあき(5)孔 のはしあき(5)孔 のはしあき △ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜ △ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜ コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス

22 22 22 2

2222222 2222222   ・へりあき   ・へりあき   ・へりあき   ・へりあき   ・へりあき   ・へりあき   ・へりあき △ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜△ａ ≧－2㎜ △ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜△ａ ≧－3㎜ ルールルールルールルールルールルールルール

△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ△ａ かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力 かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力かつ「鋼構造設計規準」「高力 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺

22 22 22 2 ボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブ ボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブボルト接合設計施工ガイドブ

ａ
 ＋

△
ａ

 
ａ

 ＋
△

ａ
 

ａ
 ＋

△
ａ

 
ａ

 ＋
△

ａ
 

ａ
 ＋

△
ａ

 
ａ

 ＋
△

ａ
 

ａ
 ＋

△
ａ

 

1111111 1111111 ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足 ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ック」の最小縁端距離を満足ａ ＋△ａ ａ ＋△ａ ａ ＋△ａ ａ ＋△ａ ａ ＋△ａ ａ ＋△ａ ａ ＋△ａ 

すること。すること。すること。すること。すること。すること。すること。 すること。すること。すること。すること。すること。すること。すること。

12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接12．溶接

名　称名　称名　称名　称名　称名　称名　称 図図図図図図図 管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差管理許容差 限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差 測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具測定器具

(1)隅肉溶接の(1)隅肉溶接の(1)隅肉溶接の(1)隅肉溶接の(1)隅肉溶接の(1)隅肉溶接の(1)隅肉溶接の 0≦△S≦0.5S0≦△S≦0.5S0≦△S≦0.5S0≦△S≦0.5S0≦△S≦0.5S0≦△S≦0.5S0≦△S≦0.5S 0≦△S≦0.8S0≦△S≦0.8S0≦△S≦0.8S0≦△S≦0.8S0≦△S≦0.8S0≦△S≦0.8S0≦△S≦0.8S 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

   サイズ   サイズ   サイズ   サイズ   サイズ   サイズ   サイズ かつ△S≦5㎜かつ△S≦5㎜かつ△S≦5㎜かつ△S≦5㎜かつ△S≦5㎜かつ△S≦5㎜かつ△S≦5㎜ かつ△S≦8㎜かつ△S≦8㎜かつ△S≦8㎜かつ△S≦8㎜かつ△S≦8㎜かつ△S≦8㎜かつ△S≦8㎜ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ
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BBBBBBB BBBBBBB(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接(3)完全溶込み溶接 B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜）B＜15㎜（h=0㎜） B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm）B＜15㎜（h=0mm） 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ
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　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ　 高さ 15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm） 15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）15㎜≦B＜25㎜（h=0mm）
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(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット(7)アンダーカット 完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接 e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜ 完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接 e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜ アンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカットアンダーカット
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ｅｅｅｅｅｅｅ 前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接 e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜e≦0.3㎜ 前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接前面隅肉溶接 e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜ ゲージゲージゲージゲージゲージゲージゲージ

側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接 e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜e≦0.5㎜ 側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接側面隅肉溶接 e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜e≦0.8㎜  対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片 対比試験片

ttttttt ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7ただし、上記の数値を超え0.7 ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1ただし、上記の数値を超え1

㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当 ㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当㎜以下の場合、溶接長300㎜当eeeeeee

り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所 り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所り総長さが30㎜以下かつ1箇所

の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。の長さが3㎜以下。 の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。の長さが5㎜以下。

ee ee ee e 金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺金属製角度直尺22 22 22 2(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の(8)突合せ継手の t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜ e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜e≦1.5㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜t≦15㎜11 11 11 1 tt tt tt ttt tt tt t
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22 22 22 2 テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

11 11 11 1 e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜e≦t/10かつe≦3㎜ｅｅｅｅｅｅｅ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜ t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜t＞15㎜
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溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージe≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜e≦t/15かつe≦2㎜

1111111 2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t ) 測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具

3333333ttttttt(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ(9)仕口のずれ t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t t ≧t コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス3333333 3333333

ｅｅｅｅｅｅｅ e≦2t /15かつe≦3㎜e≦2t /15かつe≦3㎜e≦2t /15かつe≦3㎜e≦2t /15かつe≦3㎜e≦2t /15かつe≦3㎜e≦2t /15かつe≦3㎜e≦2t /15かつe≦3㎜ e≦t /5かつe≦4㎜e≦t /5かつe≦4㎜e≦t /5かつe≦4㎜e≦t /5かつe≦4㎜e≦t /5かつe≦4㎜e≦t /5かつe≦4㎜e≦t /5かつe≦4㎜ ルールルールルールルールルールルールルール柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ

スチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナ
3333333 3333333t ＜tt ＜tt ＜tt ＜tt ＜tt ＜tt ＜t t ＜tt ＜tt ＜tt ＜tt ＜tt ＜tt ＜t テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ

22 22 22 2 ee ee ee e e≦t /6かつe≦4㎜e≦t /6かつe≦4㎜e≦t /6かつe≦4㎜e≦t /6かつe≦4㎜e≦t /6かつe≦4㎜e≦t /6かつe≦4㎜e≦t /6かつe≦4㎜ e≦t /4かつe≦5㎜e≦t /4かつe≦5㎜e≦t /4かつe≦5㎜e≦t /4かつe≦5㎜e≦t /4かつe≦5㎜e≦t /4かつe≦5㎜e≦t /4かつe≦5㎜ 測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具測定治具tt tt tt t

11 11 11 1 tt tt tt t 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺
梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ梁フランジ

2222222ttttttt
ダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラムダイアフラム

スチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナスチフナ
(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)(梁フランジ)

33 33 33 3
tt tt tt t

柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ柱フランジ eeeeeee

1111111ttttttt 1111111 2222222t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )t=min(t ,t )

aa aa aa a

1111111 1111111(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の(10)ビード表面の ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e ビード表面の凹凸の高低差e 溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ溶接ゲージ

2222222 2222222   不整   不整   不整   不整   不整   不整   不整 (ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅 (ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅(ビート長さ方向),e (ビート幅 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺11 11 11 1 2222222eeeeeee

22 22 22 2BB BB BB B BB BB BB B bbbbbbbbbbbbbbｅｅｅｅｅｅｅ 方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー 方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー方向)は溶接の長さ、またはビー コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックス

2
5㎜2
5㎜

2
5㎜

2
5㎜ 2
5㎜

2
5㎜

2
5㎜

ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。ド幅25㎜の範囲で2.5㎜以下。 ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。ド幅25㎜の範囲で4㎜以下。 ルールルールルールルールルールルールルール
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150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜150㎜ テーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージテーパーゲージ3333333 3333333ビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さ ビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さビード幅の不整e は溶接の長さ

150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。150㎜の範囲で5㎜以下。 150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。150㎜の範囲で7㎜以下。1111111 22222223333333e =B -Be =B -Be =B -Be =B -Be =B -Be =B -Be =B -B

aa aa aa a 11 11 11 125㎜25㎜25㎜25㎜25㎜25㎜25㎜

ee ee ee e

11 11 11 1b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面b－b断面

ee ee ee e

bb bb bb b

1111111BBBBBBB

2222222BBBBBBB 25
㎜

25
㎜

25
㎜

25
㎜

25
㎜

25
㎜

25
㎜

b
－

b断
面

b
－

b断
面

b
－

b断
面

b
－

b断
面

b
－

b断
面

b
－

b断
面

b
－

b断
面

aaaaaaa aaaaaaa

bb bb bb b
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a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面a－a断面

(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット(11)ピット 溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た溶接長300㎜当り１個以下。た 溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た溶接長300㎜当り２個以下。た ルーペルーペルーペルーペルーペルーペルーペ

だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜ だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜だし、ピットの大きさが1㎜

以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし 以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし以下のものは３個を１個とし

て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。 て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。て計算する。

(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ(12)割れ あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。あってはならない。(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)(溶接金属割れ)

クレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れクレーター割れ

－－－－－－－－－－－－－－
横割れ横割れ横割れ横割れ横割れ横割れ横割れ 縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ縦割れ

(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ(13)オーバーラップ 著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。著しいものは認めない。

－－－－－－－ －－－－－－－

－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm－1.5mm≦△Ｌ≦+1.5mm 金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺金属製直尺－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm－2mm≦△Ｌ≦+2mm(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後(14)スタッド溶接後 θθθθθθθ
の仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さの仕上がり高さ 限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ限界ゲージ

コンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスコンベックスθ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3°θ≦3° θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°θ≦5°と傾きと傾きと傾きと傾きと傾きと傾きと傾き
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ルールルールルールルールルールルールルール△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ△Ｌ、θ

13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準13．溶接継手の種類別開先標準

１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接１．突合せ溶接

(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準(1)突合せ継手（Ｂ）の開先標準
（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び
（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）ＨＨＨＨＨＨＨ ＡＡＡＡＡＡＡセルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 ）））））））（（（（（（（

１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接） １（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）
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D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3 D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2

D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3 D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2

35°35°35°35°35°35°35° 35°35°35°35°35°35°35°
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66666666666666

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

6＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦19 12＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦2212＜ｔ≦22

35°35°35°35°35°35°35° 35°35°35°35°35°35°35°45°45°45°45°45°45°45° 60°60°60°60°60°60°60°

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳ

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ22 22 22 222 22 22 222 22 22 2 66 66 66 6
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77777777777777

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

19＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦40 22＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦4022＜ｔ≦40

35°35°35°35°35°35°35° 45°45°45°45°45°45°45° 35°35°35°35°35°35°35° 60°60°60°60°60°60°60°

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳ

D1D1D1D1D1D1D1D1D1D1D1D1D1D1

22 22 22 2 66 66 66 6ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

22 22 22 2 22 22 22 2 D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2

ＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳ

777777760°60°60°60°60°60°60°7777777 60°60°60°60°60°60°60°

D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3 D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2

D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3 D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準(3)かど継手（Ｌ）の開先標準
（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び被覆アーク溶接、ガスシールドアーク溶接及び
（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）（サブマージアーク自動溶接）ＨＨＨＨＨＨＨ ＡＡＡＡＡＡＡセルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接セルフシールドアーク溶接 ）））））））（（（（（（（

１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接） １（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）

ｔ≦6ｔ≦6ｔ≦6ｔ≦6ｔ≦6ｔ≦6ｔ≦6 ｔ≦ 12ｔ≦ 12ｔ≦ 12ｔ≦ 12ｔ≦ 12ｔ≦ 12ｔ≦ 12

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ
ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

ＳＳＳＳＳＳＳ

6666666Ｓ＝ｔＳ＝ｔＳ＝ｔＳ＝ｔＳ＝ｔＳ＝ｔＳ＝ｔ

6＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦196＜ｔ≦19 12＜ｔ≦1912＜ｔ≦1912＜ｔ≦1912＜ｔ≦1912＜ｔ≦1912＜ｔ≦1912＜ｔ≦19

35°35°35°35°35°35°35° 35°35°35°35°35°35°35°45°45°45°45°45°45°45° 50°50°50°50°50°50°50°

ｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ22 22 22 2 22 22 22 222 22 22 2 66 66 66 6

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

7777777 7777777

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

19＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦40 19＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦4019＜ｔ≦40

35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35°35° 45°45°45°45°45°45°45° 60°60°60°60°60°60°60°

D1D1D1D1D1D1D1
D1D1D1D1D1D1D1

66 66 66 622 22 22 2 ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

22 22 22 222 22 22 2 D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2D2

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

7777777
7777777

60°60°60°60°60°60°60°

D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3D1＝2（ｔ－2）／3 D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2D1＝（ｔ－6）／2

D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3D2＝（ｔ－2）／3 D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2D2＝（ｔ－6）／2

1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10 1/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦101/4ｔ≦Ｓ≦10

２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接２．隅肉溶接

(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準(1)隅肉溶接（Ｆ）の開先標準

(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ(2)隅肉溶接のサイズ

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）（被覆アーク溶接,ガスシールドアーク溶接及びセルフシールドアーク溶接）ＨＨＨＨＨＨＨ
１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接）１（片面溶接） ２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）２（両面溶接）

ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16 ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16ｔ≦ 16 16＜ｔ≦4016＜ｔ≦4016＜ｔ≦4016＜ｔ≦4016＜ｔ≦4016＜ｔ≦4016＜ｔ≦40

ｔｔｔｔｔｔｔ ｔｔｔｔｔｔｔ

ＳＳＳＳＳＳＳ

ＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳ
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ＳＳＳＳＳＳＳ ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ ｔｔｔｔｔｔｔ 60°60°60°60°60°60°60°60°60°60°60°60°60°60°

ＳＳＳＳＳＳＳ
ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）（単位：㎜）

ｔｔｔｔｔｔｔ ４４４４４４４ ５５５５５５５ ６６６６６６６ ７７７７７７７ ８８８８８８８ ９９９９９９９ 10101010101010 11111111111111 12121212121212 13131313131313 14141414141414 15151515151515 16161616161616 19191919191919 22222222222222 25252525252525 28282828282828 32323232323232 36363636363636 40404040404040
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14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度14．鉄骨工事精度

１．製品１．製品１．製品１．製品１．製品１．製品１．製品

名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称名　　　称 図図図図図図図 製作管理許容差製作管理許容差製作管理許容差製作管理許容差製作管理許容差製作管理許容差製作管理許容差 限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差限界許容差 備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考

(1) 梁の長さ(1) 梁の長さ(1) 梁の長さ(1) 梁の長さ(1) 梁の長さ(1) 梁の長さ(1) 梁の長さ L＋△LL＋△LL＋△LL＋△LL＋△LL＋△LL＋△L

　　⊿L　　⊿L　　⊿L　　⊿L　　⊿L　　⊿L　　⊿L －3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｌ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｌ≦＋5㎜

H＋△HH＋△HH＋△HH＋△HH＋△HH＋△HH＋△H(2) 柱の長さ(2) 柱の長さ(2) 柱の長さ(2) 柱の長さ(2) 柱の長さ(2) 柱の長さ(2) 柱の長さ

　　⊿H　　⊿H　　⊿H　　⊿H　　⊿H　　⊿H　　⊿H
Ｈ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍ Ｈ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍＨ＜10ｍ

－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜－3㎜≦△Ｈ≦＋3㎜ －5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜－5㎜≦△Ｈ≦＋5㎜高力ボル高力ボル高力ボル高力ボル高力ボル高力ボル高力ボル
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設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

・変更事項変更年月日

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

X01 X04 X04 Y01

J J

500 3,500 500 500

600 600

B150

FG1

G250 CG250

C1 C1

50
0

3,
00

0
96

△基礎下端

△梁天端

▽床天端

▽BPL下端▽設計GL

J

500

600

C1

J

600

C1

CG250

3,200 700

50
0

3,
00

0
96

△基礎下端

△梁天端

▽床天端

▽BPL下端▽設計GL

G250

FG1

Y01・ Y02 軸組図　S=1/50 X01・X04 軸組図　S=1/50

Y02

CG250 CG250

50 50

△
外

面

△
柱

芯

▽
柱

芯

▽
外

面

3,500 500500

1,800850 850

C1 C1

C1 C1

76
0

※

タラップ

安全柵

施
工

図
に

よ
り

調
整

取付穴(ﾙｰｽﾞﾎｰﾙ30x20)

施工図により調整

根太 L-65ｘ65ｘ6 450＠

水平ﾌﾞﾚｰｽ 1-M16
(ﾀｰﾝﾊﾞｯｸﾙ付)

(外周部共)

B150

G250

G250

B150

B150

CG
25

0

B1
50

CG
25

0

G2
50

B1
50

G2
50

B1
50

CG250

CG
25

0

B1
50

CG250

CG250CG250

CG
25

0

梁 伏 図 　 S= 1 / 3 0
・ 鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

特 記 事 項

B2
48

B2
48

エキスパンドメタル：ＸＧ２２

△
柱

芯

▽
柱

芯

3,500

FC1

FC1

FG
1

FG1

FG1

FG
1

FC1

FC1

Y03

Y02

Y01

50
0

3,
20

0
70

0

▽外面

▽柱芯

△柱芯

△外面

断　面 断　面

50
0

平面

Ｂ

Ｄ
50

60

符　号

位　置

FC1

全断面

500

50
0

10
0

50
60

主筋：8-D19

500

▽設計GL
HOOP：D13＠100 (topﾉﾐ 2-D10)

断面

50
0

3-
D1

3

500

3-D13

備 考

HOOP

主 筋

D13＠100

8-D19

ｱﾙﾌｧｰﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法

φ114.3mmｘ3.5（STK490)

位　置

符　号 FG1

全断面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

腹　筋

備　考

400ｘ400

3-D16

3-D16

D13＠200

―

基礎梁・柱リスト　S=1/30

基 礎 伏 図 　 S= 1/ 30

使用材料

D19

鉄筋 D10～16

SD345

SD295

海砂使用不可

ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｽﾗﾝﾌﾟ

設計基準強度 Fc＝21 N/mm2

S=15cm

基礎底面深度　 ＝設計GL-500

基礎､基礎梁天端＝設計GL±0

ｱﾙﾌｧｰﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工法

(GBRC　性能証明 第06-01号)

杭　　　径：φ114.3㎜

先端羽根径：φ300㎜

杭先端深度：設計GL-10.40m

管　　　厚：to=3.5㎜（STK490）

羽　根　厚：tw=9.0㎜（SS400）

本　　　数：n=4本

杭1本当たりの支持力：Ra=54.3KN/本（N15）

杭　　　長：L=10.00m

空　堀　深：L'=0.4m

呑　込　長：lo=0.1m

※支持層が確認出来ない場合は監督員と協議する

X04X01 X02 X03X04X01

3,
20

0

Y02

Y01

▽柱芯

△柱芯

▽設計GL

SGL-0.4m

SGL-10.4m

・ 手摺､タラップ､安全柵等は、詳細図による。

・ キュービクル設置箇所以外は全てエキスパンドメタル敷とする。

柱状図

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

基礎伏図・基礎配筋図・床伏図・軸組図

S-06

2026年4月
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M20

設計年月

図面番号
工事名称

図面名称

〒721-0961

TEL　084-920-9123

FAX　084-928-6000

有限会社

一級建築士事務所 登録第23(1)-1408号

構造設計一級建築士 No.7233　

一級建築士 登録第183507号
 高橋 啓之

・変更事項変更年月日

福山市教育委員会管理部施設課
A2版 100％ A3版 71％

高橋啓之設計事務所
広島県福山市明神町2丁目7番35号

1：100

柱リスト　S=1/30
特記なき限り下記による。

1．使用鋼材

2．通しダイヤフラムの板厚は、取り付く梁フランジ

 　最大板の2サイズ(6mm)UP、かつ柱板厚以上とする。

 　内ダイヤフラムの板厚は、取り付く梁フランジ

 　最大板の2サイズ(6mm)UP、かつ柱板厚以上とする。

3．仕口パネルの板厚は、下階柱の板厚以上とする。

角形鋼管：BCR295

通しダイヤフラム：SN490C

内ダイヤフラム：SN490B

ｘ

ｙ

階

符号
C1

1

形　状

柱脚形状

B.PL

200
20

0

B.PL-22x400x400(SN490B)

A.BOLT 4-M16(ABR400)(L=320)

50 300 50

400

50
30

0
50

40
0

200

▽設計GL

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

400

500

ロ-200x200x9(BCR295)

アンカーボルト

180度フック端の距離とする。

アンカーボルト長さＬは柱型天端から定着板天端又は

L L

PL-16

PL-16

600

C1

根太：L-6x65x65

S=1:30 S=1:30

S=1:30根太 取付詳細

部　材 HTBTYPE

梁継手リスト　S=1/30
特記なき限り下記による。

1．使用鋼材 ：SS400

3．S.PL、G.PLの材質は母材と同等とする。

4．仕様は、SCSSH97による。

5．TYPE-D,Eは、大梁(G符号)のピン接合を示す。

H-250x125x6x9 6 S.PL-12x125x410

nf S.PL-(1)

FLG

S.PL-(2)

WEB

nw p S.PL-(3)

2x2 90 2S.PL-　6x170x290A

ボルトピッチ（各ＴＹＰＥ共通）

梁 継手 要領 図

TYPE-A

B

ee

g1

P1 P1
10 nf

90140

70140

40

75

g1 g2

90

150

150

120

105

400ｼﾘｰｽﾞ

350ｼﾘｰｽﾞ

300ｼﾘｰｽﾞ

250ｼﾘｰｽﾞ

200ｼﾘｰｽﾞ

175ｼﾘｰｽﾞ

150ｼﾘｰｽﾞ

125ｼﾘｰｽﾞ

607045M24

456040M22

456040M20

456040M16

P2P1e

TYPE-D TYPE-E

e
p
〃

p
e

nwnw

10
e ee e

G.PL

e
e

p
〃

p

10 S.PL-(3)

TYPE-B

e e 10

g1

P2 P2

g2
g2

nf

B

TYPE-C

e e 10

g1

P1 P1

nf

g2
g2

B

10

nw
S.PL-(1)

S.PL-(2)

S.PL-(3)

e e

e
e

p
〃
〃

p

nw

P1

e e 10

e
e

p
〃

p

10

nw
S.PL-(1)

S.PL-(2)

S.PL-(3)

e e

e
e p

p
〃
〃

10

nw

S.PL-(3)

e e

e
e
p

p
〃

〃

S.PL-(2)

S.PL-(1) WEB　二列並列の場合

40
90

40
96

456040
60 J

60 4045

PL-12x125x410 HTB 12-M20

2PL-6x170x290 HTB 8-M20

G250

G250 G250

中ボルト 2-M12L-9x90x75

根太：L-6x65x65 L-9x90x75 中ボルト 2-M12

水平ブレース 取付詳細

80以上

ターンバックル

M16

HTB 1-M16GPL-9

部  材符 号

H-250x125x6x9

H-150x75x5x7

H-250x125x6x9

水平ﾌﾞﾚｰｽ 1-M16

根太 L-65x65x6

鉄骨部材リスト
特記なき限り下記による。

仕口タイプ 特記なき限り P=60,e=40とする。

Aタイプ

Rib.PL
（G.PLの1ｻｲｽﾞﾀﾞｳﾝ

かつ6mm以上）

ee10

P
Pe

e

G.PL

（G.PLの1ｻｲｽﾞﾀﾞｳﾝ

小梁

Bタイプ 10
e

Rib.PL

かつ6mm以上）

P
e

e
e 小梁

G.PL

Cタイプ 10
e e

e
eRib.PL

（G.PLの1ｻｲｽﾞﾀﾞｳﾝ
かつ6mm以上）

P

G.PL
P2

P2 小梁

nw

nw

nw

G250

B150

B248

CG250

H-248x125x5x8

ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙXG22

2．溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ：F8T 2．溶融亜鉛ﾒｯｷ高力ﾎﾞﾙﾄ：F8T

1．使用鋼材：SS400

TYPE HTB nw G.PL

接 合 部
備 考

梁継手リスト参照

A

2

M16 1 9 ターンバックル付　JIS

2 6 ＠450
M12

中ﾎﾞﾙﾄ

M16 6

M16 3 6

元端は柱に剛接合

A､B G250､B150-B150：B　CG250-B150：A

G250 継手詳細

S-07

2026年4月

福山市立泉小学校受変電設備改修工事

鉄骨リスト



§工事名称 福山市立泉小学校受変電設備改修工事

§工事場所 福山市山手町七丁目１３番６３号

1 この数量書は、福山市建設工事請負契約約款１条に定める「設計図書」ではなく

参考数量です。従って、契約後の変更等を含意するものではありません。

2 数量の算出は次の基準によっています。

※ 「建築数量積算基準・同解説」 （建築工事積算研究会制定）

※ 「公共建築設備数量積算基準・同解説」 （国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

参考数量書

特記事項



福　山　市

設　計　書

工事名称 福山市立泉小学校受変電設備改修工事

工事場所 福山市山手町七丁目１３番６３号

    【工事概要】
      福山市立泉小学校の受変電設備を改修するもの

        ・ 受変電設備工事    ～  一式
        ・ 構内配電線路工事  ～  一式
        ・ 架台工事          ～  一式
        ・ 撤去工事          ～  一式



福　山　市

工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

直接工事費      

直　接　工　事　費

1   
式

計

共通費          

  共通仮設費    

1   
式

  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  

1   
式

計

工事価格        

1   
式

消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％

式

工事費          

1   
式



福　山　市

工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電気設備工事    

1   
式

建築工事        

1   
式

計



福　山　市

電気設備工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電気設備工事    

1   
式

計



福　山　市

建築工事　種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

架台工事        

1   
式

屋外排水        

1   
式

既設基礎撤去工事

1   
式

計



福　山　市

電気設備工事　科目別内訳 5

電気設備工事

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

電灯設備        

1   
式

動力設備        

1   
式

受変電設備      

1   
式

撤去工事        

1   
式

発生材処理      

1   
式

計



福　山　市

建築工事　科目別内訳 6

架台工事

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

架台工事        

1   
式

計



福　山　市

建築工事　科目別内訳 7

屋外排水

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

屋外排水        

1   
式

計



福　山　市

建築工事　科目別内訳 8

既設基礎撤去工事

名　　　　　　　　　　称 数　　量 単位 金　　　　　額 備　　　考

撤去工事        

1   
式

計



福　山　市

電気設備工事　中科目別内訳 9

電気設備工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

電灯設備        電灯幹線        

1   
式

計

動力設備        動力幹線        

1   
式

計

受変電設備      高圧引込        

1   
式

受変電設備      受変電設備      

1   
式

計

撤去工事        電灯幹線        

1   
式

撤去工事        動力幹線        

1   
式

撤去工事        引込設備        

1   
式

撤去工事        受変電設備      

1   
式

計

発生材処理      

1   
式

計



福　山　市

建築工事　中科目別内訳 10

架台工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

架台工事        基礎工事        

1   
式

架台工事        架台工事        

1   
式

計
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屋外排水

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

屋外排水        屋外排水        

1   
式

計
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建築工事　中科目別内訳 12

既設基礎撤去工事

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　量 単位 金　　　　額 備　　　考

撤去工事        撤去工事        

1   
式

計
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電気設備工事 電灯設備 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0795

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0796

1   
式

電線管          別紙 00-0797

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ        別紙 00-0798

1   
式

土工事          別紙 00-0799

1   
式

中継端子盤      

1   
面

計
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電気設備工事 動力設備 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0800

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0801

1   
式

電線管          別紙 00-0802

1   
式

計
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電気設備工事 受変電設備 高圧引込

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

高圧引込用負荷  耐重塩じん仕様 ﾓｰﾙﾄﾞｺｰﾝ口出線   

開閉器(PAS)     VT内蔵･LA内蔵 方向性   ｽﾃﾝﾚｽ製  1   
 200A                           台

高圧計器盤      

1   
面

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱(建柱車)  12m- 19㎝-  3.5kN              

1   
本

搬入費          単独搬入   500㎏以下            

0.4 
ｔ

装柱材          別紙 00-0803

1   
式

電線            別紙 00-0804

1   
式

ケーブル        別紙 00-0805

1   
式

電線管          別紙 00-0806

1   
式

土工事          別紙 00-0807

1   
式

接地工事        別紙 00-0808

1   
式

計



福　山　市

電気設備工事　細目別内訳 16

電気設備工事 受変電設備 受変電設備

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ     4面体                           

Tr 1φ50kVA 3φ200kVA           1   
基

搬入費          単独搬入  5000kg以下            

(揚重機除く)    4   
ｔ

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ      16t吊り      ｵﾍﾟﾚｰﾀ付き 賃料    

(油圧伸縮ｼﾞﾌﾞ型) 標準                            1   
日

消火器保管箱    1本用                           

取付            1   
個

耐圧試験費      

1   
式

計
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電気設備工事 撤去工事 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0809

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0810

1   
式

電線管          別紙 00-0811

1   
式

計
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電気設備工事 撤去工事 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0812

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0813

1   
式

電線管          別紙 00-0814

1   
式

計
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電気設備工事 撤去工事 引込設備

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0815

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0816

1   
式

電線管          別紙 00-0817

1   
式

高圧引込用負荷  耐重塩じん仕様 ﾓｰﾙﾄﾞｺｰﾝ口出線   

開閉器(PAS)     VT内蔵･LA内蔵 方向性   ｽﾃﾝﾚｽ製  1   
撤去             200A　再使用しない             台

ｺﾝｸﾘｰﾄ柱(建柱車)  12m- 19㎝-  3.5kN              

撤去、抜柱      再使用しない                    1   
本

装柱材          別紙 00-0818

1   
式

計
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電気設備工事　細目別内訳 20

電気設備工事 撤去工事 受変電設備

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ     2面体                           

撤去            再使用しない                    2   
か所

搬出基準単価    

(揚重機除く)    3   
(撤去用)        ｔ

ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ      16t                             

1   
式

消火器保管箱    1本用                           

撤去            再使用しない                    1   
個

変圧器(屋内)    油入 三相 6kV-210V     150kVA   

(60Hz用)        指定先へ移動                    1   
移動            台

計
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電気設備工事 発生材処理

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0819

1   
式

発生材処分      別紙 00-0820

1   
式

計



福　山　市
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架台工事 架台工事 基礎工事

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

杭基礎          別紙 00-0821

1   
式

土工・地業      別紙 00-0822

1   
式

鉄筋            別紙 00-0823

1   
式

ｺﾝｸﾘｰﾄ          別紙 00-0824

1   
式

型枠            別紙 00-0825

1   
式

計
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架台工事 架台工事 架台工事

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ架台工事 

1   
式

付帯工事　手摺  

1   
式

付帯工事　ﾀﾗｯﾌﾟ 

1   
式

計
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屋外排水 屋外排水 屋外排水

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

雨水桝          450x450　H=600                  別紙 00-0829

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-6              1   
式

雨水管          VP100                           別紙 00-0830

1   
式

計
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既設基礎撤去工事 撤去工事 撤去工事

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   

4   
ｍ3

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ撤去     H=1.8～1.9　基礎ﾌﾞﾛｯｸ共         

30.4 
ｍ

雨水桝撤去      600x600 H=600　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋       

1   
か所

雨水管撤去      VP100                           

16   
ｍ

計
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電気設備工事　別紙明細 26

電気設備工事 電灯設備 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0795

1   
式

EM-IE電線         8mm2 × 1本                   

52   
ｍ

EM-IE電線        22mm2 × 1本                   

79   
ｍ

計
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電気設備工事 電灯設備 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0796

1   
式

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

6   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 管内                     

18   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 ﾗｯｸ                      

3   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

6   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 管内                     

18   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 ﾗｯｸ                      

3   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

6   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 管内                     

18   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 ﾗｯｸ                      

3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    38mm2 管内                     

離線引戻し・入線                1   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    60mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    60mm2 管内                     

離線引戻し・入線                1   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ   100mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ   100mm2 管内                     

離線引戻し・入線                1   
ｍ

計
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電気設備工事 電灯設備 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線管          別紙 00-0797

1   
式

厚鋼電線管      GZ82                            

(溶融亜鉛めっき) 露出配管                        6   
ｍ

波付硬質合成     (80)                           

樹脂管(FEP)     45   
ｍ

異種管接続材    

FEP80～GP82     3   
個

計

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ        別紙 00-0798

1   
式

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸAL形    1000B(重) 直 線 1段目           

3   
ｍ

計

土工事          別紙 00-0799

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      9.4 
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      3.76
ｍ3

砂利地業        切込砂利                        

3.76
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              

5.64
ｍ3

地中埋設標      ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

2   
個

埋設標識ｼｰﾄ     2倍長(W)150                     

9   
ｍ

計
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電気設備工事 動力設備 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0800

1   
式

EM-IE電線       5.5mm2 × 1本                   

52   
ｍ

EM-IE電線         8mm2 × 1本                   

158   
ｍ

EM-IE電線        14mm2 × 1本                   

27   
ｍ

EM-IE電線        22mm2 × 1本                   

27   
ｍ

計
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電気設備工事 動力設備 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0801

1   
式

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井           

6   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C 管内                 

18   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C ﾗｯｸ                  

3   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井           

17   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 3C 管内                 

54   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 3C ﾗｯｸ                  

8   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

17   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 管内                     

54   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 ﾗｯｸ                      

8   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

17   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 管内                     

54   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 ﾗｯｸ                      

8   
ｍ

EM-FP-Cｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-  3C ﾋﾟｯﾄ・天井          

11   
ｍ

EM-FP-Cｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-  3C 管内                

36   
ｍ

EM-FP-Cｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-  3C ﾗｯｸ                 

5   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     200mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

6   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     200mm2 管内                     

18   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     200mm2 ﾗｯｸ                      

3   
ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      6   
ｍ
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電気設備工事 動力設備 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0801

1   
式

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

管内                            18   
ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

ﾗｯｸ                             3   
ｍ

600V CVｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-3C ﾋﾟｯﾄ・天井            

離線引戻し・入線                9   
ｍ

600V CVｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-3C 管内                  

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    22mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

離線引戻し・入線                9   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    22mm2 管内                     

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

離線引戻し・入線                9   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ    38mm2 管内                     

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ   200mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

離線引戻し・入線                3   
ｍ

600V CVTｹｰﾌﾞﾙ   200mm2 管内                     

離線引戻し・入線                1   
ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      3   
離線引戻し・入線                ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

管内                            1   
離線引戻し・入線                ｍ

計
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電気設備工事 動力設備 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線管          別紙 00-0802

1   
式

厚鋼電線管      GZ28                            

(溶融亜鉛めっき) 露出配管                        2   
ｍ

厚鋼電線管      GZ82                            

(溶融亜鉛めっき) 露出配管                        12   
ｍ

厚鋼電線管      GZ104                           

(溶融亜鉛めっき) 露出配管                        2   
ｍ

波付硬質合成     (30)                           

樹脂管(FEP)     12   
ｍ

波付硬質合成     (80)                           

樹脂管(FEP)     58   
ｍ

波付硬質合成    (100)                           

樹脂管(FEP)     12   
ｍ

異種管接続材    

FEP30～GP28     1   
個

異種管接続材    

FEP80～GP82     3   
個

異種管接続材    

FEP100～GP104   3   
個

計
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電気設備工事 受変電設備 高圧引込

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

装柱材          別紙 00-0803

1   
式

腕金(碍子別途)  1800㎜                          

2   
本

腕金(碍子別途)  1200㎜                          

2   
本

支線            38                              

亜鉛めっき鋼より 1   
線              か所

計

電線            別紙 00-0804

1   
式

EM-IE電線       5.5mm2 × 1本                   

40   
ｍ

EM-IE電線        22mm2 × 1本                   

12   
ｍ

EM-IE電線        38mm2 × 1本                   

40   
ｍ

計
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電気設備工事 受変電設備 高圧引込

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ケーブル        別紙 00-0805

1   
式

6kV EM-CETｹｰﾌﾞﾙ  38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

8   
ｍ

6kV EM-CETｹｰﾌﾞﾙ  38mm2 管内                     

12   
ｍ

SOGｹｰﾌﾞﾙ        0.75mm2- 11C                    

機器付属        ｺﾛｶﾞｼ                           1   
ｍ

SOGｹｰﾌﾞﾙ        0.75mm2- 11C                    

機器付属        管内                            7   
ｍ

計器用ｹｰﾌﾞﾙ     5.5mm2- 7C                      

電力会社支給    ｺﾛｶﾞｼ                           1   
ｍ

計器用ｹｰﾌﾞﾙ     5.5mm2- 7C                      

電力会社支給    菅内                            8   
ｍ

端末処理         38mm2 屋外                     

6kV EM-CET      1   
か所

端末処理         38mm2 屋内                     

6kV EM-CET      1   
か所

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 35

電気設備工事 受変電設備 高圧引込

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線管          別紙 00-0806

1   
式

厚鋼電線管      GZ28                            

(溶融亜鉛めっき) 露出配管                        13   
ｍ

厚鋼電線管      GZ82                            

(溶融亜鉛めっき) 露出配管                        22   
ｍ

耐衝撃性         (54) 露出                      

硬質ﾋﾞﾆﾙ管(HIVE) 2   
ｍ

二種金属製       (30) ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ用等             

可とう電線管(F) 2   
(ﾋﾞﾆﾙ被覆有)    ｍ

二種金属製      （30）                          

可とう電線管(F) 2   
用ｱﾝｸﾞﾙｺﾈｸﾀ     

二種金属製      （30）                          

可とう電線管(F) 2   
用防水ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ  

波付硬質合成     (80)                           

樹脂管(FEP)     9   
ｍ

異種管接続材    

FEP80～GP82     4   
個

計

土工事          別紙 00-0807

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      1.92
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      0.58
ｍ3

砂利地業        切込砂利                        

0.58
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              

1.34
ｍ3

地中埋設標      ｺﾝｸﾘｰﾄ製                        

2   
個

埋設標識ｼｰﾄ     2倍長(W)150                     

3   
ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 36

電気設備工事 受変電設備 高圧引込

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

接地工事        別紙 00-0808

1   
式

接地極          900×900×1.5t                  

(銅板式)        3   
か所

接地極          14φ×1500L                     

3連結打込                       1   
か所

接地極          14φ×1500L                     

2連結打込                       1   
か所

接地極埋設標    黄銅板製                        

3   
枚

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 37

電気設備工事 撤去工事 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0809

1   
式

600V絶縁電線     22mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            16   
ｍ

600V絶縁電線     38mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            13   
ｍ

計

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0810

1   
式

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井           

撤去            再使用しない                    3   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 2C 管内                 

撤去            再使用しない                    1   
ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  2C                    

撤去            ﾋﾟｯﾄ・天井                      3   
再使用しない                    ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  2C                    

撤去            管内                            1   
再使用しない                    ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    2   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    3   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    2   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    3   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    2   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    3   
ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 38

電気設備工事 撤去工事 電灯幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線管          別紙 00-0811

1   
式

波付硬質合成     (50)                           

樹脂管(FEP)     再使用しない                    3   
撤去            ｍ

波付硬質合成     (65)                           

樹脂管(FEP)     再使用しない                    7   
撤去            ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 39

電気設備工事 撤去工事 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0812

1   
式

600V絶縁電線    5.5mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            11   
ｍ

600V絶縁電線      8mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            54   
ｍ

600V絶縁電線     22mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            6   
ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 40

電気設備工事 撤去工事 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0813

1   
式

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井           

撤去            再使用しない                    3   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 3C 管内                 

撤去            再使用しない                    2   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井           

撤去            再使用しない                    14   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 3C 管内                 

撤去            再使用しない                    9   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    12   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    12   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    13   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      38mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    11   
ｍ

EM-FP-Cｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-  3C ﾋﾟｯﾄ・天井          

撤去            再使用しない                    7   
ｍ

EM-FP-Cｹｰﾌﾞﾙ     14mm2-  3C 管内                

撤去            再使用しない                    4   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     200mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    2   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     200mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    4   
ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

撤去            ﾋﾟｯﾄ・天井                      2   
再使用しない                    ｍ

EM-CEEｹｰﾌﾞﾙ        2mm2-  5C                    

撤去            管内                            3   
再使用しない                    ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 41

電気設備工事 撤去工事 動力幹線

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線管          別紙 00-0814

1   
式

波付硬質合成     (30)                           

樹脂管(FEP)     再使用しない                    4   
撤去            ｍ

波付硬質合成     (50)                           

樹脂管(FEP)     再使用しない                    33   
撤去            ｍ

波付硬質合成    (100)                           

樹脂管(FEP)     再使用しない                    4   
撤去            ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 42

電気設備工事 撤去工事 引込設備

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

電線            別紙 00-0815

1   
式

600V絶縁電線     22mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            12   
ｍ

600V絶縁電線     38mm2 × 1本 再使用しない      

撤去            7   
ｍ

計

ｹｰﾌﾞﾙ           別紙 00-0816

1   
式

6kV EM-CETｹｰﾌﾞﾙ  38mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

撤去            再使用しない                    8   
ｍ

6kV EM-CETｹｰﾌﾞﾙ  38mm2 管内                     

撤去            再使用しない                    15   
ｍ

SOGｹｰﾌﾞﾙ        0.75mm2- 11C                    

機器付属        管内                            7   
撤去            再使用しない                    ｍ

計器用ｹｰﾌﾞﾙ     5.5mm2- 7C                      

電力会社支給    ｺﾛｶﾞｼ                           1   
撤去            再使用しない                    ｍ

計器用ｹｰﾌﾞﾙ     5.5mm2- 7C                      

電力会社支給    菅内                            7   
撤去            再使用しない                    ｍ

計

電線管          別紙 00-0817

1   
式

厚鋼電線管       (G28)  再使用しない            

撤去            13   
ｍ

厚鋼電線管       (G70)  再使用しない            

撤去            8   
ｍ

硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管   (VE54,HIVE54) 再使用しない     

撤去            2   
ｍ

二種金属製       (30) ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ用等             

可とう電線管(F) 2   
(ﾋﾞﾆﾙ被覆有)    ｍ

波付硬質合成     (80)                           

樹脂管(FEP)     再使用しない                    9   
撤去            ｍ

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 43

電気設備工事 撤去工事 引込設備

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

装柱材          別紙 00-0818

1   
式

腕金(碍子別途)  1800㎜                          

撤去            再使用しない                    2   
本

腕金(碍子別途)  1200㎜                          

撤去            再使用しない                    2   
本

支線            38                              

亜鉛めっき鋼より 再使用しない                    1   
線　撤去        か所

計



福　山　市

電気設備工事　別紙明細 44

電気設備工事 発生材処理

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

発生材運搬      別紙 00-0819

1   
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ運搬      鉄くず 銅くず                   

1   
式

産業廃棄物運搬  有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ                      

1   
式

産業廃棄物運搬  廃ﾌﾟﾗ                           

1   
式

計

発生材処分      別紙 00-0820

1   
式

ｽｸﾗｯﾌﾟ処分      

1   
式

産業廃棄物処分  有筋ｺﾝｸﾘｰﾄ                      

1   
式

産業廃棄物処分  廃ﾌﾟﾗ                           

1   
式

計



福　山　市

建築工事　別紙明細 45

架台工事 架台工事 基礎工事

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

杭基礎          別紙 00-0821

1   
式

ｱﾙﾌｧｰﾌｫｰｽﾊﾟｲﾙ工 φ114.3 GL-10.4m t=3.5 STK490   

法              4   
本

重機回送費      

1   
式

施工費          

1   
式

杭頭処理費      杭頭ｷｬｯﾌﾟまで                   

1   
式

計

土工・地業      別紙 00-0822

1   
式

根切り          小規模土工                      

-                               8.12
ｍ3

埋戻し(B種)     小規模土工 発生土               

4.83
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              

3.29
ｍ3

土工機械運搬    根切り、埋戻し(小規模土工)      

-                               1   
往復

砂利地業        切込砕石                        

0.53
ｍ3

計



福　山　市

建築工事　別紙明細 46

架台工事 架台工事 基礎工事

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

鉄筋            別紙 00-0823

1   
式

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D13            

異形棒鋼        0.14
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD295  D16            

異形棒鋼        0.13
ｔ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用    JIS G3112 SD345  D19            

異形棒鋼        0.04
ｔ

鉄筋加工組立    RCﾗｰﾒﾝ構造                      

(基準単価)      階高3.5～4.0ｍ程度 形状単純     0.31
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 

0.31
ｔ

計

ｺﾝｸﾘｰﾄ          別紙 00-0824

1   
式

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ      JIS A5308   呼び強度21 S15      

粗骨材20                        2.76
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         

工作物の基礎等     S15～S18     2.76
-        -                      ｍ3

計

型枠            別紙 00-0825

1   
式

型枠            普通合板型枠                    

(基準単価)      -                  基礎部       13.1 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            

13.1 
㎡

計



福　山　市

建築工事　別紙明細 47

屋外排水 屋外排水 屋外排水

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

雨水桝          450x450　H=600                  別紙 00-0829

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋 T-6              1   
式

雨水桝          450x450　H=600                  

ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋　T-6             1   
組

計

雨水管          VP100                           別紙 00-0830

1   
式

雨水管          VP100                           

16   
ｍ

ｶｯﾀｰ入れ        ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜           

15   
ｍ

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装      C-15-15                         

1.7 
㎡

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装      A-5-15                          

5.7 
㎡

計



福　山　市

共通仮設費（積上分）　明細 48

名　　　称 摘　　　　要 数　量 単位 単  価 金　　　　額 備　　　考

工事情報共有シス

テム費          1   
式

計


